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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　人類皆平等という言葉を最初に使った人間はおそらく余よ程ほどの世間知らずか、さもなくば稀き代だいの皮肉屋だったのだろう。

　──などと考えたくなるくらい世界は区別と差別に充みち満みちている。国こく籍せきや人種といった話題を持ち出すまでもなく、日常生活を送るだけで人は無数の不公平、不平等に出くわす。スクールカーストしかり、学がく閥ばつしかり、家柄や親の経済力しかりだ。

　だいたい本当に人類が平等なら古今東西大半の物語フイクシヨンは存在しえなかっただろう。サクセスストーリーにスポコン、ラブロマンス。いずれも個々人の差違を際きわ立だたせ、逆転させ、他者から何かを勝ち取る物語だ。争いをテーマにした作品が流は行やること自体、既すでに冒頭スローガンの矛む盾じゆんを指し示している。つまるところみんな不平等が大好きなのだ。競きよう争そう万ばん歳ざい、区別万歳、特別扱い最高。

　だからまぁ。

　まぁまぁ。

　目の前の光景はある意味当然のものなのだろう。

　恨うらむ筋合いも驚おどろく理由もない。

　皆がただ本能のまま、繕つくろうことなく振ふる舞まっているだけ──

「Ｍ山やま君、Ｆテレビ入ってたんだ。すごいじゃん、今何やってるの？　え？　あのドラマ関かかわってるの!?　キムタクが出てる奴やつ？　わぁすごい！」

「Ｔ橋はしさんはＮ自動車のマーケかぁ、ずっと車関係の仕事につきたいって言ってたもんな。夢が叶かなった感じだね。おめでとー！」

「あれ？　ひょっとしてＩ村むら、うちの会社と絡からみある？　ほら今うち新型のスマホ出してるじゃん。あれの担当営業、おまえの部署に行ってない？　Ｙ崎さきさんていうんだけど。……うわ、やっぱりそっか！　すげぇ、なんかビジネスで繫つながってる感じ！」

「ま、ま、とりあえずみんな、もう一度乾杯しようぜ。消費者行こう動どう論ろんゼミＯＢ・ＯＧの再会と栄達を祝して」

「乾杯！」

　かんぱーい！

　ガチャガチャとガラスのぶつかり合う音が響ひびく。

　工こう兵へいは申もうし訳わけ程度にジョッキを持ち上げ周囲のノリに合わせた。

　……いやぁ。

　凄すさまじいアウェイ感だった。周りの盛り上がりに反比例しテンションがダダ下がりになっていく。たとえるならあれだ。模試でＥ判定食らったあと推すい薦せん合格組の打ち上げに呼び出された気分。えー、自分本当ここにいていいんですか？　ていうかむしろ帰っていいですか？　みたいな。

（……はぁ）

　嘆息を一回、気だるげにジョッキを揺ゆらす。

　来るんじゃなかったと思う。

　十月二十一日水すい曜よう日び午後八時。工こう兵へいはゼミの同窓会に参加している。場所は渋しぶ谷やセンター街がいの某ぼうイタリアン居酒屋、ゲーセンと携帯ショップを見下ろす雑居ビルの三階だった。

　いや、正直直前まで行くつもりはなかったのだ。夕方から作業が入っていたし翌朝の打ち合わせは九時半スタート。付き合い上「行けたら行く」とは回答したものの本心では絶対無理と思っていた。（ついでに言えば予約人数にカウントしないでくれとも伝えていた）

　それがどういうわけか作業が延期、翌朝の打ち合わせが中止になり挙あげ句く参加者の一人ひとりがドタキャンしたとかで急きゆう遽きよ穴埋めに出席することとなったのだ。

　まぁ……でも最初は少し楽しみにしていた。

　久しぶりのゼミ飲み会。かつての同どう輩はい達と社会の辛つらさを語り合える。客の無む茶ちや振ぶりや丸投げについて愚ぐ痴ちり合えると思っていた。

　期待は飲み会開始十分で潰ついえた。

　ゼミの仲間達はまったく別次元の存在になっていた。就しゆう職しよく先さきは一流企業に上場会社、著名なプロジェクトや商品開発に関かかわり昨さつ今こんの経済動向について語り合う。出張先はシンガポール、香港ホンコン、サンノゼ。余よ暇かはゴルフに自己啓発。

　全員の背中からきらきらと後光が差しているようだった。表情やたたずまいにもどことなく余裕が感じられる。学生時代の無邪気さは影かげを潜ひそめ、神こう々ごうしいパワーエリートのオーラが彼らを覆おおっていた。

　まぶしい。まったくもって眩まばゆい。思わず敬語で話しかけてしまいそうなくらいの大物感だった。

　いや誤解がないよう言っておくと「だから嫌いやだ」「来たくなかった」と言っているわけではない。

　同輩の活かつ躍やくをやっかむほど自分は狭量でないし、今の境遇に不満を持っているわけでもない。嫉しつ妬ともプライドも脇わきに避け素直に彼らの栄達を祝福するつもりでいた。

　だが周囲の反応は違った。

『で、桜さくら坂ざかはどこに入ったんだっけ？』

『え？　ＩＴ系の会社？　そんな有名どころじゃない？　またまたぁ謙けん遜そんするなよ。どこだよ、もったいぶるなって』

『ん……何？　もう一度、……えーとスルガ……システム？　お茶ちやの水みずにある？　……はぁ、そうなんだ。ふぅん』

　気まずげに視し線せんを逸そらされ次の言葉を探される。その沈ちん黙もくが耐えがたくなり工こう兵へいはひたすらビールをあおった。なんだよもう、言いたいことがあるなら言えよ。場違いだって言いたいのか？　悪いこと訊きいたって思ってるのか？　ああ確たしかに、僕の会社は君達みたいに有名企業じゃないですよ。ＣＭも打ってないし上場もしてないし、新聞にも載らないしね。だけど日本の会社の９９・２％は中小企業なんだぞ。そんな珍ちん獣じゆうでも見るような目しなくたっていいじゃないか。

　だがそうした不満をぶちまけたところで雰囲気が悪くなるだけだ。結果、工兵は曖あい昧まいに笑い相づちを打ち続けている。「ははは、知らないよね。そんな会社、だよねー」と。

（……人類は皆不平等だよ）

　悟りきった表情でカルパッチョをつまむ。同じ大学のゼミ仲間であってもこんなに距きよ離りがある。格差を感じさせる。ましてや年代・生活圏を違えた人々と対等でいられるはずもない。此方こなたが上か、彼方かなたが上か。勝ち組か負け組か。永遠に続く序列づけと椅い子す取とりゲーム。

　……ふぅ。

　嘆息しジョッキを傾ける。半眼になり気の抜けたビールを舐なめていると不意に声をかけられた。

「あ、桜さくら坂ざか君じゃん。ひさしぶりー」

　ニットシャツの女の子がそばに立っていた。

　右手にウーロン茶のグラス、左手にパスタの皿を持っている。黒スカートに花柄のストールがよく似合う垢あか抜ぬけた感じの女の子だった。

　工兵は眉まゆを寄せた。わずかに記き憶おくを探った後のち目を見開く。

「ん……お、おおお？　ひょっとして……伊い織おりちゃん？」

「うん、ひょっとしなくても伊織ちゃんです」

　女の子は悪戯いたずらっぽくうなずいた。周囲を見渡し「桜坂君一人ひとりで飲んでるの？」と訊たずねてくる。工兵は気まずげに視線を逸らした。

「ん、んー……さっきまで現役の子がいたんだけど、トイレ行っちゃったみたいで。……一人……だね。どう見ても。うん」

　飲み会でお一人様とか寂しすぎるだろう、そう思ったが伊織はさして気にした様よう子すもなく。

「なら横座っていいかな？　私もトイレ行ってたんだけど帰ってきたら席取られちゃってて」

　と背後を示した。

　見れば確かに壁かべ際ぎわのテーブル席が埋まっている。マスコミ入社組を中心に同期達が陽気な盛り上がりを見せていた。

「もちろん構わないけど」

　工兵の答えに伊織は「じゃあ失礼しまーす」と言って腰かけた。グラスと取り皿を置きふぅと肩の力を抜く。小首を傾かしげにっこりと笑いかけてきた。

　可愛かわいい。

　西にし新じん伊い織おり、工こう兵へいと同じ消費者行こう動どう論ろんゼミの受じゆ講こう生せいだった。何度かフィールドワークに同行したこともある。当時から学生らしからぬ都会的な印象の子だったが、社会人になってより一層洗練された雰囲気となっていた。

　ナチュラルウェーブのロングヘア、髪色は派は手ですぎず重くならない程度にうっすらと染められている。ぱっちりした目は艶つややかな睫まつ毛げに彩いろどられ、白い肌は潤うるおったゆで卵のようだった。リップグロスの輝かがやきを見る限りおそらくメイクはしているのだろうが、それを感じさせないくらい自然な可愛らしさに満ちている。

　……伊織ちゃんとサシ飲み……とか。

　どくりと鼓動が高鳴る。予想外の僥ぎよう倖こうだった。

　伊織ちゃんと親しげに呼んでいるものの実際そんなに仲よくしていたわけではない。ゼミ内での呼び名が「ちゃん」付けだったから合わせているだけで、実のところ数えるほどしか話したことがなかった。

　はっきり言えば伊織はアイドルだった。いつも明るく潑はつ剌らつとして場の中心にいる。成せい績せき優ゆう秀しゆうで将来有望。教授の覚えも相当よかったはずだ。ゼミの先せん輩ぱいや同期達に囲まれ常にきらきらと光り輝いていた存在。確たしか就しゆう職しよく先さきも第一志望の都と銀ぎんだった。

「とりあえず乾杯しよっか」
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　伊い織おりに促うながされ我に返る。工こう兵へいは慌あわててグラスをつかんだ。

「再会を祝して」

「乾杯」

「乾杯」

　グラスの口を打ち合わせる。口こう腔こうに流し込んだビールは先さき程ほどと違い、どことなく清涼感を伴っていた。

　うん……やっぱり誰だれかと飲む酒はうまい。たとえ偶然の産物だとしても伊織とこうして飲めているだけで今日きようの会に来た甲か斐いがあった。大学時代なら絶対ありえなかったことだ。いや……今だって本当なら彼女はテーブルの向こう側、勝利者俱ク楽ラ部ブの一員だろう。陽ひがあたる世界の住人、自分のようなアウトサイダーと違いメインストリームを歩く人物……。

「というか、なんかちょっと居い心地ごこち悪いよね」

　予想外の発言に顔を上げる。伊織はやや拗すねたように肩をすくめていた。

「みんな会社の自じ慢まん話ばなしばかりでさ。折せつ角かく久しぶりに会えたんだからもっとお互いの近況を話せばいいのに。うちの新商品はーとか、うちの営業戦略はーとか、そんな話、新聞やテレビで十分って思わない？」

「………」

　瞬まばたきを数回、まじまじと伊織を見つめる。

　怪け訝げんな視し線せんに気づいたのか、伊織は慌てた様よう子すで首を振った。

「あ、ごめん。ひょっとして桜さくら坂ざか君もそういう話好きだったとか？」

「いや……」

　短く言って口ごもる。

「逆に伊織ちゃんこそそれ系の話題好きかなって思ってたから……ちょっと意外で」

「んー？」

　伊織は小首を傾かしげた。

「私、別に好きじゃないよ？　だってさ、どれだけ会社や商品がすごくても、私達はまだ新卒一年目のお荷物なわけじゃん。先せん輩ぱい社員ならともかく私達が偉えらぶれる筋合いじゃないでしょ？　そのあたりをごっちゃにしてるのって、なんかあんまり見てて気持ちよくないっていうか」

　うぉぉ……かっけぇ。なんだこのクールな発言。男らしすぎる。うじうじ悩んでる自分が馬ば鹿かみたいだ。

　感心する工兵に、だが伊織は「なーんてね」と小さく舌を出してみせた。

「実は私の会社、ベンチャーのすっごくちっちゃなところだから、あんまり大企業大企業した話にはついてけないんだ。正直なところ」

「ベンチャー？　って、え、あれ？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

「伊い織おりちゃん、都と銀ぎんに入ったんじゃなかったっけ？」

「うん、入ったけど辞めちゃった」

　まじかよ！

　……なんでまた、もったいない……。

「もともと金きん融ゆう以外でやりたいことがあったの。ただ親の手前、いきなりベンチャーとか言い出しづらかったから、それで半年銀行員やってみたのね。でもやっぱり気が変わらなかったから、えいやと決心して転てん職しよく」

「へぇ……ちなみにどういう仕事に移ったの？」

「ええっと」と伊織はハンドバッグを探った。革ケースから名刺を一枚取り出す。工兵は両手で受け取り覗のぞき込んだ。

「株式会社椰や子しの木き……アシスタントライフコンシェルジュ？」

　見み慣なれない肩書きの下に「西にし新じん伊織」の名がある。伊織はこくりとうなずいた。

「会員制の通販会社でね。社員が海外で見つけてきた健康食品やコスメを扱ってるの。アイテム数は少ないけどその分本当にお勧めの物を提供してるから、二十代・三十代のＯＬとかに結構口コミで広がってるんだよ」

　ふぅむ……。

　色んな世界があるものだ。ＩＴ業界とはまったく違う。さっぱりイメージが湧わかなかった。

「この……アシスタントライフなんとかっていうのは？」

「ライフコンシェルジュね。会員さんの健康状態や生活習しゆう慣かんに合わせて最適な商品を提案するの。必要なら担当している会員さんのために新しい商品を探してきたりもするんだよ。外国に行って」

　まぁ私はまだそこまでやらせてもらえないんだけどねー。気恥ずかしげに言って伊織は肩をすくめる。その様よう子すがなんとも初うい々ういしくて工兵は嬉うれしくなった。ああ、やりたいことやれてるって感じだなぁ。やっぱり仕事は会社のブランドより業務内容だよね。強い共感に突き動かされうなずいていると。

「で、桜さくら坂ざか君はどんな仕事してるの？」

　……嫌いやなところを突かれた。

　工兵は気まずげに視し線せんを逸そらす。

「えーっと……ちょっと説明しづらいんだけど」

　会社名もマイナーだし、何より自分の仕事──システムエンジニアの業務というものをうまく解説できそうにない。そう思ったからだが。

「え？　風俗とか水商売系？　だったら無理して言わなくてもいいけど」

「ちがわい！」

　なんでだよ。……ったく、なんで誰だれも彼も自分を裏業界の住人呼ばわりするかな。僕くらい人畜無害な存在いませんよ？　今だって伊い織おりの胸元とか足とか全然見てませんから。ベージュのストッキングって生足ぽくてエロいよねとか思ってませんから！

　こほん。

　咳せき払ばらいを一回、訥とつ々とつと話し出す。

　お茶ちやの水みずのスルガシステムという会社に勤めていること。職しよく種しゆはシステムエンジニア、その中でも特にネットワーク分野を専門としていること。……インターネットを企業向けに作っているって言ったら分かるかな？　分からないよね、うん、やっぱり。

　半ば諦あきらめ気味に語っていると、だが伊織は目を見開いた。

「え？　桜さくら坂ざか君、ＳＥなの!?　本当に？」

　椅い子すから立ち上がらんばかりに身を乗り出してくる。工こう兵へいはぎょっとなりのけぞった。唾つばを飲みうなずく。

「う、うん、そうだけど」

「うわぁ、すごい！　プロなんだ。ネットワークってハブとかルータとかだよね？　無む線せんＬＡＮも作ったりするの？　プリンタとかＬＡＮ経由で印刷できちゃったりするんだよね。うわー、わー、尊敬しちゃうなー」

　予想外の反応だった。近所の小学生に論ろん語ごを語っていたらいきなりスタンディングオベーションされた気分。工兵は目をしばたたいた。

「えーっと……伊織ちゃん、なんか妙に詳しいけど、ひょっとしてコンピュータ趣しゆ味みだったりするの？」

「ううん、全然分かんないよ」

「じゃあ」

　なんでルータやハブなんて単語が出てくるのか。

　工兵の疑問を見て取ったのだろう。伊織は「あー」と声を上げた。

「うーんとね、実は私今の会社で情報システム？　みたいなの任されてるんだ。といっても社員十名くらいの小所帯だから大したシステムじゃないけど。全然分からない分野でしょ？　もうパニックになりまくりで」

「それは……」

　そうだろう。未み経けい験けんのしかも第二新卒を情シスに当てるなんて。無む茶ちや振ぶりにもほどがある。

　伊織は肩をすくめた。

「他ほかの人達はみんな自分の仕事で手一杯だから、しょうがないのよ。こういう本業以外の仕事は私みたいな下したっ端ぱがやらないと」

「そう割り切れるのはある意味すごいよね。普通だったら『こんなことやるため転職したんじゃないのに！　キー！』とか言っちゃいそうなのに」

「何それ、誰だれの真ま似ねよ。もー」

　伊い織おりは口を尖とがらせ肩からぶつかってきた。柑かん橘きつ系けいの甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。どくんと鼓動が高鳴った。どぎまぎしつつ視し線せんを泳がせる。

「ま、まぁでも、本当にどうしようもなくなったらアドバイスくらいできるよ？　メールか何かで連絡もらえれば。業務時間中はさすがに無理だけど」

「え？　本当？」

　照れ隠しで言ったのだが伊織の反応は真剣だった。椅い子すにもたれかかり細い顎あごをもたげる。足をぶらぶらさせ、つぶやくように言った。

「そっかぁ、じゃあ頼っちゃおうかなー。……あ、でも私、桜さくら坂ざか君の連絡先知らない」

「そんなのいくらでも教えちゃうよ！　ていうかメアド交換しようぜ。折せつ角かくだし、僕からアドバイスしたくなるかもしれないし！」

　本末転倒な申し出に、だが伊織は迷う様よう子すもなく携帯を取り出す。メニューボタンを操そう作さし液晶画面を向けてきた。

「赤外線でいい？」

「あー、ごめん。僕スマホなんで」

「じゃあＱＲコード」

「うん」

　メアドと電話番号をコード化しカメラで読み取ってもらう。送られてきた空からメールを選択、電話帳に送信元アドレスを登とう録ろくする。

　……うぉぉ。

（伊織ちゃんのメアド、ゲットしちゃったよ）

　信じられない思いで携帯画面を見つめる。夢でも見てるんじゃないのか？　最近寝不足続きだったし、気がついたらラボルームで横になってるってオチじゃあ。

　こっそり太ももをつねってみる。……痛い、現実だった。

　これは……。

　工こう兵へいはごくりと唾つばを飲む。

　あれか？　ひょっとしてモテ期ってやつか？　遅れてきた黄金時代ってやつか？

　やっべー、じゃあいっちゃうよ自分！　もう少し積せつ極きよく的てきに攻めてみちゃうよ!?

　息を整ととのえ深呼吸。覚悟を決め。

「ち、ちなみに食事のお誘さそいとかメールしてもいいのかな」

「ん？　いいよ、もちろん」

　キター！

　心の中でガッツポーズ、アントニオ猪いの木き張りに拳こぶしを振り上げる。来た来た来た来ましたよー！　リアルモテ期到来！

「あ、でも今週日にち曜ようはさっきＭ山やま君に飲み会誘さそわれたし。土曜日は仕事、来週末はＩ村むら君がカラオケ企画するとか言ってたから」

　………。

　モテ期終了のお知らせ。

　短い栄光だった。

　畜生、誰だれにでも付き合いのよい女かよ。さすがアイドル、お優やさしいこって。はっ。

　意気消沈していると、不意に奥のテーブルから声が響ひびいてきた。

「あー、伊い織おりちゃんそんなところにいたんだ。どこ行ったかと思ったよ」

「いおりーん、さみしーじゃん、一いつ緒しよに飲もうよ。早く帰ってきてー」

　あ、はーいと答えて伊織が席を立つ。片目を閉じ工こう兵へいに会え釈しやくしてきた。

「ごめんね、行かないとうるさいから。またあとで」

「うん……」

　あとで、などあるわけない。自分と伊織の関かかわりはこれで終わるのだ。久しぶりに会った同窓生Ａ、彼女の人生を彩いろどる無数の男達の一人ひとりとして。

　軽く手を上げ別れを告げる。

　伊織はグラスを持ち上げ立ち去りかけ、ふっと思い出したように振り返った。

「あ、そうだ桜さくら坂ざか君」

　口角が緩ゆるんだ。

「食事の件、私から日程送るよ。一度ＳＥの話とかもゆっくり聞かせてもらいたいし」

　ここだと落ち着いてサシ飲みもできないから。

　悪戯いたずらっぽい口く調ちようで言って立ち去っていく。

　……え？

　何、どういうこと？

　突然の逆ぎやく転てん劇げきに思考が追いついていかない。

　工兵は呆ぼう然ぜんと彼女の背中を見送っていた。




「何、ニヤニヤしてんのよ、気味悪いわね」

　午前十時のオフィスに硬質な声が響ひびく。工兵は「え」と顔を上げた。携帯を持ったまま瞬まばたきする。

「なんですか室むろ見みさん、何か言いました？」

　工兵の答えに少女は露ろ骨こつな不ふ機き嫌げん顔がおを作る。

　腰までかかる長い髪、人形のように華きや奢しやな手足。黙だまっていれば異国の姫ひめ君ぎみと見まごうばかりに蠱こ惑わく的てきな美び貌ぼう。服装はタータンのパフスリーブドレスにレースソックス、細い首を控えめなスタンドフリルが包んでいる。伊織を自然体な美人と評すならこちらは不自然なまでの美少女だろう。目の前に立っていてもどことなく現実感がない。こんな綺き麗れいな生き物、実際にいるわけないという感じだった。

　まぁ、ただ女性と呼ぶにはあまりにも体型が未み成せい熟じゆく、凹おう凸とつ不足すぎる。伊い織おりを前にした時のようなドキドキ感は生まれようもない。ペルシャ猫ねこがいくら美形だからと言って恋愛感情を抱く人間はいないだろう。それと同じことだ。

　だから工こう兵へいは気負うことなく、リラックスして彼女に微ほほ笑えみかけた。

「いやだなぁ室むろ見みさん、そんな不ふ機き嫌げん顔がおして。折せつ角かくの美人が台なしですよ」

「び、美人……？」

　室見の大きな目がまたたく。工兵は人差し指を振りウィンクした。

「ですです。ほらほら、眉み間けんの皺しわを緩ゆるめて。スマイルスマイル、可愛かわいいお顔がもったいない・ＤＥ・ＳＵ・ＹＯ！」

「ぎゃああああああ！」

　つんざくような悲鳴を上げ室見が飛とび退のく。恐怖に満ちた顔で首を振った。

「あ、悪あく霊りよう退散。悪霊退散！　出てけ、桜さくら坂ざかの身体からだから出てけー！」

　工兵は顔をしかめた。

「失敬な……ちょっと室見さんのこと褒ほめただけじゃないですか」

「あんたに褒められるとか、死し兆ちよう星せい以上の凶兆よ！　何よ、なんなのよ!?　呪のろい!?　新手の嫌いやがらせ!?」

「いやぁ」

　そんなつもりはないんだけどな。まぁちょっと自分でもテンションおかしくなってるのは分かるけど。にしてもこの反応、面おも白しろいな。

「室見さん、ぷりてぃー」

「ひっ」

「室見さん、ソー・キュート」

「や、やめ……」

「室見さん、愛してます！」

「ひあああああああ！」

　恐怖が限界値を突破したのか、涙目になっている。いや、……真ま面じ目めに傷つくんだけど。僕に告白されるのそんな嫌ですか。

「すみません、もうやめます、やめますから遠ざってかないでください。胸の前で十字を切らないで下さい。あと呪じゆ文もんみたいなの唱えないで下さーい！」

　必死に謝あやまり続けること数分、ようやく室見が近づいてくる。口元をへの字に曲げ嘆息した。

「……ていうか、あんたなんでそんな上機嫌よ。真面目に気色悪いんだけど。何かいいことでもあったの？」

「……いえ、別に。いつも通りですよ。まぁちょっと昨日きのうよく眠れたってのがあるかもしれないですけど」

　大おお噓うそだった。

　ご機き嫌げんな理由は携帯のメールボックスにある。今日きようの朝届いたメッセージ。差出人は西にし新じん伊い織おり。

『桜さくら坂ざか君、昨日言ってた食事の件、今週土ど曜よう日びはどうかな？　仕事の予定が変わって午前中で終わりそうなんだ。渋しぶ谷やあたりでランチ一いつ緒しよできない？　予定合うといいな(*'-^*)-☆　伊織』

　文面を見た瞬しゆん間かん、躍おどり出しそうになった。パーティションの中でぐるぐる椅い子すを回転、天てん井じようを仰あおいだ。

　長かったなぁ。カモメさんにつれなくされカモメさんにつれなくされカモメさんにつれなくされ、失意の淵ふちに打ち沈むこと数ヶ月。ついに春がやってきた。大学デビューならぬ社会人デビューといったところか？　いやぁいいなぁモテ期って。失われた青春を今こそ取り戻すのだ！

　だがありのままを喋しやべるわけにはいかない。業務時間中に私用メールしてんじゃないわよ！　と怒られそうだし、何より恋愛ごときにうつつを抜かしていると知られたら何を言われるか分かったものでない。だから工こう兵へいはつとめて平静に、さりげなく話題を切り替えた。

「それより室むろ見みさんこそ、どうかしたんですか？　何か新規の依頼でもありました？」

　まさか自分のにやけ顔が気に入らないという理由で話しかけてきたわけではあるまい。何か用があったのだろうと思ったが。

「あー、うん。えーっと」

　室見はやや怯ひるんだ様よう子すで口ごもった。視し線せんを逸そらし鼻の下を搔かく。

「あ、あんたさ。前にネットワークの参考書、いい物ないかって訊きいてたじゃん」

「………？　……ああ、そういえば」

　先週のことだ。あまりに業務の単語が分からないので一度系統立てた勉強がしたい、ついてはよい参考書がないかと相そう談だんしたのだ。その時は「今忙しい、ググれ」と返されたのだが。

「今度の土曜日あいたから、あんたさえ暇なら本屋付き合うわよ。神じん保ぼう町ちようで二、三軒回れば大概の本は揃そろうだろうし」

「え、本当ですか!?」

　驚おどろきのあまり立ち上がりかけた。瞬間動きを止め、訊たずね返す。

「どうしたんですか室見さん、業務以外の休日に僕と付き合おうだなんて。……はっ！　まさか。悪あく魔ま憑つき!?」

「なんでよ!?」

「だって……目とかグワって吊つり上がってるし、犬歯も牙きばみたく尖とがった感じになって……」

「吊り目は生まれつきよ！　歯もちょっと八や重え歯ば気味なの！　気にしてんだからいちいち指摘すんな！」

　室むろ見みは盛大な溜ため息いきを漏もらした。苛いら立だった様よう子すで髪を搔かき混ぜる。

「最近忙しくてトレーナーらしいことできてなかったから、久しぶりにあんたの勉強付き合おうと思ったのよ。もともとネットワークについては基き礎そをちゃんと身につけてほしいと思ってたし」

「室見……さん」

　工こう兵へいは感銘を受け静止する。

　世の中広しと言えど休日まで部下の勉強に付き合ってくれる上司はまずいまい。しかも直近の仕事に関係ない、基礎を学びたいというリクエストに応こたえて。

　ありがとうございます、是ぜ非ひ──と答えかけて口をつぐむ。

　あれ？　待てよ。今週の……土ど曜よう日び？

　携帯のメール画面が視界に入ってくる。

（うわっ）

　……伊い織おりちゃんとの食事会だった。

「どうしたの桜さくら坂ざか、黙だまりこくって」

「いえ……」

　なんという偶然。二人ふたりの女性から同じ日に誘さそわれるなんて、モテ期恐るべし。

　うううん、どうしよう。

　一いつ瞬しゆん伊織に予定をずらしてもらおうかとも考える。だが普ふ段だん顔を合わす室見と違い伊織は一度断ったら最後二度と誘ってもらえない気がした。悩んだ末、頭を下げる。

「すいません、実はその日ちょっと予定が入ってまして」

「予定？」

「ゼミの教授に近況報告しろって言われてて。……昼からランチの約束が」

　しれっと噓うそをつく。室見は一瞬眉まゆをひそめたが。

「そ、じゃあしょうがないわね。またの機き会かいにしましょう」

　予想外にあっけなく引き下がってくれた。

　安あん堵どの吐と息いきを漏もらす工兵に、だが彼女は畳たたみかけるように続けた。

「じゃあ堂々と近況報告するためにも張りきって仕事しないとね。ちょうどいいわ、ＦソフトのＡＣＬ解放が今日きよう締しめ切りになったから、桜坂の方で対応しといて」

　なんですとぅ!?

「や、ちょっ、ちょっと待って下さい。僕今週中目め処どで業なり平ひらの運用手順書作らないといけないんですけど」

「悪あく魔まは言いい訳わけなんて聞かない」

　根に持ってやがる！

　自分だって悪あく霊りよう退散とか言ってたくせに！　振られたネタを拾うのが罪なのか!?　理不尽すぎる！

　だが室むろ見みの指示は覆くつがえることなく、工こう兵へいは泣きながら追加のタスクをこなす羽は目めになった。




　その週の土ど曜よう、午前十一時四十分。

　工兵は伊い織おりとの約束通り渋しぶ谷やを訪れていた。

　待ち合わせ場所は南口モヤイ像ぞうの前。ハチ公こう前ほどでないにしろかなりの人出がある。明るい陽光の下、赤あか銀ぎんツートンカラーのバスがひっきりなしにターミナルを行ゆき交かっていた。

　工兵はシャツの襟えりを直した。しかつめ顔で身なりが乱れていないかチェックする。

　靴はＤＡＫＳのレザースニーカー、パンツはトミーヒルフィガーのおろしたて、グレーのボタンダウンシャツにやや大きめのプリントＴシャツを重ね着している。池いけ袋ぶくろの東とう武ぶ百ひやつ貨か店てんで三時間近く悩み選んだコーディネートだ。普ふ段だん着ぎお断りのこの町でも十分通用するはずだった。

　携帯の時と計けいを確かく認にんする。約束の時間まであと二十分。ちょっと早く着きすぎたかな？　と思いつつもう一度レストランの場所をチェックしておく。ここからの道順は……うん、あそこの道を入り左に曲がって……それから右手に三件目。大丈夫覚えてる。

　白はく鳥ちようは一見優ゆう雅がに見えて実は水面下で激はげしく足を動かしているという。今の工兵も同じだった。あらかじめ食べログで店をチェック、昨日きのうの夜に現地訪問し雰囲気を確認してある。ネットの口コミにはあらかた目を通しお勧めの料理も覚えた。もちろん窓まど際ぎわの一番落ち着けそうな席を押え済みだ。そして食事のあとはセンター街を散歩、Ｂｕｎｋａｍｕｒａのあたりでカフェ、更に行けそうなら文ぶん化か総そう合ごうセンターのプラネタリウムまで。分刻みで詳細なプランを練ってある。

　だが実際に伊織を前にしたら、自分は涼しげな表情で、事前準備なんて何一つしてませんよー的な顔で「どこか行きたいところある？」と訊きくのだ。それで伊織が希望を出してくるようなら従い、何も出てこなければ事前のプランを採用する。まったくほれぼれするような手際だった。

　ちなみに先のたとえ──白鳥云うん々ぬんは実のところ某ぼう国民的漫画の創作らしいが。まぁそれはそれとして。

　伊織ちゃん、まだかなー。

　そわそわしながら視し線せんを走らせた。

　あれ……は違うし、あの子も違う。あっちは……げ、男だ。なんでスカートはいてるんだよ、すげぇな渋谷。

　携帯の時計をチェック、待ち合わせ時間まであと十五分。

　うう緊きん張ちようする。会ったら最初になんて挨あい拶さつしよう。シンプルに「やあ」？　気安く「おつかれー」？　それともテンション上げ目で「うぃーす！」とか？

　浮ついた気持ちで考え続けること数分、更に五分、十分、十五分。

　………。

　あれぇ？

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　駅の電光掲示板が十二時五分を示していた。携帯の液晶を覗のぞき込む。が、やはり時刻は変わらない。待ち合わせ時間五分経過。んん？　スケジュール間違えたか？　予定表を確かく認にん。十月二十四日土ど曜よう日び、午前十二時……渋しぶ谷やモヤイ像前。……うん間違いない。ではなぜ伊い織おりが現れないのか。電車が遅れている？　あるいは場所が分からなくなってるとか。

　メール作成画面を開く。宛あて先さき西にし新じん伊織。

『モヤイ像分かる？　迷ってるならそっち行くよー』

　送信。

　………。

　じりじりしながら待つものの、返事はない。

　全身の毛穴がきゅっと収しゆう縮しゆくした。周囲の雑踏が急に遠ざかったように思える。

（……まさか、ドタキャン？）

　不ふ穏おんな想像が脳のう裏りを過よぎる。そんなはずは……と思うが現に待ち人は現れていない。周囲を見渡しても伊織らしき人ひと影かげは確認できなかった。

　なぜだ。

　何か彼女を不快にさせるようなことしたか？

　メールの文面？　返信のタイミング？　あるいは待ち合わせ場所のチョイス？

　非ひ常じよう識しきな真ま似ねはしていないと思いつつ疑念が黒雲のように広がっていく。自信が揺ゆらぎ生来の気弱さが浮き上がってきた。

　伊織とやりとりしたメールを見直す。一言一句、目を皿のようにして確認していくが。

　……分からん。

　何度見返してもおかしなことは書いていない。工兵は携帯を鞄かばんに投げ込んだ。

　口元を歪ゆがめ雑踏を見渡す。折悪しく幸せそうなカップルが前を通り過ぎていった。腕を組み、にやけ面づらで、互いに身体からだを押しつけながら。

　うう。

　ひどく惨みじめな気分になり工兵はうつむいた。

　畜生、なんで、どうしてだよ。

　神様、何か僕に恨うらみでもあるんですか。単純に自分を落としたいだけならここまで回りくどいやり方する必要ないでしょうに。散々気を持たせた挙あげ句く、土ど壇たん場ばになって。

　………。

　帰るか。

　背中を丸め舌打ちする。

　くそっ、いいよ。もういいよ。あとで謝あやまったって遅いんだからな。電話帳からアドレス削除してメールが来ても無視してやる。いや、いっそ着信拒否にしてやろうか。こんな誠意のない女こっちから願ねがい下げだ。ああ本当会わなくてよかった！　危うく貴重な休日を無む駄だにするところだったぜ！　まったく！

　肩を怒らせ駅に向かおうとした瞬しゆん間かん。

　ブゥゥン。

　鞄かばんから鈍にぶい振動音が響ひびいてきた。

「！」

　西せい部ぶ劇げきのガンマンを思わせるスピードで携帯を取り出す。液晶を確かく認にん。発信者表示は──西にし新じん伊い織おり。

「はい！　もしもし桜さくら坂ざか工こう兵へいの携帯です！　伊織ちゃん今どこ？　心配したんだよ。事故にでも巻き込まれたんじゃないかと思って。あ、別に僕はいつまででも待てるから大丈夫。気にしないでゆっくり来てね！」

　十秒前の自分を真まっ向こうから否定しまくしたてる。

　伊織は一瞬気け圧おされたように沈ちん黙もくしていたが、しばらくして遠えん慮りよがちに告げてきた。

『ごめん桜坂君。連絡遅れて。……あのね実はまだ会社にいて、……ちょっとトラブってるんだ』

「トラブル？」

　伊織は『うん』と答えた。

『レイアウト変更でＬＡＮ？　の配はい線せんいじってたんだけど、メールとかインターネットとか全然繫つながらなくなっちゃって。先せん輩ぱい社員は仕事にならないって怒ってるし社長もどうにかしろって言ってて、私だけ帰るわけにいかない状態なの。だから……』

　苦しげな静せい寂じやく。次いで小さな吐と息いきが漏もれる。

『ごめん、私から誘さそっといて本当申もうし訳わけないんだけど、食事会はまたの機き会かいに──』

「行くよ」

『え？』

　工兵は携帯を握り直した。

「そっち行くよ。ネットワークは僕の専門分野だから。配線トラブル程度ならなんとかできると思う。オフィスは……この近くだっけ？」

　確たしか飲み会で見た名刺には青あお山やまという住所が書かれていた。徒歩圏でないにしろ、タクったところで大した料金にならないはずだ。

『で、でもうちの会社の問題だし、私が起こしたトラブルだし、桜坂君に手て伝つだってもらうわけには』

「伊い織おりちゃん」

　工こう兵へいはやんわりと遮さえぎった。

「言ったよね。本当にどうしようもなくなったら連絡ちょうだいって。アドバイスくらいするからって。伊織ちゃんは僕を有言不実行の男にしたいのかな？」

『………』

　電話向こうから喘あえぐような声が漏もれてきた。数秒の沈ちん黙もくの後、ぐっと携帯を握りしめる音が響ひびく。

『ごめん……じゃあ頼っちゃってもいいかな』

「もちろん！」

　工兵は続けてオフィスの場所を訊たずねた。鞄かばんからメモを取り出し控える。港みなと区く北きた青あお山やま──最寄り駅は表おもて参さん道どう。

（地下鉄で行くか）

　ここからなら半はん蔵ぞう門もん線せんのホームも近い。歩いて行けない距きよ離りでもないが時間を無む駄だにしたくなかった。

「じゃあついたら連絡するから、待っててね」

　力強く言って電話を切る。

（こんなことで折せつ角かくのデートをふいにしてたまるかよ）

　早足で歩き出す。秋風に背中を押されるようにして工兵は地下鉄駅への道を急いだ。




　株式会社椰や子しの木きのオフィスは地下鉄表参道駅Ａ１出口を出て左折、旧ハナエ・モリビルの裏側にあった。コンクリート打ちっぱなしの外がい壁へき、開放的な広い窓とアーチ型のエントランス。二階のベランダには観かん葉よう植物が置かれている。会社の事務所というよりアパレルショップを思わせるたたずまいだった。さすが青山・表参道。働く場所一つとってもセンスに満ちあふれている。

　工兵はテナント表示を確かく認にん、二階に「椰子の木」の名前を認めた。階段を上り伊織の携帯に発信する。ワンコールと待たず電話が繫つながった。

『もしもし、桜さくら坂ざか君？』

「うん僕。着いたよ。今入り口の前にいる」

　告げるなり廊下向こうの扉が開いた。赤カットソーの女の子が身を乗り出す。

　伊織だった。彼女は片手をかざした。

「ごめんね、本当。わざわざ来てもらっちゃって」

「いいよ。気にしないで。入っちゃっていい？」

「うん」

　伊織の先せん導どうでオフィスに入る。外観と同じく小こ洒落じやれた感じの内装だった。コンクリート壁を淡いオレンジ色の照明が照らしている。会社ロゴの下に折おり畳たたみ式しきの自転車が立てかけてあった。天てん井じようスピーカーから流れてきているのはボサノヴァか何かか。本当に何かのお店みたいだった。

「こっちだよ」

「あ、うん」

　慌あわてて足を速める。細い廊下を抜けるとすぐにオフィスだった。五十平へい米べいほどの空間にデスクが二列並んでいる。私服姿の男女が数名、パソコンに向き合い作業していた。全員若い。二十代後半、いって三十といったところだろう。服装もラフで、今の自分の格好とほとんど変わらない。あらかじめ工こう兵へいの訪問が知らされていたのか、彼らはわずかにこちらをうかがっただけですぐ自分の作業に戻っていった。

「社長」

　伊い織おりの声に顔を向ける。奥のデスクでジャケット姿の男性が立ち上がった。浅黒な肌、肩までの長髪、いかにもスポーツマン然とした身体からだを黒のジャケットとＴシャツに包んでいる。芸能人にたとえるなら江え口ぐち洋よう介すけといった感じだ。男性は工兵の姿を認めると気安げに微ほほ笑えんだ。

「やぁ、君が天才ＳＥ君？」

「て……」

　予想外の単語に絶句する。目を白黒させていると傍かたわらの伊織がちろりと舌を出した。

「ごめん、ちょっとどう紹介したらよいか分からなくて、とにかくすごい人だって説明しちゃった。スティーブ・ジョブズやビル・ゲイツも真まっ青さおの天才エンジニアだって」

　とんでもないハードルの上げ方するな！　おい！

　真っ青なのはむしろ僕の方だよ!?

　震しん撼かんする工兵に社長はこうべを垂たれた。

「申もうし訳わけないね、外部の方に。頼める義理じゃないのは分かってるけど僕ら全員こういう話は苦手でね。一度トラブったら最後どうしていいか見当もつかないんだ。オフの日に悪いけど、分かる範はん囲いでいいから助けてもらえないかな」

　頼むよと言ってより一層頭を下げる。工兵は恐きよう縮しゆくした。

「分かりました。ええっと……その、できる限りなんとかしてみますので」

「本当かい!?」

　社長は顔を上げ破顔した。気安げに近づき工兵の手を握る。

「いやぁやっぱり持つべきものは人の縁えんだね。伊織ちゃんといい、うちの後こう輩はい達は皆優ゆう秀しゆうだなぁ！」

「へ？」

　こ、後輩？

　意外な言葉に驚おどろいていると。

「社長もＣ大のＯＢなんだよ。学部は違うけど」

　伊い織おりが誇らしげに胸を張った。

「在学中、イベントサークルで色々お世話になってね。その絡からみで今の仕事も誘さそってもらったんだ」

　……ははぁ。

　なるほど、どういう経けい緯いで通販会社などに興きよう味みを持ったのか疑問に思っていたが──こちらの江え口ぐち洋よう介すけ氏の影えい響きようだったってわけか。

　というかサークル云うん々ぬんの絡みってことは在学時期、自分達と被かぶってたの？　で、もう独立して会社経営者？　うわぁ、うわぁ。なんだかすごすぎて現実味がない。

　尊敬の眼まな差ざしで見上げていると社長は「じゃあ、よろしく」と一礼し席に戻っていった。

（やれやれ）

　工こう兵へいは頰ほおを搔かいた。ここまで頼られちゃ「アドバイスのみ」なんて悠ゆう長ちようなことも言っていられない。腹をくくり対応するしかなかった。

　携帯をしまい伊織に向き直る。

「それで……そもそもどんな作業してたの？」

　状況をつかまなければ対策も立てようがない。まずは情報収集をすべきだった。

　伊織は「ええっと」と視し線せんを巡らした。奥のテーブルを指さしてみせる。

「あっちにミーティングスペース作るから、ＬＡＮのケーブル伸ばしてハブを繫つないだのね。そしたらインターネットできなくなっちゃって」

「……それだけ？」

「うん」

　何をどうやればその程度でネットワーク全断させられるんだ？

　首を傾かしげつつ「ＰＣ触っていい？」と訊たずねる。伊織はうなずき手近なデスクに歩み寄った。

「私のパソコンだけど」

　言いながらマウスを操そう作さし画面のロックを外す。いくつかウィンドウを閉じてから工兵にキーボードを譲ゆずった。

　ＯＳはＸＰだった。青あお色いろのタスクバーに懐なつかしさを覚えつつブラウザ起動、アドレスバーにgoogle.jpと打ち込む。エンター。

　タブのアイコンがグレーの円に変わる。一いつ瞬しゆん問題なくアクセスできるかと思われたが、画面は無む慈じ悲ひに「ページ読み込みエラー」を告げてきた。

　……ふむ？

　次いでコマンドプロンプトを実行。ipconfigでアドレス取得できていることは確かく認にんする。自身へのpingは……ＯＫ、であればやはり問題はネットワークか。宛あて先さきをデフォルトゲートウェイへに変えping実行。これで応答があればルータより上位の問題に切り分けられるが──

　んんん？

　工こう兵へいは首を傾かしげた。

　妙な結果が現れていた。

　Reply from（応答あり）が三回流れたあとRequest timed out（要求タイムアウト）、再びReply from（応答あり）が表示され、すぐまたRequest timed out（要求タイムアウト）に切り替わる。両者が不規則に黒ウィンドウ上で繰くり返されていた。

（完全に切れてるわけじゃない……？）

　試ためしにブラウザのタブをＦ５キーで再読み込みする。何回か繰り返していると応答があった。画像の読み込みこそ失敗しているものの、検索ボックスやテキストが表示される。間違いない。ネットワークは切断されているのでなく不安定になっているのだ。断だん線せんかコネクタ接触不良か、いずれにしろ物理レイヤ周りを疑った方がよさそうだった。

「何か分かる？」

　伊い織おりが心配そうにこちらを覗のぞき込んできた。工兵は力強くうなずいてみせた。

「パソコンやネットには問題なさそうだね。次はルータを確かく認にんしてみたいんだけど、いいかな？」

　伊織は考える目になった。

「ルータ……ってインターネットの線繫つないでるやつだっけ」

「うん、多た分ぶんそれ」

　インターネットの線＝ブロードバンド回線って意味だろう。脳内で変換して回答する。伊織はうなずき工兵を誘ゆう導どうした。壁かべ際ぎわのテーブル、ＦＡＸが載った台の下を指し示す。

「ええっと……多分これだと思うけど」

　床ゆかに黒い箱はこ形がたの筐きよう体たいが横置きされていた。正面左上にはＹＡＭＡＨＡの文字、背面のＬＡＮポートに光回線のＯＮＵが接続されている。ああ間違いない。ブロードバンドルータだ。

　工兵は膝ひざを突き指先でケーブルをなぞっていった。コネクタが緩ゆるんでいないか確認しながら接続先を追いかける。幸いにもフリアクでなかったため追跡は容易だった。壁際からモールを経てデスク島じまに。プラネックスの十六ポートハブで分ぶん岐き。十本はＰＣに、三本は独立して反対側の壁に向かっている。おそらくこれがミーティングスペース用（今日きようの作業で追加したケーブル）だろう。で、この三本のケーブルが会かい議ぎ机づくえ下のハブに──

　………。

　いや待て。

　なんでハブとハブを繫ぐケーブルが三つもあるんだ？

「伊織ちゃん、ちょっといいかな」

　固い表情で声がけする。ケーブルを持ち上げ伊織に示した。

「これさ、なんで三本も繫がってるの？」

「え？」

　伊い織おりは予想外のことでも訊きかれたように瞬まばたきした。視し線せんを下げハブを凝ぎよう視しした後。

「だってパソコン、三台繫つながるし」

　斜め上すぎる回答を返してきた。

「………」

　工こう兵へいは沈ちん黙もくした。一いつ瞬しゆん何を言われたか理解できなかった。えーっと……何？　ダウンリンクに三台ＰＣが繫がるからアップリンクも三本繫いだ？

　こめかみを押えつつデスク島じまに歩いていく。しゃがみ込んで既設のハブを取り上げた。

「伊織ちゃん、このハブってパソコンが十台くらい繫がってるんだよね」

「うん……」

「ルータに繫がっている線は何本？」

　伊織は露ろ骨こつに驚きよう愕がくした表情となった。

「一本……！　一本しかないよ桜さくら坂ざか君!?」

　彼女は口元を押えた。

「なんで!?　なんで一本の線に十台もパソコンが繫がってるの！　桜坂君、うちのＬＡＮに一体何をしたの!?」

「僕は何もしてないよ！　もともとこうなってたでしょ!?」

　思わず突っ込んでしまってから工兵は嘆息した。ハブの背面を確かく認にん、ミーティングスペース向けのケーブルをつかむ。

「これ、二本抜くよ。いい？」

　伊織は迷うように沈黙していたが、ややあってうなずいた。工兵は左端のケーブルを残し切断、前面のＬＥＤが正常点灯していることを確認する。

「もう一度インターネット見てみて」

　伊織はパソコンに近づくとマウスをつかんだ。カチカチとクリックの音が響ひびく。息詰まるような沈黙の後、あえぎ声が響いた。

「見れた！　見れてるよ」

　だろうなぁ。肩をすくめる工兵の前で伊織は他ほかの社員にも確認を促うながした。メール……ＯＫ、ウェブＯＫ、ファイルサーバアクセス──ＯＫ。

「なんで？　どうしてダメだったの？」

　不ふ思し議ぎそうな伊織に工兵は「うーん」と唸うなってみせる。はて、どう説明するべきか。

「ハブみたいなレイヤ２の機き械かいってデフォルトでループ防止の仕組みがないんだよ。だからさっきみたいに複数の線で繫いじゃうとパケットが無限増殖して通信不能になっちゃって──」

「日本語で喋しやべって！」

　……やっぱりダメか。ええっと、じゃあ。

「ハブとハブを二本以上の線せんで繫つないじゃだめなんだよ」

「そうだったんだ!?　了解！」

　物分かりいいなおい。

　ああ……でも一般ユーザーにはEthernetの理屈なんてどうでもいいのか。説明書通り接続して繫がればＯＫ。繫がらなければ故障。難むずかしい仕組みは気にしない。

　まぁだからこそ本業や趣しゆ味みに集中できるのだろうし、逆にトラブると手の打ちようもなくなる。自分も四月までは同じだった。ＣＩＳＣＯの設定なんかコピペすればいい、中の仕組みなど知らないで大丈夫と思ってたっけ。室むろ見みさんに叱しかられなければ今でも同じやり方を続けていたはずだ。

　本当……よい指し導どう者しやに出会えたものだ。運命の巡り合わせに感かん謝しやしなければ。しみじみ思っていると不意に片手をつかまれた。伊い織おりが熱ねつっぽい眼まな差ざしで工こう兵へいを見上げている。
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「桜さくら坂ざか君、すごい！　すごいよ！」

　興こう奮ふんした口く調ちようで賞しよう賛さんされる。彼女は両手に力をこめた。

「本当にちょっと見ただけで分かっちゃうんだね、エンジニアさんって。尊敬だよ！」

「いや……そんな大げさな」

「大げさじゃないよ！　私達だけじゃ絶対分からなかったもの。さっきまで社長も『三本繫いだから三倍スピード出るはずなんだけどなぁ』とか言ってたし」

「………」

　シャアかよ。

　まぁＦＥＣとかリンク・アグリゲーションって機き能のう使えばできるけどね。プラネックスのノンインテリスイッチじゃ無理だなぁ残念だけど。

　伊い織おりのきらきらした目がまぶしい。柔らかな掌てのひらの感触に鼓動が高鳴る。工こう兵へいは視し線せんを逸そらした。

「えーっと……社長さんに報告した方がいいんじゃないかな？」

「あ、そうか。そうだね」

　伊織は身を引き社長席に向かった。ぺこりと一礼、次いで工兵の活かつ躍やくを賞しよう賛さんし始める。身振り手振りを交え、たまにちらちらと尊敬の眼まな差ざしを工兵に送りながら。

　って、うわぁああ、むずがゆいむずがゆい。やめてやめてやめて。社長も「さすがスーパーハカーだね」とか言わないで。ケーブル二本抜いただけなんだから！

　身もだえするような羞しゆう恥ちに震ふるえていると、しばらくして伊織が戻ってきた。

「ごめん桜さくら坂ざか君、私ちょっと後始末してくから。そのあと食事行かない？　十分か十五分くらいですむと思うから」

　片手を上げぺこりと謝あやまられる。もちろん否いななどあるはずもない。工兵は待ち合わせ場所を決め、意気揚々オフィスを退出した。




　青あお山やま通どおり沿いのスタバで待っていると予告通り十五分程度で伊織が現れた。

　オフィスで見たカットソーにストールを重ねている。小さな頭にはストローハット、片手に革のハンドバッグを持っている。相変わらず垢あか抜ぬけた格好だった。周囲の雰囲気が一気に明るくなったようにも感じられる。彼女は工兵の姿を認めると手を振りながら歩み寄ってきた。

「ごめん、待った!?」

　工兵は携帯の時と計けいをかざしてみせた。

「ううん、時間通り。もっとかかるかもって思ってたからコーヒー全然飲めてないよ」

「え、じゃあここで少しお茶してこっか？」

「あ、いや」

　かぶりを振り、座りかけた伊織を押しとどめる。

「お腹なかすいてるでしょ？　ずっと飲まず食わずで対応してたわけだし。早く腹ごしらえに行こうよ」

「でも……」

　瞬しゆん間かん、伊織のお腹のあたりできゅうと可愛かわいらしい音が響ひびいた。彼女は瞬まばたきを一回、赤面してうつむいた。やや上うわ目め遣づかいに工兵を見上げる。

「聞こえた？」

「残念ながら……」

「親にも聞かせたことなかったのに……」

「マジで!?」

「責任取ってね！」

「取っていいの!?」

　こんな程度のことで!?　いやもう喜んでだけど！

　………。

　結局、駅近のイタリアレストランで食事することになった。

　目についた店にとりあえず入った感じだが、店内はそこそこ混み合っていた。隣となりのカップルが美う味まそうにカルボナーラを頰ほお張ばっている。工こう兵へいはメニューを伊い織おりに渡した。

「何にする？」

「んー」

　伊織は真剣な表情でメニューを覗のぞき込んだ。余よ程ほどお腹なかがすいていたのか、吸いつくようにパスタの項目を眺めていく。

「ペペロンチーノも美お味いしそうだけどボンゴレ・ビアンコも食べたいし。イカスミもいいなー。あ、なすのミートソース美味しそう！」

「全部は無理だよ。結構量多そうだし」

　苦笑しつつ指摘すると伊織は唇を尖とがらせた。「むぅ」と唸うなった後、眉まゆを開く。

「そうだ！　私と桜さくら坂ざか君で違うの頼んで取り分ければいいんじゃない!?　そうしたら二人ふたりで色んな味を楽しめるよ！」

　え……。

　鼓動が高鳴る。取り分けるって……同じ皿から？

（それって恋人同士のオーダー方法じゃない？）

　どぎまぎしているうち伊織はメニューを返してきた。「私これ」とボンゴレ・ビアンコを指さす。そう言われてしまうともう指示通りにする他ほかない。工兵はミートソースを選択し店員に声がけした。メニューを確かく認にんしながらオーダーした瞬しゆん間かん、すかさず伊織が「取り皿二つ」と補足してくる。なんのためらいも迷いもない、男らしい口く調ちようだった。

　なるほど……女の子と距きよ離りを詰める時はこうやって下へ手たに恥ずかしがったりせず、やや強引に話を進めるといいのか。ふぅむ勉強になる。

　………。

　ではなくて。

　工兵は視し線せんを逸そらし歯がみした。

　くそっ、リードされてどうする！　男は僕だぞ!?　ペースを取り戻さねば。と、とりあえず自然に手をぶつけてみたりして！

「……どうしたの？　両手を交互にわきわきさせたりして？」

「く、クロールの練習……」

　自然にならない！

　失意に打ちひしがれていると伊い織おりが「あ」と声を上げた。ハンドバッグを膝ひざに上げ中を探る。

「忘れないうちに、これ。社長から」

「………？」

　手渡されたのは封筒だった。首を傾かしげつつ中を覗のぞく。瞬しゆん間かん、工こう兵へいは息を吞のんだ。

「伊織ちゃん……これ」

「少ないけどお礼だって。桜さくら坂ざか君はプロだから、仕事に対してはちゃんと対価を払うべきだって、社長が」

　ごくりと唾つばを飲みもう一度中身を確かく認にんする。福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちと樋ひ口ぐち一いち葉ようの肖像が一枚ずつ。計一万五千円入っていた。

（マジで……？　たかだかハブの結けつ線せんミス直しただけだぞ）

「だ、だめだよこんなの、受け取れないよ」

　狼ろう狽ばいし返却しようとする。だが伊織は「いいんだってば」と突き返してきた。

「普通に業者さん呼んで直してもらったらもっとお金取られるんだし、一万五千ですむならこっちも得した感じなんだから。ここは気持ちよく受け取ってよ、ね？」

「でも……」

「いいから」

　結局強引に受け取らされてしまった。促うながされるまま封筒をしまいかける。

　何か悪いことをしている気分だった。せいぜい三十分の作業で一万五千円受け取ってしまうなんて。時給換算で三万円？　うぉー、すげー。なんというぼったくり。一月働けば今の年収分稼かせいじゃうぞ？　暴ぼう利り、悪徳業者だ！

　………。

　だが同時に伊織や社長の理屈が分からないでもない。

　もし自分が会社の立場で動くなら最低でも半人日、諸経費込みで四万程度を請せい求きゆうしていただろう。室むろ見みや藤ふじ崎さきの単価ならもっと跳ね上がる。つまりはこれが個人と会社の金銭感覚の違いか。普ふ段だん百万二百万の受発注をしている自分がたった一万五千円にびくびくしている。滑こつ稽けいと言えば滑稽だった。

（……いいのか）

　受け取ってしまっても。

　ようやくのことで踏ん切りをつけ封筒から手を放す。臨りん時じの給料袋はすいこまれるように鞄かばんの底に消えていった。

「しっかし、桜坂君格好よかったなー」

　伊い織おりの声に顔を上げる。彼女は両りよう肘ひじを机につき手の甲に顎あごを載せていた。夢見るような眼まな差ざしで中空を見つめる。

「オフィスに入ってくるなり周りを見渡して『謎なぞは全すべて解けた！』って。こう、おもむろにハブをつかむと『犯人は貴様だ！』ってケーブルをぶちっと」

「それただの危ない人じゃない!?」

　というか痛い奴やつだよ！

　伊織は「あはは」と笑い椅い子すにもたれかかった。目元を拭ぬぐい工こう兵へいを見つめる。

「冗じよう談だん冗談。でも桜さくら坂ざか君が格好よかったのは本当だよ。うちのシステムなんか全然知らないはずなのに、すぐ悪いところ見つけて解決しちゃったもんね。本当プロってすごいなーと思ったよ」

「だから……そんな大したことしてないってば」

　謙けん遜そんするも悪い気はしない。普ふ段だん室むろ見みに格の違いを見せつけられているせいだろう、こうして他人から持ち上げられるのは何か新しん鮮せんだった。

　伊織は好奇心に満ちた表情で身を乗り出してきた。

「ね、ね、桜坂君の仕事の話、もっと聞かせてよ。普段どういうことしてるの？」

「えー……そんなの聞いたって面おも白しろくないよ」

「そうかなぁ、すっごい楽しそうだよ。技術とひらめきで問題を解決していくとことか。なんかプロジェクトＸみたいで！」

　大げさな──と思うが伊織は引かなかった。

　仕方なくぽつぽつ話し出す。顧こ客きやく名めいやシステム名は隠し、話してもさしつかえなさそうなエピソードを語っていった。業なり平ひらのＲＦＰ対応、ベターメディアの引っ越しＰＭ、あと悪夢の全国出張など。

　最初はすぐ切り上げようと思っていた。技術用語や運用の仕組みなど素人しろうとが聞いて面白いはずもない。要点だけかいつまんで話しお茶を濁にごすつもりでいた。だが伊織は予想外に食いついてきた。相づちを打ち、破顔し、時にはらはらした表情で話の続きを求めてくる。

　気づけばすっかり熱ねつを込め喋しやべっていた。顧客や同どう僚りようといかにして信頼関係を築いたか、予想外のバグや仕様に対応したか、トラブルシュートしたか、などを身振り手振り交え説明していく。

　全すべてを聞き終えた瞬しゆん間かん、伊織は「ふわぁ」とつぶやいた。椅子にもたれかかり「すごい世界もあるんだねぇ……」と言う。

　折よく店員が料理を運んできた。アサリのよい匂においがテーブルを満たす。工兵は取り皿とフォークを伊織に渡した。伊織も慣なれた様よう子すで料理を取り分け始める。しばらくかちゃかちゃと食器の触れ合う音だけが響ひびいた。

「ね、ちょっと相談なんだけど」

　唐とう突とつな呼びかけに工こう兵へいは顔を上げた。伊い織おりがこちらを見ている。トングを握る手が止まっていた。

「？　何、どうしたの」

「桜さくら坂ざか君さ……バイトしてみない？」

「バイト？」

　一体なんの話だ。返答に窮きゆうしていると伊織は皿を置いた。ややあらたまった表情で話しかけてくる。

「私、今の会社でシステム任されてるって言ったよね？」

「うん……」

「大したことはしてないんだけど今こ年とし中じゆうに片づけなきゃいけない課か題だいがいくつかあってさ。その中に無む線せんＬＡＮ導どう入にゆうってのが入ってるんだ」

　無線ＬＡＮ導入──

　伊織は口元を歪ゆがめた。

「もちろん私一人ひとりじゃ無理だからいくつか業者さんに見み積つもり取ってみたのね。そしたら五十万とか八十万とかとんでもない値段が出てきちゃって。社長はとても払えないって言うし。でも早く無線は入れたいって話で。どうしたらいいか途と方ほうに暮れてたの」

「そうなんだ……」

　それで──バイトか。

　伊織はうなずいた。

「小さな会社だからあんまり多くお金は出せないけど。でもちゃんと報ほう酬しゆうは払うし税金にならないよう調ちよう整せいするから」

　だめ……かな？　と上うわ目め遣づかいにうかがってくる。

「いや……」

　工兵は言葉を濁にごした。突然の申し出に考えが追いついていかない。バイト……プライベートで仕事するってことだよな。スルガシステムの社員でなく桜坂工兵一個人として、エンタープライズの無線ＬＡＮを構こう築ちくする。

　……いいのか？

　会社の規定に副業禁止とかなかったっけ。いやそもそも社外の仕事を掛け持ちする余裕なんてあるのか。来週は構築が三件、作らなければいけないドキュメントが四つほどあったはずだ。とてもよその仕事を受けられる状況ではない。でないはずなのだが。

「………」

　伊織の瞳ひとみが不安に揺ゆれている。弱々しい、すがるような眼まな差ざしだった。

　工兵はごくと唾つばを飲んだ。

　今自分が突き放したら彼女はどうなるのだろう。

　まともなベンダーを雇えない以上、結局自社で無む線せんＬＡＮを構こう築ちくする他ほかあるまい。電波の到達距きよ離りや干渉に苦しめられ昼夜を問わぬクレームに苛さいなまれる。目に浮かぶようだった。丁度今日きようの配線トラブルのように。やりたい仕事もできず、床ゆかを這はいずり回る日々。

　───。

　どのくらい沈ちん黙もくが続いただろう。伊い織おりが嘆息した。憑つき物ものが落ちたような表情でかぶりを振る。

「ごめん……変な話して。忘れて。桜さくら坂ざか君忙しいし、無理言っちゃだめだよね」

「やるよ」

　え？

　伊織の目がしばたたかれた。

　工こう兵へいは力強くうなずく。

「いいよ、バイトする。導どう入にゆう時期については相そう談だんさせてほしいけど、急ぎでなければ無線ＬＡＮくらい構築できると思う。別に明日あした明後日あさつてで入れるって話じゃないよね？」

「う、うん……特に期限は切られてないけど。……今こ年とし中じゆうにさえ終われば」

「なら多た分ぶん大丈夫」

　ワンフロア、クライアント十数台程度のインフラ。設計・構築含めても０・５人月くらいだろう。休みの日をフルで使えば一月ちょっとで片づけられる。

「……いいの？」

　伊織がおずおずと問いかけてきた。工兵は口角を持ち上げた。

「今日のトラブルシュート費用、ちょっと多めにもらっちゃったしね。お礼も兼ねてやらせてもらうよ。大丈夫、最近大きな仕事が捌さばけて、土日は比較的自由がきくようになったから」

　それにさ、とつけくわえる。

「同じゼミの卒業生じゃん、困った時は助け合わないと」

　伊織の目が真まん丸まるに見開かれる。彼女はしばらくぼうっとしていたが、ややって口元を歪ゆがめた。

「やだなぁ……桜坂君、なんか格好よすぎだよ」

「ふふん、今いま頃ごろ気づいたか」

「ラピュタで言うとモウロ将軍の次くらいに格好いいね」

「それかなり微妙じゃない!?」

　てかむしろ格好悪いよ！

　工兵は彼女を軽く睨にらみつけフォークを取り上げた。

「とりあえず食べよう、冷めちゃうよ」

「あ、そうだね」

　気づけば大分時間がたっている。折せつ角かくの料理がもったいなかった。

　しばらく無言で料理を味わっていく。腹が減っていたせいもあるのだろう。大皿のパスタは瞬またたく間まに量を減らしていった。

「そうだ、桜さくら坂ざか君。お金の話」

　半分ほど食べ終わったタイミングで伊い織おりが言う。工こう兵へいはペペロンチーノをすすりながら顔を上げた。

「お金って……報ほう酬しゆう？」

　別にいくらでもいいんだけどな。だが伊織はしかつめらしい顔で眉まゆを寄せた。

「仕事でお願ねがいするんだからね、大事な話だよ。ちゃんとゴーイケーセーしておかないと」

「ほいほい」

　背筋を伸ばし表情を引ひきしめる。伊織は顎あごの前で両手を組んだ。

「まず作業費だけど……十万でどうかな？」

「十万……!?」

　思わず立ち上がっていた。伊織がぎょっと肩をすくめる。

「あ、え、足りない？　じゃあ十二万くらい？」

「い、いやそうじゃなくって」

　十万、十万だと!?　なんだその金きん額がく！　ボーダーブレイク、何ＧＰゲットできると思ってるんだ!?　やばすぎる！

「そ、そんなにもらっちゃって……いいの？」

　恐る恐る訊たずねる工兵の前で伊織は目をしばたたいた。

「いいも何も……桜坂君、普ふ段だん百万二百万の金額で仕事してるんでしょ？　逆に十万程度でいいのかなって思ってたんだけど」

「………」

　言われてみれば確たしかに。

　うひょー、ひょっとして技術系のバイトって超美お味いしくね？　うまうまじゃない？

「じゅ、じゅ、じゅ、じゅうまんえんでいいです」

　緊きん張ちようのあまりしどろもどろになる。伊織はほっと息をついた。

「よかった。じゃあ作業費はそれで。で、機き械かいとか部材の費用なんだけど、桜坂君の方で適当なの見み繕つくろってもらって。調ちよう達たつは私達の方でやるけど、いいよね？」

「？　別にこっちで立て替えるよ？」

　そんな高額機器を買うわけじゃあるまいし。秋あき葉ばあたりで安い店を探すつもりだったが。

「でも、桜坂君への支払い二十万超えると確かく定てい申告が必要になっちゃうよ？」

「カクテイシンコク？」

　ナンデスカソレ？

「副業の収入が二十万超えると税務署に届け出しなきゃいけないの。まぁ機器・部材費用は経費で落とせるけど、申告の仕方気をつけないと会社に副業ばれちゃうよ？」

「マジで！」

　やばい！　それはやばい！

　伊い織おりは肩をすくめてみせた。

「だから調ちよう達たつは私達でやって、桜さくら坂ざか君への支払いを二十万以下に抑おさえるべきと思ったの。そうすればややこしい手続きはなしにできるから」

「……なるほど」

　バイト一つやるのにも色々あるのだなぁ。勉強になる。でも……なんで伊織ちゃんそんなこと知ってるんだ？　普通に社会人やってたら知らなくてよい知ち識しきだよね。自分と同じように副業しようとでも思ってたのかしら？

　………。

　まぁいいか。

「じゃあ早さつ速そく機き械かいの方見み繕つくろうよ。型番と……個数を伝えればいいかな？」

「うん、あとどのくらいの値引きで買えるかも。私、こういうのの相場とか全然分からないから」

「了解」

　心のメモに依頼事項を書き留める。念のため復唱し顔を上げると伊織が信頼に満ちた目でこちらを見ていた。

「頼りにしてるね」

　彼女は囁ささやくような口く調ちようでそう告げた。







　　　　２




　翌日、日にち曜よう日び、工こう兵へいはＰＣとオーディオプレーヤーを持参し近所のベローチェに出かけた。

　コーヒーを注文、窓まど際ぎわの席に陣取り長期戦の構えを取る。昨日きのう伊織に依頼された内容──機器サイジング・簡かん易い設計を今日きよう中じゆうに終わらせてしまうつもりだった。

　メールボックスに椰や子しの木きの現状構成図とフロアレイアウト図が届いている。工兵はダブルクリックして添てん付ぷファイルを開けた。

　オフィスの作り自体は単純なものだった。

　雑居ビルの二階、七十平へい米べいほどの空間に受付・執務スペース・ミーティングエリアが詰め込まれている。端末台数は二十程度。現在は全すべて有ゆう線せんＬＡＮで接続中。

　インターネット接続回線はフレッツ、ＹＡＭＡＨＡのブロードバンドルータ配下にハブが多重カスケード接続されている。クライアントはＸＰからＶｉｓｔａ、７までバラバラ。Ｍａｃ ＯＳやｉＰａｄの名前も見えた。

　……ここに無む線せんＬＡＮを入れろと。

　指先で軽くこめかみを叩たたく。

　コンシューマーの感覚なら、それこそバッファローの無線ＡＰを一台購こう入にゆうし設置してしまえばよいのだろう（既存ハブに接続すれば新規の配線コストもかからない）。だがまがりなりにも自分はプロだ。それで十万受け取るのはあまりに申もうし訳わけなかった。

（折せつ角かくだから……色々見直してみるか）

　現状のネットワーク環かん境きようはお世せ辞じにも良好と言えない。配線は継つぎ接はぎ、機き器きは旧型ばかりでリモートメンテナンスも不能。この機会に真まっ当とうな企業インフラに作り替えたかった。

　工こう兵へいはノートパッドを起動、改善点を書き連ねていった。




・可能な限り機器を集約する（障害ポイントを減らす）

・カスケード接続は原則廃止とし、回線引き込み場所からの集中配線とする

・問題発生時のサポートを考こう慮りよし、リモートログイン可能な機器を選定する

・誤配線によるダウンタイムを最小化するためＬ２ループ防止スパニングツリー機能を有効にする

・もちろん無線ＬＡＮ対応！




　とりあえずこんなところか。

　コーヒーをすすりながら記述を見直す。

　論ろん点てんを書き出すと考えもまとまりやすい。あとは椰や子しの木きの予算感を勘案すれば、おのずと構成は決まってくる。

（ＣＩＳＣＯの８９２と２９６０かな）

　ＣＩＳＣＯ８９２Ｗは無線ＡＰ統合型のアクセスルータだ。ＷＡＮインタフェースとしてギガビットイーサポートを一つ、ファーストイーサポートを一個持っている。ＬＡＮインタフェースは８ポート。これに２４ポートスイッチであるＣａｔａｌｙｓｔ２９６０を組み合わせれば、たった二台で今の椰子の木ＬＡＮをリプレースできる。無論ｓｓｈでのリモートメンテナンスも可能だしＬ２ループ防止スパニングツリー機能も有効化できる。問題は値段だが──

　工兵はブラウザを立ち上げ検索窓に機器名を入力した。

　８９２Ｗ……初年度保守費用込みで八万千四百円。

　２９６０は同四万八千三百円。

　部材費用を四万程度と見て計十七万といったところか。

　伊い織おりの発言を思い出す。

『もちろん私一人ひとりじゃ無理だから、いくつか業者さんに見み積つもり取ってみたのね。そしたら五十万とか八十万とかとんでもない値段が出てきちゃって』

　省みて自分の見み積つもりはどうか。

　作業費十万加えたとしても二十七万円。三十万のラインを割る。うん、大分現実的な数字じゃないか？　しかも無む線せんＬＡＮだけでなく有線ＬＡＮのリプレースも兼ねるのだ。椰や子しの木きにとって決して悪くない提案のはずだった。

　よし。

　方向性が決まればあとは早い。

　パワーポイントを立ち上げ簡かん単たんな構成図を作る。機き器きのスペックと必要台数を記載し提案書に仕立て上げた。

　ざっと見直してから送信。携帯電話を取り上げ伊い織おりにダイヤルした。

　数コールの後、回線が繫つながる。

『はーい、伊織です』

「あ、もしもし。桜さくら坂ざかだけど」

『やっほー、昨日きのうはお疲れー』

「お疲れー」

　陽気に挨あい拶さつを交わす。昨日の楽しい思い出が鮮あざやかに蘇よみがえってきた。できればこのまま雑ざつ談だんにもつれ込みたいところだったが今日きようは仕事優ゆう先せんだ。口く調ちようを切り替える。

「実は昨日言われた見積もり、ちょっと作ってみたんだけどさ」

『え、もう!?』

　驚きよう愕がくも露あらわに訊たずね返される。工こう兵へいは「うん」とうなずいた。

「さっきメール送ったんだけど……今見れたりする？」

『あー、うん、ちょっと待ってね』

　がさがさと物音が響ひびく。デスクチェアか何かに座ったのか、きぃと軋きしみ音おんが聞こえてきた。

『サブジェクト──ＬＡＮリプレース検討資料、これかな？』

「そうそうそれ」

『見てみるね』

　工兵は口角を持ち上げた。

「結構自信を持ってお勧めできる構成だと思うよ」

『へえー』

　しばらくカチカチとマウスのクリック音が響く。ゆっくりコーヒーを味わい待っていると、だが唐とう突とつに『んんん!?』という唸うなり声ごえが聞こえてきた。

『ル、ルータ一台八万円!?　……ちょ、ちょっと高くない？』

「え？」

『ヨドバシで無線ＬＡＮルータ買ったら一万くらいでしょ!?』

　そ、そこと比較するか!?

『ハブも五万円って……え、ブランド品か何かなのこれ。カルティエデザインとか？』

「いや、いやいや」

　工こう兵へいは慌あわてて提案書の内容を補足した。エンタープライズとコンシューマーでは機き器きの価格感がまったく異なること。選せん定てい機器は比較的ローエンドのモデルであること。リモートメンテナンスやループ防止など追加機能が付け加えられていること、などを解説していく。

　全すべてを説明し終えると伊い織おりは『はぁあ』と嘆息した。

『なんか……色々考えることあるんだねぇ、企業のネットワークって。知らなかった』

「まぁ……最近の機械はパソコンもスイッチも繫つなげば動いちゃうからね。適当に増設していった挙あげ句くいきなりスペック限界、ハングアップとかよくある話だよ」

　だからこそ、不測の事態を防ぐためにも慎しん重ちような設計が重要になるのだ。工兵の主張に伊織は『うーん』と曖あい昧まいな相づちを打った。

『よく分からないけど……プロが言うなら多た分ぶんそうなんだね。……了解、この値段で社長と話してみるよ』

　意外に落ちないなぁ……。

　ぽつりと舌打ちするように付け加えられる。工兵は「え？」と目をしばたたいた。

『あ、ううん。なんでもない。で、ケーブルは三十本買えばいいのかな、予備含めて』

「うん。あ、一応Ｃａｔ６ａ以上のカテゴリーで調ちよう達たつしてもらえるかな。メーカーはどこでもいいけど」

『カテ６エー……ね。パッケージ見れば書いてある？』

「そうだね、表示されてると思うよ」

『了解』

　以降は特に問題もなく話が進んだ。調達した機器の送付先、細かな見み積つもり条件などを確かく認にんして電話を切る。

　さて……と、じゃあ事前に設定作っておくか。

　幸い８９２も２９６０もサンプルコンフィグは山のようにある。アドレス設計含めできることはやってしまいたかった。

　工兵は腕まくりしＰＣに向き直った。
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　そして瞬またたく間まに日は過ぎ。




　二週間後の土ど曜よう日び、工兵は椰や子しの木きオフィスを再訪していた。

　ベンチャーの通販会社という特性故ゆえか、休日にもかかわらず社員の半ばが出社している。

　周囲の視し線せんを一身に集めながら工こう兵へいは機き器きを設置。配線を変更し新規スイッチに接続した。電源オン、コンソールでステータスを確かく認にんする。インタフェース状態ＯＫ、ＰＰＰｏＥ接続問題なし、無線出力正常、エラーカウンタに上昇なし。

「ｆｌｏｏｄ　ｐｉｎｇ打ちます」

　簡かん易い負荷テストを実施する。見る間にｃｙｇｗｉｎの画面が無数の「！（応答あり）」マークで埋め尽くされた。「・（失敗）」マークはなし。よし……正常だ。

　工兵は肩越しに振り返った。

「伊い織おりちゃん、なんか無線に繫つながるノートある？」

「え？　あ、うん。じゃあ私ので」

　小走りに駆けていきワインレッドのＤｙｎａＢｏｏｋを取ってくる。工兵は筐きよう体たいを受け取りスタートメニューにアクセスした。「接続」から「すべての接続の表示」を選せん択たく、「ネットワーク接続」画面で「ワイヤレスネットワーク接続」を右クリックした。

　プロパティウィンドウで「追加」を選択、ＳＳＩＤ、ネットワークキーに事前定義した値を入力していく。認証方式はＷＰＡ２─ＰＳＫ、暗号化はＡＥＳ。いくつかのオプションにチェックを入れエンター。ふっと息をつく。

「できたよ」

「本当!?」

　伊織が目を丸くして覗のぞき込んでくる。工兵はノートＰＣを渡した。

「インターネット見てみて」

「う、うん」

　伊織はおっかなびっくりブラウザを立ち上げた。ブックマークから椰や子しの木きホームページをクリックする。カチリと固い効果音。次いでスタイリッシュなウェブサイトが表示される。

　おおお。

　どよめきにも似た声が上がる。一つではなく二つ三つ四つ、唱和するように背後から響ひびいてくる。椰子の木の社員達は食い入るようにノートＰＣを眺めていた。

「すげぇ」

「奇跡だ」

「ケーブルも繫がってないのに俺おれ達のホームページが」

「神の所行だ」

「スーパーハカー？」

「スーパーハカー！」

　スーパーハカー！　スーパーハカー！

　手拍子も交えはやし立てられる。

　いや待て。家で無線ＬＡＮくらい使ってるでしょ、あなた達。

「場所を変えて接続試してみてもらえる？　電波がちゃんと届くか確かく認にんしたいから」

　工こう兵へいの依頼に伊い織おりはこくりとうなずいた。ＰＣを抱えたままダウジングでもするように歩き始める。

　ミーティングスペースで停止、タッチパネルをタップしたあとまた移動する。そのあとを社員達がキョンシーよろしくついていく。

「おい西にし新じん、Ｙａｈｏｏ！とか見てみろよ」

「いやいや、ここはｇｏｏだろ」

「あ、goo.ne.jpじゃなくgoo.co.jpの方な」

「real.co.jpでもいいぞ」

「ちょっと!?　何やってんすか！」

　思わず突っ込んでしまっていた。いや、goo.co.jp（＝real.co.jp）がアダルトサイトだったのってもう随分昔の話だけど。

　伊織がきょとんとした表情で瞬まばたきしている。傍かたわらで社員達が「いやぁ」と照れくさそうに頭を搔かいていた。

　………。

　大丈夫かこの会社。伊織ちゃんの身が若じやつ干かん心配になってきたぞ。

　不安に思っていると、ややあって伊織が戻ってきた。興こう奮ふんに頰ほおを紅こう潮ちようさせ工兵を見上げる。

「すごい、本当どこでも見れるんだね！　もう打ち合わせの度たびにケーブル持っていかないですむよ」

「ファイルサーバとかは？　確認してみた？」

「うん」

　伊織はノートＰＣを操そう作さ、エクスプローラのファイルをクリックする。在庫リストと思おぼしきＥｘｃｅｌが画面上に展開された。

「大丈夫そうだね」

「普通にデスクで見てる時より速いかも」

「有ゆう線せんのパフォーマンスも多少改善してるはずだよ」

　バックプレーン容量五倍近いスイッチ入れてるからな。多重接続をなくしケーブルも質のよい物を使ってる、Ｌ１Ｌ２での遅延はほとんどないはずだった。

　工兵は鞄かばんからプリントの束を取り出した。

「これ、無線の接続マニュアル。一応Ｗｉｎｄｏｗｓ、Ｍａｃ、ｉＰａｄ用に分けて作っておいたから。新しい端末を繫つなぐ時はこの手順に従って設定してみて。他ほかのＯＳは……ないよね？」

「ＯＳ？」

「オペレーティングシステム。ＷｉｎｄｏｗｓだったらＸＰ、Ｖｉｓｔａ、７以外に使ってるものあるかってこと」

　伊い織おりは少し考え込んだ後、首を傾かしげた。

「多た分ぶん……ないと思うけど」

「Android携帯とか使ってる人いない？」

「Android？」

「Xperiaとか」

「んー」

　唸うなりながら同どう僚りようを見回す。

「携帯、Xperiaの人います？」

　返事はない。うーん……なんか確かく認にんの仕方がずれてる気もするけど、まぁいいか。一、二端末程度なら後追いで手順を作ってしまえばいい。

「じゃあ……これにて完了！」

「完了!?」

　工こう兵へいはこくとうなずいた。伊織に向き合い真剣な表情を作る。

「お別れだよ、伊織ちゃん」

「噓うそ、やだよ。まだ桜さくら坂ざか君と一いつ緒しよにいたいよ……」

「僕も同じ気分さ……でも次の現せん場じようが呼んでるんだ」

「そんなの桜坂君じゃなくてもいいじゃない！　なんでいつも桜坂君ばかり……あんまりだよ、みんな……桜坂君ばかり戦わせて」

「泣かないで伊織ちゃん。これがエンジニアになった者の運命さだめなんだ」

「桜坂君！」

「僕と一緒にいたい？」

「うん……うん！」

「じゃあこのあと遅めのランチいかない？　原はら宿じゆくあたりで」

「あ、ごめん。私今日きよう夜まで仕事だから」

「そう……」

「うん」

　ままならないものだ。ドラマティックに盛り上げてもだめなものはだめらしい。

　溜ため息いきをついていると向こうから靴音が響ひびいてきた。

「あ、社長」

　伊織の声に顔を上げる。

　ダークジャケットの男性──江え口ぐち洋よう介すけ氏が片手を上げ挨あい拶さつした。

「やぁ、うまくいった？」

「今丁度終わったところです。ほら、無む線せんで私達のホームページも見れてるんですよ」

　社長は画面を覗のぞき込み「おおすごいねぇ」と瞠どう目もくした。ＰＣに手を伸ばしカチカチとリンクをクリックしていく。しばらくして満足いくレスポンスだったのか大きくうなずいた。

「いいじゃないか。たった二週間で、すごいね、さすが伊い織おりちゃんのお友達だ」

「はい！」と嬉うれしそうな伊織。

　お友達……？

　工こう兵へいはかすかに眉まゆをひそめる。

　えー、ちょっと、ちょっと待ってもらえませんか。

　僕らもうそんな浅い関係じゃないんですけど？　携帯アドレスは交換済み、同じ皿から料理を取り分けちゃうし、肩とか触れ合ったりもしてるんですよ？　残すイベントはもう告白のみ！　って感じで。

　ふしゅー、ふしゅー。

　息づかい荒く睨にらみつけていると社長が手を差し伸べてきた。

「ありがとう桜さくら坂ざかさん、本当助かったよ」

　肉厚な唇が綻ほころぶ。工兵は「あ、いえ」と頭を下げた。

　……我われながら弱い。

　自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりながら手を握り返す。社長は目め尻じりを緩ゆるめた。

「今後も色々あると思うけどよろしく頼むよ。僕らみんな素人しろうとだから、こういう話はよく分からなくって」

「あ、……はい」

　工兵は頰ほおを搔かいた。自分の仕事を気に入ってもらえた挙あげ句く、また別の案件を投げてもらえるなんて、エンジニア冥みよう利りに尽きる。

　背筋を伸ばし精一杯微ほほ笑えんだ。

「本業もあるのでなかなか即レスってわけにいかないかもしれませんけど、時間を見つけて全力で提案させてもらいます」

「提案？」

　社長が目をしばたたいた。

「まぁもちろん、仕事があればまた相そう談だんさせてもらうけど──」

「？」

「………？」

　なんだ？　微妙に会話がかみ合ってない。「仕事があれば」って……じゃあ何を「よろしく頼む」つもりだ。お互い怪け訝げんな表情で固まっていると。

「あー、もうこんな時間だ。いけない、社長、桜坂君をいつまでも引き留めてちゃだめですよ」

　伊織の声が響ひびく。彼女は背後の壁かべかけ時ど計けいを見上げていた。

「私達と違って、桜坂君は今日きようお休みなんですから。作業が終わったら早く解放してあげないと。ね？　桜坂君」

「あ、いや、僕は別に……」

「もうー、遠えん慮りよしないでよ。優やさしいんだからぁ」

　えいっと肩をぶつけられる。甘い香りが鼻び腔こうを満たした。どぎまぎしているうち社長の「ああ、そうか」という声が聞こえてくる。

「すまないねぇ、僕ら曜よう日びの感覚がすっかり抜けてるから」

　江え口ぐち洋よう介すけ氏は申もうし訳わけなさそうに頭を搔かいた。一拍おき、やや小首を傾かしげ工こう兵へいに向き合う。

「じゃあ、とりあえず今日きようはお疲れ様ってところかな。お金は月末締じめで振り込ませてもらうから。何か問題があれば遠慮なく連絡して」

「はい」

　工兵は姿勢を正し一礼した。

　安あん堵どが身体からだを満たしていく。

　そうだ、何はともあれ終わったのだ。会社員でもＳＥ部員でもなく、桜さくら坂ざか工兵一個人としての初はつ構こう築ちく業務が。

　二週間分の疲労が一気に押し寄せてくる。ああ、……昨日きのうも一昨日おとといも徹てつ夜やで準備してたもんな。……今日はゆっくり寝るとしよう。何も考えず。無む線せんのこととか一切忘れて。

　荷物をまとめ退出する。階段までたどりついた時、背後でがちゃりと扉の閉まる音がした。




「おはようございまーす」

　月曜朝九時二十分、工兵はオフィスの扉を開け挨あい拶さつした。スルガシステムの事務所はいつもと同じ、気だるい空気に満ちている。昼も夜もない、張り詰めに張り詰めたゴムが限界を超え弛し緩かんしてしまったような雰囲気。

「おはよう」

　自席に赴おもむく途中、ぶっきらぼうな挨拶を返された。パーティションの奥に小さな背中が見える。明るい色の髪、細い肩、白く光る二の腕。

「室むろ見みさん、また泊まったんですか」

　工兵の呼びかけに少女は「んー」と唸うなる。彼女はやや猫ねこ背ぜ気味にディスプレイを凝ぎよう視ししていた。手元から激はげしいキーボードの打だ鍵けん音おんが響ひびいている。

「ちょっと急ぎで検証しておきたい機き能のうがあってね。ＳＲＸのＮＡＴ６４対応。あんたにやらせてもよかったけど、締しめ切きり今日までだったから」

「……お疲れ様です」

　室見は大きく伸びをした。

「うー、でもさすがに飲まず食わずはきつかったわね。喉のどはイガイガするしお腹なかと背中がくっつきそう」

「あー、また夕ご飯抜いたんですか？　だめですよちゃんと食べなきゃ」

「ううん、抜いたのは金きん曜ようの晩から。計七食」

　断食じゃねぇか！

　二日間飲まず食わずってなんで生きてるんだこの人!?　しかも肌つやとか全然変わってないし。やっぱり人間じゃねぇだろ！　ロボか、ロボ子なのか。

「室むろ見みさん、ちょっと、ちょっと勘弁してください。身体からだ壊こわしたらどうするんですか。休きゆう憩けいしましょう、コンビニに行ってツナサンド買いましょう」

「あー、うー、今いいところなの」

「だめです。ほらパソコンから離はなれて！」

　肩をつかみ振り向かせる。室見は一いつ瞬しゆんむずがるような様よう子すを見せたが、ふっと眉まゆをひそめた。面食らった表情で工こう兵へいを見つめる。

「あんた……どうしたの、その顔」

「顔？」

　瞬まばたきして頰ほおを押える。ゴミでもついてるのかと思ったが。

「気づいてないの？　ひどい面めん相そうよ、なんて言うか……幽ゆう霊れいみたい」

「は？」

　想定外の言葉に当とう惑わくする。

　何言ってるんですかいきなり。そりゃ月曜の朝は憂ゆう鬱うつですけども、言うにこと欠いて幽霊とか、ひどいなぁ。

　だが室見は押しつけるように手て鏡かがみを渡してきた。渋々覗のぞき込み工兵は絶句した。

　………。

　青白い肌、黒々とわだかまるクマ、瘦こけた頰、生気の欠片かけらもない瞳ひとみ。

「ひっ」

　情けない声を上げあとじさる。だ、誰だれだこれ。この……ゾンビみたいな男は。

　瞬きしてもう一度鏡を確かく認にんする。鏡きよう面めんに映る顔は……自分だった。二十数年、洗面台や理髪店の鏡で向き合い続けた面つら。見み慣なれた面めん貌ぼうが疲れ果てた様子で自分を見つめている。

（なんで……こんな）

　理由を探し始めて、だがすぐ原因に思い当たる。

　ああそうだ。ここ二週間自分はほぼ不眠不休で働いてきた。昼は会社、夜は椰や子しの木きＬＡＮの事前検証・設定・成果物作成で。それこそ鏡を見る間もないほど休みなく動き続けてきた。

　普ふ段だんの業務量でも身体が悲鳴を上げているのだ。ほぼ倍の負荷がかかり無事でいられるわけがなかった。

　……にしてもひどい。

　工兵はまじまじと鏡を覗き込んだ。

　なんで気づかなかったのだろう。こんなになるまで。

　まるで脳が麻ま薬やくで満たされたかのように疲れなど微み塵じんも感じなかった。伊い織おりの期待に応こたえようと思うだけで無限に力が湧わいてきた。『桜さくら坂ざか君、すごーい！』そう言って喜ぶ彼女の顔を思い出すだけで──

「あんた……やっぱり何かに取とり憑つかれてるんじゃない？」

　唐とう突とつに室むろ見みが言った。

　工こう兵へいは顔を上げた。

「なんの話ですか」

「先々週くらいに言ったでしょ、妙なものでも憑いてるんじゃないかって。仕事のストレスが高じて墓石蹴けり飛ばしたりしなかった？」

「やめてくださいよ、妙なこと言うの」

　墓石はともかく、疲労でふらついた挙あげ句く道みち端ばたの祠ほこらを踏みつけたかもしれない。たたりとか考えるだけでもぞっとしなかった。

　かぶりを振り不安を払う。

「ちょっと……昨日きのうまで色々あったんですよ、プライベートで」

「プライベート？」

「ええ、でも終わりましたから」

　断ち切るように言って鏡かがみを返す。室見は怪け訝げんな様よう子すで受け取った。まだ納得いっていない顔だったが、工兵は敢あえて気づかない風ふうを装い自席に赴おもむいた。荷物を卓上に置く。

「僕の話はいいですから、室見さんの朝ご飯をどうするか考えましょう。ちょっと待っててくださいね、メールチェックだけしちゃいますから」

　ＰＣの電源を入れた瞬しゆん間かん、不意に着信音が鳴り響ひびいた。

　軽やかなベルの音ね色いろ、会社の携帯ではない。個人携帯の呼び出し音だった。

　誰だれだ、こんな時間に。

　室見の視し線せんを気にしながら携帯を取り出す。発信者は……




　伊織ちゃん？




「す、すみません。少しだけ失礼します」

　会え釈しやくしてパーティションを出る。廊下に赴くと携帯の通話ボタンを押した。

「もしもし……？　どうしたの伊織ちゃん」

『あ、桜坂君。よかった繫つながった！』

　電話向こうの声は切迫していた。伊織は焦しよう燥そうも露あらわに言葉を連ねてきた。

『無線がね、うまく接続できなくて。営業の上の人が怒ってるの。使い物にならないって』

「接続できない？」

　工こう兵へいは目をまたたいた。

　昨日きのうの今日きようでどういうことだ。機き器き故障？　バグ？　いや今の情報だけではなんとも判断できない。ハードウェア、ソフトウェアのいずれに問題があるのかも分からなかった。

「ちょ、ちょっと状況を詳しく聞かせてよ。どういう風ふうに繫つながってないの？　手順書通り設定してみた？」

『よく分からないけど……とにかく繫がらないの！　桜さくら坂ざか君、なんとかしてよ！』

「なんとかって……」

（業務時間中だぞ）

　さすがに対応できない。工兵は携帯を握り直した。

「終業後じゃだめかな。なるべく早く確かく認にんするから、それまで有ゆう線せんで接続してもらって──」

『困るよ！　私今すっごく責められてるんだから。誰だれがこの無線作ったんだって言われて』

「そう言われても……」

　───。

　結局、昼休みに椰や子しの木きを訪問すると約束させられた。新しんお茶ちやの水みずから表おもて参さん道どうまでは千ち代よ田だ線せんで一本、昼飯を抜けば三十分くらいは対応できる。できればリモートで確認したかったが、取り乱す伊織を前にしてはそうも言ってられなかった。

「大丈夫、大丈夫だから」

　なだめるように言って電話を切る。

　額ひたいの汗を拭ぬぐっていると背後の扉が開いた。

「桜坂？」

　びくうっ！

　慌あわてて携帯を後ろに隠す。訝いぶかしげな表情の室むろ見みと目が合った。

「なんかあったの？　障害？」

「いえ……いえなんでもないです」

　バイトのトラブルなどと言えるはずもない。工兵は引きつった表情のまま微ほほ笑えんだ。

「ちょっと実家から電話で……送った荷物届いてるかって。あはは、いやですよね仕事時間中に。本当非ひ常じよう識しきなんだから」

　乾いた笑い声を上げオフィスに戻る。背中に室見の怪け訝げんな視線が感じられた。




　十二時ジャストにオフィスを出た。

　地下鉄駅までダッシュ、到着した電車に飛び乗る。椰子の木の事務所まで二十分。息を切らせ受付に駆け込むと固い表情の伊織が待ち構えていた。

　導みちびかれるまま事務スペースに入る。重苦しい空気が工兵を出迎えた。

　ひげ面づらの男性が不ふ機き嫌げんそうにこちらを見やる。スーツ姿のでっぷり太った中年男だった。

「あの人のパソコン」

　伊い織おりが囁ささやく。工こう兵へいはごくりと唾つばを飲み会え釈しやくした。

「失礼します。無む線せんが繫つながらないとうかがったんですが」

「繫がらないとかそういう次元じゃねぇよ」

　男は乱らん暴ぼうな口く調ちようで言った。神経質そうにマウスを何度もクリックする。

「接続先にも出てきやしねぇ。オタクどういう仕事してんのよ。金とってるんだろ、しっかり報ほう酬しゆう分ぶんの働きしろよ」

「ちょっと……ちょっと見せてもらえますか」

　ディスプレイを覗のぞき込む。一体何が起きてるのか、確かく認にんしようとして工兵は凍こおりついた。

（……は？）

　もう一度視線を凝こらす。だが何度見ても画面の中身は変わらなかった。

　衝しよう撃げきのあまり言葉が出てこない。一体どこをどう指摘すればよいのか。迷った挙あげ句く、工兵は見たままを告げていた。

「これ……Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ですよね？」

　男は露ろ骨こつに「はぁ？」という表情になった。

「そんなことも分からねぇのか。９８だよ９８、見た通りだろうが」

「………」

　いや分かるよ。分かりますよ。素そっ気けないグレイのタスクバー、角張ったウィンドウ、低解像度のアイコンは見間違えようもない、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８だった。問題は二つ、９８パソコンがいるなど欠片かけらも聞かされていなかったこと。そしてもう一つ、最大にして決定的な問題。




　Ｗｉｎｄｏｗｓ９８は標準で無線の接続機き能のうを持っていない。




　マウスを借り受け操そう作さする。案あんの定じよう、無線はサードパーティーの接続ソフト経由で使用されていた。かなり古いソフトでセキュリティ規格はＷＥＰのみ対応、ＷＰＡ２はおろかＷＰＡもサポートしていなかった。

　……繫がるわけねぇだろ。

　内心で毒づく。ハードウェア・ソフトウェアの切り分けどころじゃない。こいつら手順書さえまともに読んでやいねぇ。ＳＳＩＤや暗号化キーを認にん識しきしているかも怪あやしかった。

「このソフトじゃ無理ですよ」

　ざわつく心を抑おさえ精一杯冷静に告げる。だが男は眦まなじりを吊つり上げた。

「無理ってなんだ無理って、パソコンのせいにすんなよ。壊こわれてるんだろ」

「そうじゃなくて」

「家だとちゃんと繫がってるんだよ。なんでそれが会社に来た瞬しゆん間かん繫がらなくなるんだ」

「だから──」

　かみ砕くだいて説明しようとするが男の興こう奮ふんは収まらなかった。むしろ言えば言うほど機き嫌げんが悪くなっていく。仕方なく工こう兵へいはパソコンを借り受け有ゆう線せんで繫つなぎ直した。ブラウザ起動、サードパーティーのウェブサイトにアクセスする。

　幸運にも接続ソフトはＷＰＡ対応版がリリースされていた。ダウンロードして上書きインストールする。アクセスポイントにＷＰＡのＳＳＩＤを登とう録ろく、接続試行すると無事ＰＣは無線に繫がった。

「繫がりましたよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの男にＰＣを渡す。男性は疑わしげにマウスを操そう作さした。カチリ、ニュースサイトが表示、カチリ、検索サイトに移動。

　………。

「大丈夫ですよね」

「………」

　舌打ちの音が響ひびく。立ち尽くす工兵の前で男は礼もなく作業に戻った。

　うわぁ感じ悪い。いやだいやだ、こんな大人おとなにだけはなりたくないものだ。

　だがまぁ……とりあえずはこれで。

　嘆息した瞬しゆん間かん。

「すいませーん、こっちもいいですか」

　背後から呼びかけられた。

　若い短髪の青年が片手を上げていた。両目を真まん丸まるにしおどけた様よう子すで手招きしている。反対側の手に黄き色いろのイーサケーブルが握られていた。

「どうしました」

　駆け寄る工兵に男性は砕けた口く調ちようで「繫がらないんですよー」と告げてきた。工兵はまじまじとケーブルを見つめた。

「有線でですか？　無線とかじゃなく」

「うんそう」

　馬ば鹿かな。

　眉まゆをひそめデスクの上を覗のぞき込む。無線と違い有線はＤＨＣＰのみで繫がるはずだ。固定アドレスでも設定していたのか？　疑問に思いマウスを操作しようとする。

　瞬間、視線が卓上のハブを捕らえた。

　………。

　ハブ……？

　工兵は眉み間けんを押えた。

「あの……すみません、なんでハブ置いてるんですか？」

「えー？　だってＰＣいっぱい繫つなぐじゃないですかー。デスクトップにノート、ＮＡＳも置いてるし。家のノート持ってきた時とか」

　いや、集中配はい線せんに変えた意味考えろよ。何さらりと多重接続復活させてるんだよ。しかも多た分ぶんこれ……

　工こう兵へいはケーブルを持ち上げた。

「ケーブル……クロス配線の物に変えてます？」

「へ？　何それ」

　やっぱりか……。

　鞄かばんを探りプラスチックのコネクタを取り出す。ルータに伸びるケーブルを外しコネクタに接続、再度ハブに突き刺した。

「もう一回試してもらえます？」

　カチ、カチカチ。

「おお!?　繫がった。なんで!?　どうして」

　工兵は溜ため息いきを漏もらした。

　スイッチポート同士の接続は、通常のストレートケーブルでなくクロスケーブルを使う。どうしてもストレートケーブルを使いたければさっきのように極きよく性せい変換コネクタを挟はさみ込む。もしくはスイッチの機き能のうで変換するしかない。

　ネットワーク屋にしてみれば当然の知ち識しき。だが青年には違ったらしい。魔ま法ほうでも見たような目で変換コネクタを凝ぎよう視ししている。

　脱力し立ち尽くしていると。

「ああ、ちょっとエンジニアさん。こっちもいいかな？」

「ねぇ、ねぇ無線の設定がよく分からないんだけど」

「ＰＳＰってどうやって繫ぐの？」

「休きゆう憩けいスペースのテレビでネット接続できる？」

　………。

　四方八方より質問が投げつけられてくる。

（……マジかよ）

　工兵は天てん井じようを仰あおいだ。
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　そのあとも伊い織おりは遠えん慮りよ会え釈しやくなく工兵を呼びつけてきた。

　要件はいつも同じ、ネットワークに繫がらない、インターネットが見れない。壊こわれてる、なんとかして──

　だが駆けつけてみると問題の大半は、使い方やＰＣの設定に起因するものだった。

　手順書通りにオペレーションしてないのは序の口、無む線せんドライバのインストール失敗、持ち込みケーブルの不良、エレベーターや廊下など電波範はん囲い外がいでの接続試行。

　一度などウイルス対策ソフトで無線接続が無効になっていた。だが彼らはなんら切り分けすることなく機き械かい的てきに工こう兵へいの携帯を呼び出してくる。夜昼関係なく、業務時間中でもお構いなしに。

　さすがに堪こらえきれなくなり伊い織おりに訴えた。

　保守・運用を請うけ負ってるわけじゃないんだよ。一般的なＰＣトラブルまで持ち込まれても困る。こっちも昼間は仕事があるんだから。

　だが伊織は心外そうに反はん論ろんしてきた。

『私はさ、桜さくら坂ざか君。無線ＬＡＮを使えるようにしてってお願ねがいしたんだよ。うちの社員がみんな普通に接続できるようになって、それで初めて仕事完了でしょ？　ルータだからＰＣだからとか勝手に線引きされちゃ困るよ』

　お金払ってるんだからさ。

　鋭するどい声こわ音ねで言われた。

　予想外の糾きゆう弾だんに絶句していると、今度はすがるような調ちよう子しで続けられた。

『私の立場も分かってよ、桜坂君。信頼できる人だからって、ちゃんとやりとげてくれる人だからって私の責任で桜坂君個人に仕事お願いしたんだよ。なのに投げ出されたら私……今の会社で居場所なくなっちゃうよ』

　そう言われてはこちらも引かざるを得ない。結果『今度だけ』『今度だけ』の言葉に従い工兵は椰や子しの木きの情シスサポートを続けている。昼はお茶ちやの水みず、夜は表おもて参さん道どう。土日休日深夜早朝、眠る間さえなく働き詰めでいた。

　当然体調は加速度的に悪化している。背中に湿しつ疹しんが生じ胃の奥に鈍にぶい痛みが生まれていた。こめかみがずきずきと疼うずき目の奥に妙な塊かたまりが感じられる。食欲も減退し一週間で体重が三キロ落ちていた。

　やばい、これはやばい。

　冷や汗混じりに思うも打開策は見つからない。

　まさか室むろ見みに「バイトがトラブってて」と相そう談だんするわけにもいかない。案件の立て込み具合から見て会社は休めないし、かといって伊織の依頼もつっぱねられなかった。

　まさに八はつ方ぽう塞ふさがり。「逃げ場なし」という言葉が相応ふさわしかった。

（今度だけ……今度だけ）

　十一月五日木もく曜よう日び午前八時五十分。工兵はお茶の水駅を出て会社への道を進んでいる。陰いん鬱うつ極きわまりない表情で、リストラされたサラリーマンのように背中を丸めながら。

　脳のう裏りに過よぎるのは昨日きのう伊い織おりからもらった電話。

　例によって『今度だけ』の枕まくら詞ことばをつけてから彼女は言ったのだ。

『昨日ね、社長がモバイルルータ？　買ってきたの。受付で電波の入りづらいところがあるからこれでカバーするとか言い出して。で、今あるやつと両方動かしたら、なんか普通に繫つながってたパソコンまで不安定になっちゃって。……なんでかな？』

　なんでも何も……電波が干渉してるからだろ。

　工こう兵へいは苦にが々にがしげに独ひとりごちる。

　買ってきたモバイルルータ撤てつ去きよすれば直るんじゃないかな？　とは言えなかった。言えば間違いなく『だって繫がらない場所あるのが悪いんじゃん』という話になる。コンクリート壁へきは電波を通しづらいんだとか、そもそも受付で無む線せん使う要件なかったじゃんとか、そういう真まっ当とうな意見は通用しない。

　正直うんざりしていた。だが彼女も辛つらいのだろうと思う。マニュアルを読もうともせず好き勝手に機き器きを繫げる社員達。リテラシーもないのに要求だけは一人前。何かと言えば故障だ手抜き作業だと騒さわぎたてる。

（そうだよ……伊織ちゃんが悪いわけじゃない）

　彼女は僕しか頼る人いないんだから。

　自分を説得するように言って深呼吸する。何、こんなこと永久に続くわけじゃない。あと一回、二回くらい対応すれば。

「工兵君、おはよー」

　肩を叩たたかれた。振り向くと弾はじけるような笑え顔がおが目に飛び込んでくる。黒髪白はく皙せき、すらりとした体たい軀くをデニムの上下に包み肩からショルダーバッグを提さげた女性。

「ああ……カモメさん」

　おはようございます。

　力なく会え釈しやくするとカモメは眉まゆをひそめた。

「なーに工兵君、元気ないねー。どうしたの？　風か邪ぜでも引いた？」

「いえ……病気とかじゃないんですけど」

　工兵は眉み間けんを揉もんだ。小さく首を振る。

「ちょっと熱ねつっぽくて吐き気がして身体からだの節々が痛むだけです」

「普通そういうのを病気って言うよね……」

「いやいや、色々あるじゃないですか体たい調ちよう不良の原因って。ほら、二日酔いとか筋肉痛とか」

「矢傷とか刀傷とか？」

「何と戦ってるんですか僕!?」

　戦せん国ごく武将かよ！　と突っ込もうとしてよろめく。電柱につかまり肩で息をした。

　だめだ……今の体力ではツッコミもままならない。

　絶望的な気分で呻うめく。

　ノリツッコミできなかったら自分はどうカモメさんと付き合っていけばいいんだ……。真ま面じ目めな話題だけではとても会話を保もたせられそうにない。だって照れちゃうし、どもっちゃうし。そう、伊い織おりという恋人候補が現れた今でもカモメさんは別格なのだ。言うなれば女神、番外。スパロボＪでいうところのグレートゼオライマーみたいな存在。

「……工こう兵へい君、本当大丈夫？　大分具合悪そうだよ」

　カモメが心配そうに覗のぞき込んできた。工兵は手を出し押しとどめる。

「すいません……ちょっと寝不足が続いてて、大丈夫です。いつものことですから」

「いつもよりひどそうだよ。様よう子す見ようか？　私、准じゆん看かん護ご師しの免許持ってるし」

「マジで!?」

　ナース!?

「うん、昔安○記念病院ってところに勤めてて」

　ヴァルハラ……！　ヴァルハラは本当にあったんだ！

　なんか色々ギリギリな気がするけど、それはともかく！

「いえやっふぅぅう！　カモメさんとお医者さんごっこ！　やったー！」

「なんか、つっこみと本音が逆になってないかな……」

「なんなら僕がお医者さん役でもいいですよ!?」

「速攻ドクハラで訴えられそうだね」

　えー、まさかぁ！

　ちょっと聴ちよう診しん器きを当てまくったりするだけですよ？

　あと血圧計でぎゅーっとか！　舌ぜつ圧あつ子しでつつーっとか！

　………。

　って、あんまりしつこいと本気で引かれそうだから、このへんにして。

　工兵はほぉと息をついた。

「とにかく心配ないです。このくらいの疲労、過去の修しゆ羅ら場ばに比べたら大したことありません。余裕、ノープロブレムです」

　口く調ちようを切り替え電柱から離はなれる。カモメが制止しようとするが気にしない。背筋を伸ばし会社への道を進んでいこうとした時だった。

　唐とう突とつに視界が暗転した。

　……あ……れ？

　身体からだが思う通りに動かない。上下左右の感覚が失われ膝ひざの力が抜ける。

　肩と脇わき腹ばらに鈍にぶい衝しよう撃げき。

　世界が横倒しになっている。上空からカモメさんの呼び声が響ひびいてきた。なんでそんなところから……と思う間もなく工兵は意い識しきを失った。




　気がつくと白い壁かべが見えた。

　埃ほこりや煙草タバコの煙で薄うす汚よごれた石せつ膏こうボード、弱々しく明滅する蛍けい光こう灯とう、耳障りな自じ販はん機きの稼か働どう音おん。

　ひどく既き視し感かんのある光景。以前も同じように目覚めたことがある。

　あれは……新人歓迎会の翌日だ。しこたま酔っ払って目覚めるとソファーに寝かされていたっけ。だとするとここは──

　顎あごをもたげると見み慣なれた喫きつ煙えん台だいが視界に入ってくる。ああ間違いない、会社の休きゆう憩けい室しつだ。

（えーと……）

　工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

　徐々に記き憶おくが蘇よみがえってくる。そうだ、出しゆつ勤きん途と上じようカモメさんに声をかけられて、体たい調ちよう不良を押し歩き出そうとしたらいきなり目の前が真まっ暗くらになって。

　倒れたのか？

　……うわぁ。

　町中で突然転倒して意い識しきをなくすとか。迷めい惑わく極きわまりない。カモメさんもさぞかし困ったことだろう。制止を振りきられた挙あげ句く、いきなり目の前で倒れられたのだから。おそらく会社まで自分を運んでくれたのも彼女だろう。周囲の好奇の視し線せんにさらされ、成人男性の重量に四苦八苦しながら。

（謝あやまらなきゃ）

　立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、だが妙な感触に気づいた。頭の下に柔らかいものがある。最初は枕まくらかと思った。しかし受ける弾力が明らかに異なる。絹けん布ぷのようにすべらかな肌はだ心地ごこち、石せつ鹼けんの匂におい。そして首筋に伝わるほのかな体温。

　……体温？

　視線を下向ける。最初に見えたのは小さな膝ひざ小こ僧ぞうだった。ついで白い太もも、華きや奢しやな手、タータンチェックのプリーツスカート。

（………!?）

　弾はじかれたように顔を上向ける。刹せつ那なこちらを見下ろす冷ややかな眼まな差ざしと目が合った。

「おはよう、桜さくら坂ざか」

　声こわ音ねに体温があるなら、まさしく絶対零度と呼ぶべき響ひびきだった。幼顔の上司──室むろ見み立りつ華かが自分を見下ろしている。白い面おもてに侮ぶ蔑べつと憤ふん怒ぬ、ありとあらゆる負の感情を滾たぎらせながら。

「動くな」

　飛び起きようとした瞬間、喉のど元もとに冷たい物が当たった。鋭するどい金属の感触が喉仏にめり込んでいる。視界の端にあるのは……抜き身のドライバー。

「まったく……とんだ恥をかかせてくれたものね。部下が通勤途上に失神、通行人の手も借り緊きん急きゆう搬はん送そうだなんて。周りの人から『こいつ上司にどんな働き方させられてるんだ？』と思われたでしょうよ。部下の健康も顧かえりみず、無む理り矢や理り出勤させて。とんでもない鬼おに管かん理り職しよくだとか」

「む、室むろ見みさん」

「喋しやべるな」

　ドライバーを押しつけられる。凍こおりつく工こう兵へいの頭を室見は奇妙に優やさしげな手つきでなでた。
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「ねぇ桜さくら坂ざか。私、最近あんたにそんな無む茶ちや振ぶりしたかしら？」

「………」

「私何度も訊きいたわよね。あんたちょっと様よう子すおかしくない？　とか、何かあったの？　とか。その度たびにあんた『なんでもない』って言ってたじゃない。実家がどうしたとか睡眠時間が多く取れたとか。もっともらしい言いい訳わけ並べたてて」

　うう……う。

「ただ、まぁプライベートのことを問い詰めてもしょうがないし、いい大人おとななんだから自主性に任せて放置しといたわよ。参考書の買い出し断られても気にしなかったし。そうしたら……過労と寝不足で昏こん倒とう？　意い識しき混こん濁だく？　なんなのあんた、喧けん嘩か売ってるの？」

「い……いえ」

「さくらざかさぁ」

　髪をつかまれる。毛根が引っ張られ鈍にぶい痛みを訴えた。

「私……あんたに騙だまされちゃったのかしら」

「だ、騙だますだなんて」

　そんなつもりはと、往おう生じよう際ぎわ悪く繕つくろおうとした時だった。喉のどの皮を比ひ喩ゆではなくドライバーの先端が突き破った。

「正直に話しなさい。チャンスは一回、制限時間十秒」

「………」

「一、ゼロ」

「待ったぁ！」

　工こう兵へいは絶叫した。そもそもカウントダウンが十から始まってねぇ！

「い、言います言います。すみません、噓うそついてました。ごめんなさい、室むろ見みさんのこと騙してましたぁ！」

「あら」

　室見は意外そうに目を見開いた。

「随ずい分ぶん素直ね。ギリギリまで粘るかと思ってたのに」

「粘るも何もいきなりカウントダウン終了してたじゃないですか!?」

「？　終了してないわよ。ちゃんと十から数えてこうとしてたじゃない。二進数バイナリで『１０１０』って」

「そう来たか！」

　まぁ……どのみち十秒真まっ当とうにカウントされたところで白状せざるを得なかっただろうが。首根っこつかまてるし、逃げられそうにないし。

　というかこれ一応膝ひざ枕まくらだよな？　おかしい、まったく嬉うれしくないぞ。どころか人間を拘こう束そく・拷ごう問もんするのにこれほど適した姿勢はないと思えてくる。

　工兵は呻うめいた。ことここに至っては誤ご魔ま化かしようもない。素直にありのままを語るしかなかった。

　言葉を選びバイトの経けい緯いを話していく。同窓会での出来事、椰や子しの木き訪問、無む線せん導どう入にゆうの依頼、そして今の惨さん状じよう。

　全すべてを話し終えた瞬しゆん間かん、ぎりっと歯ぎしりの音が聞こえた。見上げると室見の顔が憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。うわああああ、やっぱり怒ってる！　刺される、喋しやべっても喋らなくてもどっちにしろ殺される！

　すいません！　バイトなんかして本当申もうし訳わけありませんでしたぁあ！

　頭を抱えていると、だが。

「無線ＬＡＮリプレースが十万!?　あんたアホ？　技術料込みで三十万は取れるでしょ、何やってんのよ！」

「え、怒るのそっち!?」

　予想外の発言だった。室見は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻みうつむいた。

「おまけに構こう築ちく後ごのサポートまでやらされてる？　ＬＡＮのみならずＰＣの面めん倒どうも？　それを当然とかのたまってるの、その女は。ははは……随ずい分ぶんとエンジニアリングを舐なめてくれたもんね。むかつきすぎて逆に笑えてくるわ、あははは」

　永なが井い豪ごう描くデビルマンのような笑え顔がおだった。笑いながらたまに「死ね、死ね」とか言ってる。怖い怖い。工こう兵へいは慌あわててフォローした。

「い、伊い織おりちゃんが悪いんじゃないんです。どっちかと言えば彼女は被害者で、無む茶ちや苦く茶ちやなのは同どう僚りようの方ですよ」

「その無茶苦茶を右から左にスルーしてんのがむかつくのよ！　まがりなりにもシステム担当やってんだったら、まずは自分でなんとかするよう動くべきでしょ!?　それをすぐさまあんたに押しつけて。自分は高見の見物？　何様のつもりよ！」

　いや、でも彼女はコンピュータのこととか全然素人しろうとで、他ほかに適任がいなかったから押しつけられただけで。




　だから──しょうがないんですよ。




　そう弁べん護ごしようとした時だった。

　唐とう突とつにベルの音が響ひびいた。会社用ではない個人携帯の着信音。

（まさか……また伊織ちゃんか）

　凍こおりついた瞬しゆん間かん、室むろ見みの手が胸ポケットに差し入れられた。制止する間もなく携帯を取り出される。「応答」ボタンをタップ。大きく息を吸い込み。

「朝っぱらからうっさい！　勤務時間中よ、かけなおしなさい！」

　ぎゃあああああ！

　やったああぁ！　やっちまったあああ！

　工兵は天てん井じようを仰あおいだ。

　……終わりだ、全すべて終わった。

　自分のＯＢ・ＯＧ間での評判が、伊織との未来が……。

　暗あん澹たんたる気分でいると、だが室見の怪け訝げんな声が聞こえてきた。

「……え？　あ……はい、います。……私の膝ひざの上に。……はい、……はい……代わります」

　室見は工兵を見下ろした。気詰まりな顔で携帯を差し出してくる。

「お友達」

「はい？」

「大学の知り合いだって」

　知り合い？

　……だから伊織ちゃんじゃないのか？

　疑問に思いつつ携帯を受け取る。液晶の番号は見知らぬものだった。顔をしかめつつ電話に出る。

「もしもし？」

『あ……桜さくら坂ざか？』

　怯おびえたような男性の声こわ音ね。数秒記き憶おくを探り思いあたる。先日のＯＢ会で幹事をした同窓生だった。

　こんな時間にどうしたのだろう、不ふ審しんげな工こう兵へいに友人は恐る恐る訊たずねてきた。

『おまえ、朝っぱらから女の子の膝ひざに乗るような仕事してたの？』

「ちがぁぁあああう！」

　声を裏返し絶叫する。携帯を握りしめ通話口に向かって吠ほえた。

「違うぞ、断じて違うからな！　今のは自動応答だ。ちょっとふざけてアニメとかの着ボイスを入れちゃっただけだ。だから少しばかりエキセントリックな台詞せりふでも大目に見ろ！　いいな!?」

『着ボイス……って、普通に受け答えしてたけど』

「そういう仕様なんだよ！　最近の携帯はすごいんだ、いつまでも古い知ち識しきにとらわれてたら置いてかれるぞ！　技術の進化は日進月歩、日々是これ勉強精進也なり！　さぁ昨日きのうまでの常識を捨てろ、新たな世界に羽ばたくんだ！」

　お、おう。

　友人はあからさまにたじろいだ様よう子すで言った。工兵は「よし！」とやけくそ気味に告げて口く調ちようを切り替えた。

「……で？　どうしたんだよ、こんな時間に」

『え？　ああ……すまんすまん。ちょっと妙な話聞いたんで』

　妙な……話？

『桜坂さ、伊い織おりちゃんの会社でバイトとかしてるの？』

「！」

　なぜそれを……。

　沈ちん黙もくを肯定ととらえたのか、友人は『やっぱりか』と嘆息した。

『あー、くそ、嫌いやな話聞いちまったなぁ。でも黙だまってるわけにもいかないし……ああ、どうしようかな……ったく』

「なんだよ、なんの話だよ」

　状況が見えない。眉み間けんの皺しわを深くしていると友人は言葉を続けてきた。

「おまえさ……ゼミのＹ川かわって覚えてる？　ほら、こないだのＯＢ会ドタキャンした」

　数秒考えてうなずく。

「覚えてるよ、ってかそいつが休んだせいで僕が呼び出されたんだろ？　確たしか──実家の税理士事務所に勤めた奴やつだっけ」

　働きながら資格勉強していると聞いた記き憶おくがある。和菓子屋と税理士事務所、同じ家業でも随ずい分ぶん具合が違うと思ったものだが。……彼がどうかしたのか？

『卒業以来会ってなかったからさ、こないだも顔見られなかったし様よう子すうかがいに電話したんだよ。そしたらあいつ、うちらの近況とか妙に詳しくてさ。なんでだって聞いたら、伊い織おりちゃんと連絡取り合ってるからだって』

「伊織ちゃんと？」

　予想外の名前に目をしばたたく。なんでＹ川かわが彼女と連絡取り合ってるんだ、別にあの二人ふたり特段仲よくなかったような。

　友人は『うん』とうなずき。

『変だよな？　で、理由を訊きいたら、どうも伊織ちゃんの方から連絡取ってきたらしいんだ。「Ｙ川君、税理士事務所に勤めてるんだよね？　ちょっと相そう談だんのってもらってもいいかな……サラリーマンの副収入について」って』

「………」

『もちろんなんでまたと思ったらしいよ。でもあいつお調ちよう子し者ものだからさ、伊織ちゃんに頼られたのが嬉うれしかったみたいで理由とかも詳しく訊かなかったらしいんだ。で、まぁ「いくらまでの収入だったら確かく定てい申告いらない」とか「副業が会社にばれない方法」とか相談にのってたらしいんだけど……おい、桜さくら坂ざか聞いてるか？』

「……あ、……ああ聞いてる」

　税金関係で伊織が語った知ち識しき……Ｙ川から仕入れたものだったのか。わざわざ事前に問い合わせ、準備万端でバイトの話を持ちかけてきた？　……いや、だがあの時の伊織はそんな雰囲気じゃなかった。トラブルに打ちのめされ、仕事のプレッシャーに耐えかね、ふと弱音を吐と露ろした感じ。そもそも障害対応で寸志をもらわなければバイトなんて話にもならなかったはずだ。半ば偶然で、話の流れで無む線せんＬＡＮリプレースに関かかわった。そう思っていたのに。

（どういうことだ……）

　混乱する工こう兵へいに友人は説明を続ける。

『でさ、一昨日おとといかな。いつもみたいに質問の回答しようと思って電話したら伊織ちゃん飲み会の途中だったみたいで。すごい酔っ払っててさ。一方的にまくしたててきたらしいんだよ。「Ｙ川君のおかげで助かったよー！　よいパシリ、ゲットできたんだ！」って』

「パシ……リ？」

『もともと今の会社で情報システム？　の仕事やらされるの嫌いやだったみたいで。投げ先を探してたんだと。でもまともな業者は金がかかるし、自分の裁量で出せる予算もなかったみたいで。……そんな時だよＯＢ会でおまえと会って、ＳＥやってるって聞いて』




　──桜さくら坂ざか君ってさぁ、昔から誰だれにでも優やさしくて、頼まれたらまず断らないじゃん。丁度いいから頼っちゃえと思って。ちょっと弱気に振ふる舞まったら思った通り、すぐ助けてくれて。




　──でも桜坂君が手て伝つだう気になってくれても、向こうの勤め先からゴチャゴチャ言われたら嫌いやじゃん？　だから先方の人事とかにバレない方法知りたくて。




　──え？　十万もよくお金出せたねって？　そこはほら、設置費用だけじゃなくあとのサポートもやってくれるって社内説明したから。十万で永久にサポート買えるって思ったら安いもんじゃない？　伊い織おりちゃん、超しっかり者ー！　あっはははは──




　………。

『Ｙ川かわの奴やつもさすがにドン引きしててさ、誰だれに相そう談だんしていいか迷ってたみたいなんだよ。そこに俺おれが電話したから色々話してくれた感じで。知らなかったとは言え、黙だまっててゴメンって謝あやまってた』

「………」

『だからさ、桜坂。悪いことは言わない、伊織ちゃんのバイトは断れって。いや……ひょっとしたらもう関かかわっちゃってるのかもしれないけど、だったらお金返してさ。関係切った方がよいって。あいつ、ひでぇよ』

「………」

『もしもし？　桜坂、……桜坂？』

「……悪い、ちょっとまたかけ直す」

『かけ直すって……あ、おい』

　電話を切る。

　視界がぐらぐらと揺ゆれていた。混乱している。脳のう裏りを疑問符と戸と惑まどいが飛とび交かっていた。伊織が自分をパシリ扱いしていた？　好意など何もなく単純に便利屋として利用していた？　噓うそだ。噓だ。だって彼女、あんなに楽しそうだったじゃないか。自分と話す時、満面の笑えみで接してくれたじゃないか。別に本気で今すぐ付き合ってどうこうなんて思っていなかったけど、普通に仲よく関係を深めていけると思っていた。

　それが……全部噓？

（いや……いや）

　必死で否定する。ありえない。きっと何か事情があるはずだ。でなければ誤解が。そうだよ、又聞きの情報をもとに友人を評価するとか。ナンセンスにもほどがある。多た分ぶん、伊織ちゃんはＹ川に別のことを言おうとしたんだ。飲み会の席だし……聞き取りづらかったとしてもしょうがない。

　瞬しゆん間かん、携帯が音を立てて震ふるえた。

　今度はなんだ。渋じゆう面めんで液晶画面を確かく認にんする。発信者は……椰や子しの木き、外がい線せん？

　恐る恐る電話に出る。途と端たん、けたたましいがなり声が耳を貫いた。

『もしもし繫つながってる？　ちょっとさぁプロジェクタにノートＰＣ繫つないだら解像度おかしくなっちゃったんだけど、どうしたらいいのかな。今から会かい議ぎなんで早くなんとかしてほしいんだけど』

　乱らん暴ぼうだが神経質そうな口く調ちよう。人の神経を逆なでする言葉遣づかいには聞き覚えがある。Ｗｉｎｄｏｗｓ９８を使用していた中年男性だった。

　工こう兵へいはひくっと頰ほおを引きつらせた。

「すみません……プロジェクタですか？　あの……それ無む線せんＬＡＮとかインターネット接続とか全然関係ないですよね？」

『はぁ？　何言ってんの、おたく』

　鼻息がノイズと化し回線を伝わってくる。工兵は思わず携帯を遠ざけた。

『パソコンとインターネットのサポートなんでしょ？　西にし新じんからは「なんでも訊きいていい」って言われてるよ。まぁ「必ず自分を通して問い合わせろ」とも言われてたけど、まどろっこしいから直接かけちゃったよ。いいから早くこっちきて直してよ。仕事にならないじゃん』

「………」

『もうさぁ、西新も社長と温泉旅行とかで休んでるし。電話も繫がらないし。学生時代から付き合ってるんだっけ？　あの二人ふたり。別にコネ採用でもなんでもいいけど。仕事はきっちりこなしてほしいよね。ったく』

　付……き合……。

『ちょっと？　何？　聞こえてるの？　もしもし、もしもし？』

　………。

　無言で電話を切る。茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで固まることしばし。ようやく顔を上げると室むろ見みが冷たい表情でこちらを見ていた。

「目は覚めた？」

　異い論ろんなど挟はさめるはずもない。死人のような面おも持もちでうなずく。室見は大げさに嘆息してみせた。

「まったく……社内規定無視して副業した挙あげ句く、倒れるまで扱こき使われるとか、情けなくて涙出てくるわ。ＯＪＴ担当の面めん目もく丸まる潰つぶれよ。藤ふじ崎さきさんになんて報告すればいいのよ？」

「すみません……」

　蚊かの泣くような声で謝しや罪ざいする。工兵は長々と沈ちん黙もくした後、室見を見上げた。

「僕が間違ってました。先方にお金返してちゃんと断ってきます。バイトはできない、これ以上のサポートはできないと言って」

「よろしい」

　室むろ見みは尊大にうなずいてから、だがすっと眦まなじりを鋭するどくした。

「……と言いたいところだけど、その対応は許可できないわ」

「え？」

　少女の唇が歪ゆがむ。鳶とび色いろの瞳ひとみに暗い炎が揺ゆれていた。彼女は整ととのった顔を笑いの形にひずませた。

「確たしかにあんたのやったことはまずい。無断、無許可で社外の仕事を請うけ負ったんだから。責められて当然。総務の判断如何いかんでは懲ちよう戒かい・減俸処分もありえたわよ。……でも、ね」

　室見が肩をつかんでくる。骨が軋きしみ肉がねじれる。痛い。押し殺した怒りがダイレクトに伝わってきた。

「その伊い織おりって女が、あんたに詰め腹切らせて一人ひとりのうのうとしてるのもムカつくのよね。きちんと仕事を終えろ？　ＰＣ・ＬＡＮと線せん引びきするな？　はっ、第二新卒風ふ情ぜいが偉えらそうに。何様のつもりよ。ＷＰＡ２─エンタープライズも自前で組めない情弱がえらそうなこと吐ぬかすなって言うの。……ああっもう、あったま来た。人様の部下をいいように扱き使って、許せない。たっぷり報いを受けさせてやるわ」

「む、室見さん……？」

　報い？　受けさせる？　何を言い出したんだ、この人。

　凍こおりつく工こう兵へいに室見は優やさしく笑いかけた。口角が吊つり上がり悪あく魔まのような笑えみを作る。

「バイトはやりとげるわよ桜さくら坂ざか。一流ＳＩｅｒの仕事がどんなものか、どれほどの品質を提供するか。連中に見せつけてやりましょう」

　存分に、嫌いやというほどね。

　室見が哄こう笑しようする。

　……果てしなく悪い予感がした。
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　──二日後。




「あ、もしもし伊織ちゃん？　オフィスついたよ。……うん、受付前。迎えに来てもらえるかな。……うん、よろしく」

　工兵はつとめて明るい声で言って電話を切った。溜ため息いきを一回、呼吸を整ととのえる。

　土ど曜よう日びの表おもて参さん道どう、廊下向こうに見える空は憎たらしいくらい晴れ渡っていた。階下のアパレルショップからハワイアンテイストのＢＧＭが聞こえてくる。すれ違う人々の姿もどことなくモデルっぽい。相変わらず仕事とは不釣り合いな、非日常的な空気の町だった。気を抜けば三週間前と同じく、伊織とデートしに来た気分にもなってくる。だがあの時と状況は明らかに違う。今の自分に浮ついた気持ちは微み塵じんもない。ただただひりつくような緊きん張ちようだけが身体からだを満たしている。

　ガチャリ。

　音を立てて受付の扉が開く。

「おつかれさまぁ、ごめんねぇ桜さくら坂ざか君、休日にわざ……わ」

　声が途と切ぎれた。伊い織おりは戸口から身を乗り出したまま、ぱちくりと目をまたたいた。

「……どちら様？」

　誰すい何かの言葉はもちろん工こう兵へいに向けられたものでない。彼女の視し線せんは工兵の傍かたわら、遥はるかに低いところに向けられていた。

　ワンピース姿の少女が立っている。長い髪を微風に揺ゆらし超然とした面おも持もちでたたずんでいた。人形のような面おもては驚おどろくほど白く、小さい。あたかも美術の教科書から抜け出てきたかのように、彼女は非現実的な空気をまとっていた。

　少女は小さく一礼した。絶句する伊織に工兵は慌あわてて告げる。

「あ、えーとね、うちの会社のバイトの子。今日きようの作業手て伝つだってもらおうと思って、ついてきてもらったんだ」

「バイ……ト？」

「室むろ見みです、はじめまして」

　少女──室見立りつ華かは慇いん懃ぎんに挨あい拶さつする。伊織は「あ、どうも」とつられかけて、はっと息を吞のんだ。工兵に身体をすりよせ囁ささやきかけてくる。

「ちょ、ちょっと桜坂君、いいの？」

「？　何が？」

「何がって……副業、会社の人に知られちゃまずいんじゃないの？　それにあの子、どう見ても中学生か小学生なんだけど、……働かせて大丈夫？」

「ああ……まぁ」

　工兵は鼻の頭を搔かいた。

「個人的な知り合いだから、プライベートのことは話しても大丈夫だよ。あと一応大学生なんでバイトはＯＫ」

「大学……生？」

　伊織は珍ちん獣じゆうでも見たような顔になった。瞬まばたきを数回、まだ納得いかない様よう子すのまま、それでも工兵から身を離はなす。彼女は扉を開け放った。

「じゃあ……入って、とりあえず状況認にん識しき合わせしようか」

　導みちびかれるまま中に入る。途と端たん社員の好奇に満ちた視線が突き刺さってきた。室見を連れているせいか、いつにも増し注目を集めているように思う。工兵は身を縮ちぢめながらフロアを進んでいった。

　窓まど際ぎわの打ち合わせスペースに着席する。やや遅れて伊い織おりが資料片手に合流してきた。彼女は気を取り直した様よう子すで鼻び腔こうを広げた。

「とにかくね、どこでも繫つながるようにしてほしいんだよ、無む線せんＬＡＮ」

　強い口く調ちようで言う。彼女は眦まなじりを決した。

「受付で繫がりづらいとか、窓際でぷちぷち切れるとか、こういうのはだめだと思うんだ。いくらバイトでもね。ちゃんと作ってもらわないと」

「そうは言うけどさ、伊織ちゃん」

　工こう兵へいは反はん駁ばくした。

「無線ＬＡＮの電波って免許なしで使える分、出力が制限されてたり他ほかの無線通信と干渉したり色々制限があるんだよ。携帯電話じゃない以上、どこでも均一に繫がるってのは難むずかしいんだ」

　切々と正せい論ろんを説く。だが伊織は目に見えて憤ふん慨がいした。

「難むずかしいこと言われても分からないよ、専門家じゃないんだからさ。でも繫がるって言ってお金取ったのに、実際繫がらなかったらこれっておかしくない？」

「いや、そりゃオフィスの八割で繫がらなかったらまずいと思うよ。詐さ欺ぎって言われてもしょうがないさ。でもだいたいの場所では繫がるんだよね？　だったら少し移動して電波の入り安い場所を探せばいいんじゃないかな」

「だからぁ！　そういうシステムの不具合に私達が合わせるって変だと思わない？　逆の立場になってよ。桜さくら坂ざか君さ、車買って走る時と走らない時があったら納なつ得とくできる？　走るようにドライバーが調ちよう整せいしろって言われたらムカつかない？」

「………」

　いや、車と無線ＬＡＮじゃ全然投資額がくが違うだろ。ホビーユースのカートに公道走行車の品質を求めるようなものだ。どうしても車と比べたいなら、相手はテレビ放送か携帯基地局にするべきだろう。比較の対象が違いすぎる。

　工兵はちらと室むろ見みを見た。ワンピースの少女は無表情に押おし黙だまっている。白い顔に意思や感情は感じ取れない。あたかも本物の人形のように、彼女は静かに着席していた。

（一体どうするつもりなんだろ……）

　室見から指示された内容はただ一つ、「自分も椰や子しの木きに連れていけ」の一点のみ。てっきりオフィスで暴あばれるつもりかと思ったが今のところその兆候も見えない。伊織の理不尽な要求にも眉まゆ一つ動かしていなかった。

　気にしてても──しょうがないか。

　意い識しきから彼女の存在を振り払い、会話に戻る。

「それで……僕はどうしたらいいのかな。さっきも言った通り、無線ＬＡＮを完かん璧ぺきに、どこでも繫がるようにするのはちょっと難しいんだけど」

「ならしょうがないね。私達が不具合を被こうむる分、桜坂君のフォローが必要になるだけだよ。私達も桜さくら坂ざか君の本業を邪じや魔ましたくないけど、どうしようもないよね」

　はははぁ。

　工こう兵へいは内心呆あきれながら、一方で感心してしまった。

　無む理り難なん題だいを押しつけ、解決できなければ「代わりにフォローしろ」と持っていく。最初は単純な依頼、敷しき居いを低くして関かかわらせ、一度取り込んだら二度と逃さない。まったくもってよく考えられてる。下へ手たなヤクザより手て際ぎわがよかった。

　いや、本当に怖いのはそこまでやられても彼女が被害者に見えてしまうことだ。悪いのは別の人間、彼女はやむにやまれぬ事情でこちらにすがっているだけだと。

　案あんの定じよう彼女は一転表情をあらためた。眉まゆ尻じりを下げ泣きそうな顔となる。

「ねぇ……桜坂君、私も困ってるんだよ。他ほかの社員からはどうなってるんだと責められるしさ、社長も最初の見み積つもり額がくって本当に妥当だったのかって言ってくるし。その度たびに私、桜坂君のことかばってるんだよ？　必死でさ、彼なら絶対なんとかしてくれますからって言って」

「………」

　怖こえぇよ。

　女って怖いよ。

　これが演技なんだよなぁ。やりきれない。好きでもない男にすりより利用価値がなくなるまで絞しぼり尽くす。泣き顔、怒り顔、笑い顔なんでもござれ。目的のためなら言動や感情などどれだけでも偽いつわる。まさに悪女、魔ま性しようの存在だった。

　なんか……人間不信になりそう。

　伊い織おりは工兵の恐怖に気づいた様よう子すもなく泣き顔を作り続けている。一体どう反応すべきか、迷っていると不意に傍かたわらで声が上がった。

「なんとかすれば──いいんですよね」

　視し線せんが集まる。室むろ見みがうつむいたままつぶやいていた。掌てのひらを膝ひざ上うえで重ね無表情にテーブルを見つめている。伊織は瞬まばたきした。

「……そりゃなんとかしてもらえればありがたいけど。……でも難むずかしいんでしょ？」

「桜坂さん一人ひとりなら難しいかもしれませんけど、……私も一いつ緒しよにやりますから」

　つっと室見の顔が上向く。鳶とび色いろの瞳ひとみが真正面に伊織を見み据すえた。

「みんなで頑がん張ばれば……きっとうまくいくと思います」

「そ……そう」

　伊織は気け圧おされた様子で口ごもった。表情に混乱の色がある。彼女はしばらく沈ちん黙もくした後、綻ほころびを繕つくろうように笑った。

「な、なら頑張ってもらおうかしら。あはは、桜坂君の後こう輩はいって結構前向きだね。怖い物知らずっていうか。私も見習いたいなぁ」

　じゃあもう、すぐ作業する？

　逃げるように立ち上がりかけた伊い織おりを、だが室むろ見みは「あ」と押しとどめた。

「すみません、一個相そう談だんがあるんですけど」

「相談？」

　室見はうなずいた。

「今日きようのトラブルシュートって、桜さくら坂ざかさん一人ひとりじゃ絶対できない方法なんです。人手が必要というか、複数人で確かく認にんしてようやくうまくいく作業で。だから……今日一日分でかまいませんから追加のバイト代をいただけませんか？　絶対にトラブル解消してみせますから」

「追加……？」

「桜坂さん以外の作業工数──費用です」

「それは……」

　伊織の表情に露ろ骨こつな反発の色が宿る。『何言ってるの、トラブル対応で追加のお金をとろうとか、サービスとしてありえなくない？』大方そんなことを言おうとしたのだろう。だが直後、彼女の瞳ひとみに狡こう猾かつな光が宿る。

　伊織は口角を吊つり上げた。

「えーと……さっき絶対って言った？　絶対トラブル解消するって」

「はい」

「できなければどうするの？」

「私が責任とります」

「責任──」

「繫つながらない時のサポートを、私個人で請うけ負います」

　工こう兵へいは息を吞のんだ。

　室見さん……それは！

　自分が陥おちいったのと同じパターン、罠わなだった。気づいていないのか？　それとも売り言葉に買い言葉で宣言しているだけなのか。いや……まさか──と思うものの彼女の短気さを考えると否定もできない。まごつく工兵の前で伊織がだめ押しのように言葉を重ねる。

「あのね、学生さんにはまだよく分からないかもしれないけど、お金もらって成果を保証するってすごく重いことなんだよ。できなかったから『なし』とか『やっぱりやめた』とか通用しないんだからね、それは分かってる？」

「ええ、分かってます」

「このオフィスのどこでも無む線せんを繫がるようにするんだよ？　受付から窓まど際ぎわまで、机の下まで。全部全部」

「はい」

「そう、分かってるならいいんだ」

　にこやかに言った伊織の顔は凄すさまじく恐ろしいものだった。いや、なんの予備知ち識しきもなく見ていれば清すが々すがしい快活な笑え顔がおにも思えたのだろうが、彼女の裏を知った今、その表情は肉にく食しよく獣じゆうの舌なめずりにしか見えなかった。あたかも詐さ欺ぎ師しがカモを嵌はめ終わった瞬しゆん間かんのような──

「じゃあ」

　明るい声で言って伊い織おりが立ち上がる。

「早速取りかかってもらえる？　少しでも早く問題を解決したいから」

　瞬間、室むろ見みのまとう雰囲気が切り変わった。




「──了解」




　表情から神妙さが消えいつもの不敵な面おも持もちに戻る。彼女は椅い子すにもたれかかりぞんざいに足を組んだ。鞄かばんから携帯を取り出しパチンと開く。

　ダイヤル。

「もしもし、私よ。追加発注出たわ、作業に取りかかってちょうだい」

　途と端たん、受付から複数の足音が響ひびいてきた。二、三、四……いやもっといる。照明の明かりに作業着姿の集団が浮かび上がった。

「な──」

　伊織の目が見開かれる。むくつけき男達がデザイナーズオフィスを占拠していた。日焼けした肌に無精ひげ、発達した筋肉はジャケットの上からでもよく分かる。彼らは手に手にＰＣやバインダー、工こう具ぐ箱ばこを提さげ周囲を睥へい睨げいしていた。

　呆あつ気けにとられ見ていると、集団から華きや奢しやなシルエットが一つ歩み出てきた。

　グレイのパンツスーツに白のＶネック、ヌーディーなストッキングに黒のパンプスを合わせている。挑むような三さん白ぱく眼がんが特徴的な──女の子だった。彼女はまっすぐにフロアを横断してくると伊織に一礼した。

「はじめまして、扶ふ桑そう通つう建けんの薬やく院いんと申します。本日のサイト・サーベイの責任者を務めさせていただきます」

「ふ、ふそうつうけん？」

　女性はバインダーを取り出し覗のぞき込んだ。

「ご依頼内容は無む線せん状態の調ちよう査さ、チャネル・電波強度の調ちよう整せい、クライアント環かん境きようの確かく認にん・整備ですね。……こちらで間違いないですか？」

「………」

　返事がないのを了承ととらえたのか、女性はにっこり微ほほ笑えんだ。

「調査時間は一時間を予定しています。可能な限り業務のお邪じや魔まにならないよう努めますので何かあれば遠えん慮りよなくお申しつけください。本日はよろしくお願ねがいします」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

　や、薬やく院いんさん……？

　え、ちょっと待って、何これ。どうなってるの？

　混乱する工こう兵へいに一いつ瞬しゆんだけ薬院が視し線せんを合わせてきた。悪戯いたずらっぽく片目を閉じ挨あい拶さつ……って、うぉ、やっぱり本物だ。ベターメディア案件で一いつ緒しよにプロジェクトチームを組んだファシリティエンジニア、薬院加か奈な子こだった。

　傍かたわらの室むろ見みが携帯を閉じた。

「カナ、状況は以前話した通り。コンクリ壁へきでの減衰と外来波の影えい響きようが疑われるわ。干渉源として給湯スペースの電子レンジ、あとBluetoothデバイスもいくつか使われてるみたい。とりあえずスペアナで電波状況全部調しらべ上げて」

「はい、室見さん！」

　元気よく言って薬院は作業員達に向き直った。一転表情を引ひきしめ息を吸い込む。

「Ａ班AirMagnet起動！　Ｂ班電でん磁じシールドフィルム準備、Ｃ班はクライアント調ちよう査さ。徹てつ底てい的てきに干渉源潰つぶしますよ。みなさん、よろしくお願ねがいします！」

　応おうと野太い唱和。

　作業員達は飢えた狼おおかみのように椰や子しの木きフロアへ散っていった。獲え物もの──ＰＣや電子レンジを見つける度たび、取り囲んでなんだか作業している。むさぼるように、集団でついばむように──って正直かなり怖い。

　固かた唾ずを吞のむ工兵の耳に軍隊調のやりとりが届いてくる。

「野の良らＡＰ発見」

「遮しや蔽へいしろ」

「了解、遮蔽します」

「外来波検出、階下のテナントの電波と思われ」

「シールドフィルム取りつけ」

「取りつけます」

「フロア図Ｂ４エリアのＳＮＲが劣悪。出力増での対応困こん難なん」

「馬ば鹿か野郎、ＡＰ追加だ。あわせて電波調ちよう整せい実施」

「了解、追加・調整します」

　───。

　見ている前で椰子の木のオフィスが作り替えられていく。窓まど際ぎわにはシールドフィルム、スイッチから延長ケーブルが伸ばされ新規のＡＰに接続される。干渉電波の発生源と見なされた機き器きは遮蔽・隔かく離りされオフィスネットワークに影えい響きようを及ばさないようにされた。

　ほれぼれするような手際だった。

　実際順調に作業は進んだらしく、一時間と待たず薬院が戻ってきた。ノートＰＣの画面を伊い織おりに向ける。

「完了です。ご覧らんの通りフロア全域で電波状態が安定しています。今ならどこでも問題なく繫つながりますよ」

　液晶には緑と青で彩いろどられたフロアレイアウト図が表示されていた。伊い織おりは眉み間けんに皺しわを寄せ画面を覗のぞき込んだ。隅から隅まで何度も確かく認にんして口元を歪ゆがめる。

「た、試してみていいかな」

「どうぞ」

　伊織は机から自分のノートＰＣを持ってきて方々歩き回り始めた。数歩歩いてインターネットアクセス、もう数歩進んでリロード。窓まど際ぎわから受付、デスク下まで。強こわばった顔で確認していく。傍はたから見ていると、なんだか嫁の掃除をチェックする姑しゆうとめのようでもあった。だが不備は見つからなかったのか。口元に引きつった笑えみをたたえ戻ってくる。

「す、すごいね、本当ちゃんと繫がるようになってるよ。なんかスピードも速くなっているし、ページ開く時もたつかないっていうか」

「電波出力の均一化だけでなくノイズ自体も減らしてますから。エラーが起きづらい分、伝送効率はアップしていると思いますよ。あとデスクトップは５ＧＨｚ帯、ノートＰＣは２・４ＧＨｚ帯の使い分けを推すい奨しようします。分散することでアクセス集中時の輻ふく輳そうを防げますから」

　薬やく院いんはにこやかに説明した。伊織は「うんうん」とうなずきながら、だが正味のところよく分かっていないのだろう、額ひたいに汗を滲にじませている。

「ご満足いただけましたか？」

　唐とう突とつに室むろ見みの声が響ひびいた。彼女は着席したまま奇妙に優やさしげな表情を浮かべていた。伊織の目が泳ぐ。

「ま、満足っていえば……そうね、結構いいんじゃないかな」

「じゃあ追加費用、ご請せい求きゆうさせていただきますね」

　ぺらりと音を立て、室見の鞄かばんから書面が取り出される。あらかじめ準備していたのかタイトル欄らんに「ご請求書」の文字が書かれていた。

　伊織は書面を受け取り、直後血相を変えた。

「な、何よこれ!?　この費用！」

　突き返すように紙面を裏返してくる。工こう兵へいはどれどれと覗のぞき込み、瞬しゆん間かん噴ふき出しそうになった。




　・調ちよう査さ機き材ざいレンタル費：五万

　・追加アクセスポイント機器費用：十万

　・部材費：二十万

　・調査・作業費：五十万

　・技術費：十五万




　　小計：百万円




「は、は、払えるわけないでしょ!?　こんな額がく」

　伊い織おりの声は完全に裏返っていた。彼女は恐慌に近い表情で首を振った。

「何考えてるのよ、おかしいんじゃない!?　ば、ば、馬ば鹿かにしてるの!?」

「馬鹿になんかしてないわよ。作業に対する正当な対価を求めてるだけ。あなたさっき、追加のバイト代払うって言ったじゃない」

「あ、あれはあなた一人ひとりの費用だと思ったから！」

　瞬しゆん間かん、ぷつりと小さなノイズが響ひびいた。続いてややくぐもった声が響いてくる。

『今日きようのトラブルシュートって、桜さくら坂ざかさん一人じゃ絶対できない方法なんです。人手が必要というか、複数人で確かく認にんしてようやくうまくいく作業で。だから……今日一日分でかまいませんから追加のバイト代をいただけませんか？　絶対にトラブル解消してみせますから』

『追加……？』

『桜坂さん以外の作業工数──費用です』

　室むろ見みの手に銀ぎん色いろの機き械かいが現れていた。液晶画面とスピーカー……小型のＩＣレコーダーだった。

　彼女はわずかに首を傾かしげた。

「ほら、桜坂さん以外って言ってるでしょ。誰だれも私個人の作業費なんて言ってないわよ。なんなら最初から通しで聞いてみる？」

　室見の挑発的な口く調ちように伊織は歯ぎしりした。顔を真まっ赤かにして机を叩たたく。

「そ、そんなの詐さ欺ぎよ！　もともとちゃんとした見み積つもりだってもらってないんだし、あと出しでこんな明細出されても取引は無効よ。不成立、受け入れられない！」

「詐欺？　あと出し？」

　室見の目がすっとすぼまった。鳶とび色いろの瞳ひとみに初めて明めい確かくな敵意が浮かぶ。彼女は犬歯を剝むき出だしにして唸うなった。

「無む線せんＬＡＮ構こう築ちくだけの案件にあとからいくつも条件付け加えてきたのは誰だれよ。挙あげ句くにＰＣサポートやプロジェクタの面めん倒どうまで丸投げして、自分は男と温泉旅行？　そんな雌めす犬いぬがどの面つらさげて詐欺とかぬかすのよ？　ああ？」

「な……何を」

「見積もりだ明細だって正せい論ろん吐くならこっちも出るところ出るわよ。あんた自分のやったことが社会的にも通用すると思ってるの？　こっちは腕のいい法律屋がいるからね。やり合うつもりならとことん付き合うわよ、訴訟沙ざ汰たに持ち込んででもね」

「………」

　伊い織おりの顔色は赤から白、ついで青にめまぐるしく移り変わった。ややあってぶるぶると震ふるえ出す。彼女は赤あか子ごのようにいやいやをした。

「む、無理だよ……払えない、こんな額がく……社長に怒られる……」

「社長に、怒られるだぁ？」

　室むろ見みは伊織を睨にらみ上げた。片かた頰ほおを引きつらせ息がかかりそうな距きよ離りまで近寄る。

「あんたまだ状況分かってないの？　社長とうちら、どっちが怖いのよ。なんなら会社抜きで個人的にお話してもいいんだけど」

「ひっ……！」

　伊織は助けを求めるようにオフィスを見渡した。だが視界に入ってくるのは作業着姿の男性達のみ。椰や子しの木き社員達は扶ふ桑そうの集団を恐れてか、誰だれ一人ひとり積せつ極きよく的てきに関かかわってこようとしない。Ｗｉｎｄｏｗｓ９８さんに至ってはいつの間にか自席から姿を消していた。

「あんたには二つの選せん択たく肢しがあるわ」

　うろたえる伊織に室見は声がけした。眦まなじりを緩ゆるめやや柔にゆう和わな口く調ちようになっている。

「一つ、その請せい求きゆう書しよを社内で通して支払い完了させる。そうすれば私達は手を引くわ、あとはあんたと桜さくら坂ざかで個人的に話をつければいい。継けい続ぞくしてＰＣサポートさせるなりネットワークチューニングさせるなり好きにすればいいわ。私と扶ふ桑そう通つう建けんは一切関知しない」

「も……もう一つは」

「依頼をキャンセルする」

　室見は切り捨てるように言った。

「追加ＡＰ、電でん磁じフィルタ含めて回収し一時間前の状態に戻す。人の稼か働どう分ぶんは……まぁサービスにしといたげるわ。これなら請せい求きゆう書しよは取り下げてあげる。ただ──」

　室見の眼まな差ざしが鋭するどくなった。

「そっちからの申し出でネットワークをデグレさせた以上、もともとのクレームもなかったものと見なす。つまり桜坂に対するサポート依頼は今後一切受けつけない。個人的な相そう談だんもＮＧ、メールでも電話でも、あんたからの連絡は全すべて約束違反と見なす。……さぁ、どっちがいい？」

「………」

　伊織は下唇を嚙かみしめうつむいた。握りしめた拳こぶしが小刻みに震ふるえている。激はげしい憤いきどおりと屈辱、恐怖が彼女の中でない交ぜになっているようだった。

　だがどれだけ考えても答えは決まっていた。五十万の見み積つもりを通せなかった企業が百万の請求書を処理できるはずない。

　永遠とも思える沈ちん黙もくの末、彼女はうなずいた。軋きしるような声で「キャンセル……」とつぶやく。

「依頼を……キャンセルします。桜坂君には……もう……相談しません」

「本当に？」

「……はい」

　室むろ見みは満足げにうなずいた。再び鞄かばんを探り別の書面を取り出す。

「これにサインして」

　見れば書類は「誓約書」だった。「○月×日、甲（椰や子しの木き・西にし新じん伊い織おり）が乙（桜さくら坂ざか工こう兵へい）に依頼した以下作業は全すべて完了したものとし今後一切の問い合わせは行いません」……って、うわぁ、どんだけ準備いいんだよ。完全に装備・兵力を整ととのえた上での殲せん滅めつ戦せん。席についた時点でほぼ勝負はついていたということか。正直伊織が気の毒になってきた。

　書類の準備を横目に扶ふ桑そうの作業員が片づけにかかる。設置時と同じくほれぼれするような手て際ぎわでオフィスはもとの姿を取り戻していった。

　カチリ。

　とボールペンのノックが戻る音。

　伊織が投げ出すようにペンを置く。彼女は火を噴ふくような視し線せんで室見を見た。

「書いたよ……」

　室見は紙面を回収し舐なめるように確かく認にんした。二度三度読み直し満足そうにうなずく。

「よろしい、これで私達はもう無関係ね。お互い気持ちよく仕事に戻れるわ」

　行くわよ桜坂。

　短く告げて荷物を持ち上げる。工兵は慌あわてて立ち上がり彼女の背中を追いかけた。

　オフィスの中程まで来た時、不意にがたりと椅い子すの引かれる音がした。振り向くと伊織が眦まなじりを吊つり上げ立ち上がっている。視線の先に室見の頭があった。

「あ、あなた！」

　上ずった声で呼びかけてくる。頰ほおの筋肉が落ち着きなく痙けい攣れんしていた。

「バ、バイトとか大学生とか、絶対噓うそでしょ！　なんなの一体？　なんで桜坂君のためにここまでするのよ！　個人的な知り合いって何!?　親しん戚せき？　彼女？」

「……はぁ？　彼女？」

　室見は面めん倒どうくさげに向き直った。片手を腰に当て嘆息する。細い指がさぁっと髪を後ろに流した。

「本当単純な、幼稚極きわまりない思考回路ね。いい年した大人おとなが情けない。……いい、よく聞きなさい。私はね、こいつの」

　彼女はぐいと親指を胸に当て。

　背筋を伸ばし。

　どこからどう見ても女子中学生の姿で。




「上司よ！」




　誇らしげに言い放った。

　………。

「……は？」

　今度こそ完全に伊い織おりが固まった。

　予想外の回答だったのだろう。感情の消えた顔でぽかんと口をあけている。室むろ見みはふんと鼻を鳴らし歩き出した。その背中を守るように扶ふ桑そうの作業員が合流する。

「行きましょう、桜さくら坂ざかさん」

　気づけば薬やく院いんが傍かたわらに並んでいた。促うながされるまま歩き出す。一度だけ背後を確かく認にんすると伊織はまだミーティングスペースで静止していた。

　強盗にでもあったような顔だな。なんとはなしに工こう兵へいはそう思った。




　外に出ると日は丁度中天にさしかかっていた。

　まだ正午前なのか。狐きつねにつままれた思いでたたずんでいると、路上から元気のよいかけ声が聞こえてきた。

「皆さんお疲れ様でした！　今日きようは休日にわざわざありがとうございます。おかげで助かりました」

　薬院だった。

　明るい色のショートカットを日の光に輝かがやかせ歩道脇わきに直立している。彼女はパンツスーツの背筋をぴんと伸ばし作業員達を見渡した。

「スペアナとフィルタは本社に持ち帰りで、小さな荷物はこちらでタクシーを使い運びます。作業着はジャケットだけなら私に渡してください。かかった交通費は社内精算と別に申告して。あと」

　細々した注意をいくつかして彼女は言葉を切った。質問がないことを確かく認にんした後、息を吸い込む。

「では解散！」

　彼女の声に応こたえ作業員達が三々五々散っていく。数人がすれ違いざま、工兵の肩を叩たたいていった。

　……えーっと。

　正直まだよく状況がつかめていない。

　一体何がどうなってるのか？　首を傾かしげていると傍かたわらに室見が並んだ。

「あんた、ちゃんとお礼言いなさいよ。扶ふ桑そうの人達、プライベートで出で張ばってきてくれたんだから」

「へ？」

　瞬まばたきしていると前方から「室見さーん」という呼び声が聞こえてきた。パンプスの足音を響ひびかせ薬やく院いんが駆け寄ってくる。彼女ははにかんだ表情で室むろ見みを見上げた。

「室見さん！　どうでしたか？　ちゃんとできてました？」

「うん、よくやったわねカナ、えらいえらい」

　室見の小さな手が薬院の頭をなでる。薬院は「えへへー」と肩をすくめた。工こう兵へいは頰ほおを引きつらせた。

「あ、あの……すみません、二人ふたり……随ずい分ぶん仲よいんですね」

　ベターメディア案件の時はこんな関係じゃなかったはずだけど……

　だが薬院は露ろ骨こつに恐きよう縮しゆくした様よう子すで「仲よしだなんてそんな！」と反はん駁ばくした。

「私にとって室見さんは先生ですから、対等の関係じゃないです！　本当お声をかけてもらえるのも恐れ多いくらいで！」

「先生……って」

　なんじゃそりゃ。固まる工兵の肩を室見が軽く叩たたいた。

「ベターメディアの機き器き移設で先方オフィスに泊まり込んだことあったでしょ？　その時にこの子と一いつ緒しよになって、まぁ待ち時間の暇ひま潰つぶしに過去の業務内容や構こう築ちく経けい験けんを語ってたのよ。そしたら予想外に感かん激げきされちゃって。以降たまにＮＷやサーバ技術をレクチャーしてるのよ。お茶とか食事しながら」

「はぁ……」

　そういえばプロジェクト中ちゆう盤ばんだったか、薬院からやたら室見さんを褒ほめるメールが来てたっけ。一体何があったのかと思ったが、なるほどそういうきっかけがあったのか。

　しかしこれ尊敬通り越して……崇すう拝はいっぽくないか？

　やたら目がキラキラしてるし、頭なでられて喜んでるし。ほっぺたとかほんのり赤くなってるし。

（……舎弟？）

　つぶやいてから慄りつ然ぜんとする。

　なんてこった。……よりにもよってこの狂犬上司を親分と奉たてまつるなんて。薬彼院女の健全な精神にどんな悪あく影えい響きようが出るか分かったものでない。

　そりゃまぁ確たしかに室見さんは兄貴肌なところもあるけど。だからって……ねぇ？

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りをドライバーとリボンカチューシャ装備の薬院が過よぎる。崇拝のあまりペアルックで……暴ぼう力りよく的てきなところまで似通って……って、うわあああ。

　首を振り恐怖を払う。工兵は深呼吸し口く調ちようを切り替えた。

「で……あの、ひょっとして室見さんが薬院さんに頼み込んで扶ふ桑そうの方々に一ひと芝しば居い打ってもらったんですか？」

「そうよ」

　室見はあっさりとうなずいた。

「あの手のたかり屋は言葉でやり合っても埒らちあかないしね。一いつ旦たん完かん璧ぺきに仕事をやりとげてからかかるコストを見せつける。自分達の要求がどれだけ法外なものか思い知らせた方がいいのよ。そのためには扶ふ桑そう通つう建けんみたいな電設会社の手を借りるのが一番ってわけ。ルータの設定作業量は『知らない分からない』で突っぱねられても、工事の作業ボリュームまで見てとぼけられないでしょ」

「なるほど……あ、でも」

　工こう兵へいは狼ろう狽ばいした。

「どうすんですか、作業費や部材費用。いくらプライベートだからってあれだけの人数、ただ働きさせていいわけないでしょう。お金、払わないと」

「いいんですよ」
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　詰め寄る工兵の口元に薬やく院いんは指を立てた。薄うすい唇が微笑の形に歪ゆがむ。

「エンジニアを馬ば鹿かにする人間は会社を問わず私達の敵です。今日きようのメンバーも自由参加で集まったんですよ？　他人を利用することしか頭にない、勘違い女こらしめたいんですけどって呼びかけたら」

「それは……」

　怖いな。

　怯おびえる工兵に「それに」と薬院は続けた。三さん白ぱく眼がんを緩ゆるめやや優やさしげな表情となる。

「自分達のＰＭを虚こ仮けにされて黙だまってられるほど、我われ々われは我が慢まん強くありませんから」




　……え？




　薬やく院いんが身体からだを引く。絶句する工こう兵へいの前で彼女は室むろ見みに向き直り一礼した。

「じゃあ私も引き上げます。今日きようはお声がけいただいてありがとうございました」

「ううん、休日に悪かったわね。また暇を見つけて食事行きましょう」

「はい、よろこんで！」

　嬉うれしげに言って薬院は離はなれていった。

　工兵は呆ぼう然ぜんと彼女の細い背中を見送っていた。やや遅れて胸中に感動がこみ上げてくる。ＰＭ……ＰＭか。わずか数ヶ月一いつ緒しよに仕事しただけなのに、彼女達は我わがことのように工兵を案じてくれる、怒ってくれる。

（プライベートに……あれだけの稼か働どうを割さいて）

　ほぉっと溜ため息いきを一回、空を見上げる。心なし空気が澄すみ渡っているように思えた。気分がいい。工兵は内心の喜びに突き動かされるまま、室見に今の心情を分かち合おうとした。

　だが──

「む、室見さん？」

　小柄な少女は凶相に近い表情で工兵を睨にらみつけていた。細い眉まゆを急角度で吊つり上げ頰ほお肉にくを引きつらせている。怒ってる。彼女は間違いなくキレかけていた。

「あ、あの……何か僕やらかしちゃいました？」

「何か……やらかしたかだぁ？」

　室見はぎりっと歯ぎしりした。

　鳶とび色いろの瞳ひとみに明めい確かくな怒りの感情が宿る。彼女は片手を振り下ろした。

「お金払わないでいいって言われて、はいそうですかじゃないでしょ!?　バイト代の一部でも渡して飲み代にしてもらいなさいよ！　気が利きかないわね！」

　あ……確たしかに。言われてみれば。

「とっととカナを追いかける！　急いで！」

「は、はい！」

「全速力！」

　つんのめるようにダッシュする。薬院の歩みは存外速く、ようやく追いついたのは表おもて参さん道どう駅えきの改札手前だった。固辞する彼女にお金を押しつけようとすること数十秒、財布を取り出そうとして工兵ははっと気づいた。

　財布……鞄かばんに忘れてきた。

　慌あわてて取りに戻る。待ち構えていた室見にこっぴどく叱しかられたのは言うまでもない。
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　今回の結末。

　どこからどう伝わったのか、伊い織おりの悪評は同期中に広まり「自分もやられた」「そういえば俺おれも」「マジかよ、俺もだ」という声が聞こえてきた。まぁいい年した大人おとな同士、無視や絶交なんて子供じみた真ま似ねはしないだろうが、彼女の名前は要注意人物として長く同期の胸に刻まれることだろう。

　結局、あのあと伊織は椰や子しの木きも辞めてしまったらしい。もともと細かな仕事を嫌いやがり同どう僚りようにタスクを押しつけていたようだからまったくもって自業自得といったところか。ただ代わりに就しゆう職しよくした会社が昨今上り調ちよう子しの通販ベンチャーで、目指していた仕事──バイヤー業務ができるようになったというから人生何が幸いするか分からない。個人的には数少ない同期でもあるし、自分と関かかわらない場所でならいくらでも幸せになってもらいたいと思う。いや……本当、こちらと関係ない世界で、という但ただし書がきつきだけど。

　ちなみにあの事件を境に何度か薬やく院いんとメールしたが（主にお礼と謝しや罪ざい目的で）一度だけおかしなやりとりがあった。

『桜さくら坂ざかさん、室むろ見みさんのことどう思ってるんですか？』

　どうって……

　工こう兵へいは首を傾かしげつつ返信した。

　尊敬すべき上司ですよ？　かなりおっかないけど。

　そう返すと薬院は『ふふ』とタイプした後、絵文字つきで次のような文面を送ってきた。

『今回の件、経緯いきさつ聞いて私達もたいがいムカつきましたけど、一番怒ってたの室見さんなんですよ。「桜坂になんてことするんだ、許せない！」って。……なんでだと思います？』

　なんでって、それは彼女が以前言った通り、ＯＪＴ担当の面めん目もくとか、他業務への影えい響きようとかそういうことだろう？

『そうですかねぇ、そうだったらいいんですけどねぇ。私としてもライバルは少ない方がいいですし』

　ライバ……ル？

『負けませんから！』

　謎なぞな宣言を残しメールは途と絶だえた。

　以降、薬院と連絡は取り合っていない。ただ同じ頃ころ、例の参考書買い出しについて室見からやたらと催さい促そくを受けた。普ふ段だんの彼女の出不精を考えればおよそ異様な熱ねつ心しんさで。それこそ傍はたで聞いているカモメが目を丸くするほどに。

　結局その週末、休日の神じん保ぼう町ちように室見と二人ふたり繰くり出した。複数の書店をはしごしながら彼女は妙に上じよう機き嫌げんだった。けして目当ての本が見つかっているわけでないのに、意気揚々と工こう兵へいを連れ回し書棚を覗のぞいている。

　一度そっと彼女の横顔をうかがってみた。

　果たして何を思いどういう意図でこれほどハイテンションに振ふる舞まっているのか。そう不ふ思し議ぎに感じたからだが。

　工兵ははっと息を吞のんだ。

　見ているこちらが嬉うれしくなるくらい爛らん漫まんに、少女は快活に微ほほ笑えんでいた。
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「それじゃあ室むろ見みさん、お願ねがいしますよ。連絡いただければいつでも参上しますから。本当遠えん慮りよなく呼びつけてください。必要ならこの前みたいに部署向けの説明会とかもやらせていただきますから」

　トイレから戻る途中、桜さくら坂ざか工こう兵へいは受付に背広姿の男性をみとめた。

　白髪で猫ねこ背ぜ気味、下しも膨ぶくれの顔にうっすらと皺しわが刻まれている。年の頃ころは五十代半ばか。物腰が低いのと目元が穏おだやかなせいでどこか好こう々こう爺や然ぜんとした印象を受ける。彼はぺこぺこと頭を下げ受付から出ていった。

「はぁあああ」

　地の底から響ひびくような溜ため息いきが聞こえる。

　小柄な少女が肩を落としていた。腰まで伸びた艶つややかな髪、ミルクのように白いすべすべの肌、すっと通った鼻筋に吊つり気味の眼まなこ、細い身体からだを白のレースキャミとプリーツスカートに包み長い足を惜しげもなくさらしている。眩まばゆいばかりの美び貌ぼう、天使と見まごうばかりの美少女だった。

　……少女？

　いや言い間違いではない本当に少女だ。

　なんで会社に年とし端はもいかない女の子がいるかって？

　うん、まぁそういう細かいことにこだわっていた時期が自分にもありました。だけど世の中不ふ思し議ぎなことがままあるものだ。いちいち気にしていたら身がもたない。

　ちなみに彼女の名前は室見立りつ華か、株式会社スルガシステムのネットワーク技術者にして工兵の上司である。彼女は薄うすい唇を半開きにし、うんざりした表情となっていた。

「どうしたんですか？　室見さん。今の人、お客さんですか」

　ハンカチをしまいながら歩みよる。室見は暗い視し線せんを工兵に投げかけた。

「客ぅ？」

　心しん底そこ嫌いやそうな口く調ちようだった。

　彼女は片目をすがめ手に持ったクリアファイルを突き出した。

「なんですか？　これ」

　首を傾かしげながらファイルを受け取る。中をめくるとカラフルなパンフレットが現れた。




　──次世代統合ルータ、グレイボックス。

　比類なきパフォーマンスと多た機き能のう性せい、先進的なミドルウェア──グレイＯＳによりエンジニアの導どう入にゆうコストを劇げき的てきに削減します。

　これまで機き能のう毎ごとに必要だったハードウェアを単一のソフトウェアに集約、一台のグレイボックスでファイアウォールからリモートアクセス、ＩＰＳまでを統合可能です。




　パンフレットを裏返す。

　エイリアンの顔をあしらったロゴに社名と思おぼしき表記が重ねられていた。

　株式会社……グレイフェイス？

「売り込みよ売り込み。新しい機械を出したからうちで使ってほしいんだって。……ったくこのクソ忙しいのに一時間近くも喋しやべっていって。いい迷めい惑わくだわ」

「でもこれよさそうじゃないですか。一台で色々できますし、値段も安いですよ。ほら、同クラスのＣＩＳＣＯルータの三分の一って」

　パンフ裏面にカラフルな棒グラフがある。ＣＩＳＣＯやジュニパー、ヤマハといったメジャープロダクツに比べこのグレイボックスはＴＣＯが三倍らしい。……ＴＣＯって何かいまいちよく分かってないけれど。

「へぇ、ソフトウェアライセンスを購こう入にゆうするだけで、どんどん機能を増やしていけるんですね。ロードバランサーや無む線せんＡＰにもなるみたいですよ、これ」

　興こう奮ふんする工こう兵へいに、だが室むろ見みは呆あきれ顔がおを向けた。

「あんたねぇ……そんなうまい話あるわけないでしょ。この手のベンチャー商品はね、宣伝文句だけ立派で実際は使い物にならないこと多いんだから」

「………？　そうなんですか？」

「そうよ、だいたい資金力や開発体制に劣る中小が先発の大企業とそうそう価格面で張り合えるかっていうの。テストを省いてるか安物の部品を使ってるか、どっちにしろロクなものじゃないわ」

　はぁ……そんなものなのか。

　工兵は小首を傾かしげた。

「じゃあ話なんか聞かなければよかったじゃないですか？　興きよう味みのない話に一時間も付き合うなんて、室見さんらしくもない」

「……私も別に聞きたくなかったわよ。ただこの人、社長の知り合いなのよね」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で名刺を手渡してくる。

　なになに……。

　工兵は目を凝こらした。

　株式会社グレイフェイス、取とり締しまり役やく営業部長・アジアパシフィック地域統括責任者・プロダクトマーケティングマネージャー、犬いぬ塚づか光みつ晴はる？

　うわ、うさんくさ……。

　またすごい肩書きだった。

　社長の知り合い……ね。なるほど、それっぽい。

「昔どこかの会社で一いつ緒しよだったらしいわ。怪あやしげなベンチャーを渡り歩いて、新しい会社に入る度たびそこの製品を売り込んでくるのよ。社長もノリだけで話するタイプでしょ？　毎回二人ふたりで盛り上がってあとは現場によろしくって流れよ。邪険に扱うとあとがややこしいから話だけは聞くけど、……ほんっと面めん倒どうくさい」

　室むろ見みは憎々しげに舌打ちした。余程嫌いやだったのだろう。残りの資料を投げ捨てるように手渡してくる。危うく取りこぼしそうになり工こう兵へいは慌あわてて身を乗り出した。

「とっと……と、じゃあこの機き械かいはもう使わないってことですか？　ＣＩＳＣＯのかわりに提案したりしない？」

「何よあんた、興きよう味みあるの？」

「興味っていうか……なんというか」

　パンフレットに視し線せんを落とす。グレイのスタイリッシュな筐きよう体たい、飛行機の操そう縦じゆう席せきを思わせるウェブインタフェース。何よりこれ一台でルーティングからファイアウォールまでなんでもこなせるという万能性──

　……白状しよう、ちょっと格好よいと思った。

　構成を組み替えることで別用途に使えるところとか、なんとなく変形合体メカっぽくもある。子供時代の好奇心やワクワク感を呼び起こされ工兵は目を輝かがやかせた。

　……そうかぁ、使わないのか。もったいないなぁ。ちょっとくらい試ためしてみてもいいのになぁ。

　別れを惜しむようにパンフレットを眺めていると不意に室見がつぶやいた。

「いいわよ別に、検証くらいしても」

「……え？」

　工兵は目をしばたたいた。

「検証機無料で貸し出してくれるって言ってたから。一、二週間借りて試してみればいいんじゃない？　本当に使い物になるかどうか」

「い、いいんですか？」

　予想外の言葉に訊たずね返す。室見は首を傾けた。

「理由もなしに使えないって言うと犬いぬ塚づかさん食い下がってくるから。ちゃんと検証してＮＧなら向こうも文句ないだろうし」

「ＮＧ前提ですか……」

「そのかわりあんたが自力で検証するのよ。私は一切サポートしないから。一人ひとりで調しらべて結けつ論ろんを出すこと。あと作業は当然業務時間外にやるのよ？　あんたが好きでやる話なんだから」

「はい、それはもちろん」

　力強くうなずきパンフレットを見返す。気づけば鼻び腔こうが広がり唇の端が持ち上がっていた。

　室むろ見みは呆あきれ顔がおで工こう兵へいを見た。

「物好きねぇ」と言わんばかりの表情だった。
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　検けん証しよう機きは二日と待たず届いた。

　古びた段だんボール箱ばこに『われもの注意』『天地無用』のシールがべたべた貼はりつけられている。工兵はラボルームに箱を運ぶと長机の上に置き額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　さて……と。

　探るように周囲を見渡す。

　室見の姿はない。先さき程ほど藤ふじ崎さきさんに呼ばれていたから何か打ち合わせでもしているのかもしれない。丁度よかった、まだ日中だけど梱こん包ぽうだけほどいてしまうか。検証は……うん、ちゃんと業務時間が終わるまで待つよ？

　ほどくだけ、ほどくだけね。

　言いい訳わけがましくつぶやきカッターを取り上げる。梱包テープに切り込みを入ればりばりと箱を開いていった。中にはプチプチと段ボールの緩かん衝しよう材ざい、ライセンスシート、ラックマウント用の部材が入っている。あたかもクリスマスプレゼントを与えられた子供のように工兵は猛もう然ぜんと包みを解いていった。

　………。

　ほどなく渋しぶいグレイの金属面が現れる。真新しいビニールと機械の匂におい。工兵は筐きよう体たいを取り上げ照明にかざした。

　写真とはまた違うずっしりと高級感のある外がい観かんだった。メッシュ状の排気口に虫の複ふく眼がんを思わせるＬＥＤ。びっしり高密度に並べられたイーサネットポートはあたかもロケットランチャーのようで工兵の男の子心をくすぐってくる。

　筐体背面にMANAGEMENTと書かれたポートがあった。……普通のイーサケーブルで接続できそうだけど、ひょっとしてここにＰＣ繫つないだら設定できちゃったりするのかな？

　もう一度周囲を見渡す。

　室見は……まだ帰ってこない。

　小さく首を傾け、うーんと唸うなる。

　輸ゆ送そう中ちゆうに機械が壊こわれちゃうことってあるよね。落としたりどこかにぶつけたりとかで。念のため今のうちに起動確かく認にんだけしとくべきかな？　検証機材を壊したとなれば後々面めん倒どうだし。

　うんとうなずいて筐体を卓上に置いた。

　ノートＰＣとケーブルを引き寄せ接続する。電源オン、ブゥンと低いファン音が周囲に響ひびいた。

　えーっと……で、どうするんだ。

　勢い込んで繫つないだものの具体的なアクセス手順が分からない。イーサケーブルを使っているからＰＣに固定ＩＰを振りそれでｔｅｌｎｅｔするのか？　といっても、どのＩＰを設定すればいいのやら。

　視し線せんをさまよわせていると、ふっとライセンスシートの下にもう一枚紙を認めた。タイトルにインストレーションガイドの文字が見える。工こう兵へいは書類を取り上げた。

　……なになに、グレイボックスはMANAGEMENTポートでＤＨＣＰサーバを動作させています。ユーザーはブラウザでグレイボックスのアドレス（１９２・１６８・０・１）に接続するだけで設定画面にアクセス可能です──

　へぇ……要は特別な準備なしにＰＣを繫ぐだけで設定可能ということか。なるほど、よくできている。

　工兵はＰＣのクイック起動メニューからブラウザを立ち上げた。ロケーションバーに１９２・１６８・０・１と入力、リターンキーを押す。

　さぁ、どんな画面が出てくるかな。

　わくわくしながら待っていると不意にぷつんと妙な音がした。

　グレイボックスのＬＥＤが消えファンの音が途と切ぎれる。電源が切れていた。

　工兵は目をまたたいた。




　……はい？
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「……はい、……はい。……あ、そういうことなんですか？　……ええ、まぁ確たしかに書いてはありますけど。……ええ、分かりました。気をつけます。……はい、では失礼します」

　首を捻ひねりつつ工兵は電話を切った。

　昼下がりのラボルーム、窓からの光が室内を明るく照らしている。午前中の修しゆ羅ら場ばも一息つきオフィスはつかのまの静せい寂じやくに満たされていた。ともすれば眠り込みそうになる空気の中で、甲かん高だかいファン音だけが断続的に工兵の聴ちよう覚かくを刺し激げきする。工兵は音の源──卓上のグレイボックスをしげしげと見下ろした。

「どうしたの？」

　長机の向こうで室むろ見みが顔を上げた。両手をキーボードに這はわせたまま怪け訝げんな表情になっている。工兵は口元をへの字に折り曲げた。

「いえ、犬いぬ塚づかさんから電話だったんですけど。グレイボックスの件で」

「犬塚さんから？」

　こくりとうなずく。

「昨日きのうの夜、問い合わせメール投げてたんですよ。このグレイボックス、ＰＣ繫つないで設定画面開こうとしたら電源が落ちちゃったんで、故障しているんじゃないかと思って」

「……そうしたら？」

「仕様ですって」

「仕様？」

　室むろ見みは口を半開きにした。細い眉まゆをひそめ露ろ骨こつな不ふ機き嫌げん顔がおになる。

「どこの世界に設定しようとしただけで電源の落ちる『仕様』があるのよ。商売敵がたきに進呈して業務妨害でもしろって言うの？」

「いや、いや電源断が仕様っていうんじゃなくてですね。ええっと、サポートされているブラウザでアクセスしないとＯＳがリブートしたりハングアップしたりするんですって」

　工こう兵へいはインストレーションガイドを室見に渡した。

　シートの裏面、右下の注意事項に指を這はわせる。室見は眉まゆ尻じりを持ち上げ覗のぞき込んだ。

「んー……？　本機器の管理インタフェースはInternet Explorer ×以降をサポートします。サポートされていないブラウザでのアクセスは予期せぬ動作を引き起こす恐れがあります。……って予期せぬ動作がリブートやハングアップ？」

「みたいですね」

　室見は「はぁ」と呆あきれたような声を上げた。

「で？　あんた何か変なブラウザ使ったの？　Mosaicとかネスケの４・０とか」

「なんですかそれ。……別におかしなもの使ってませんよ。普通にFirefoxでアクセスしただけです」

　室見は今度こそ蔑さげすみも露あらわな表情になった。インストレーションガイドを投げ出し椅い子すにもたれかかる。細い足がぞんざいに組まれた。

「検証以前の問題ね、使い物にならないわそんな機械。ユーザーのデフォルトブラウザが分からない以上、サポート外のアクセスはシステム側でリジェクトするべきよ。ロクにソフトの対策も取らずユーザーの注意を求めるなんて……本当、お話にならない」

　彼女は小さくあくびして、うーんと身体からだを伸ばした。

「もういいでしょ、犬塚さんの持ってくる機械はそんなのばっかりよ。とっとと送り返しましょう、時間の無む駄だ」

「……え」

　工兵は顔を上げた。予想外の台詞せりふだった。送り返す？　まだ何もしていないのに？

「いや……いやちょっと待ってくださいよ。もう少し弄いじってみてもいいんじゃないですか？　折せつ角かくここまで準備したんだし」

「はぁ？　あんたまだ懲こりないの？　言っとくけどね。どんなに機き能のうがよくったってそんな妙な仕様のある機械、絶対にうちじゃ採用できないわよ」

「……それは……分かってます」

　分かってるけれど、でも。

　名残なごり惜しさ全開でグレイボックスを見下ろす。

　つや消しグレイの筐きよう体たいは照明を浴び鈍にぶい光を放っている。写真だとよく分からなかったが機体背面に二つ銀ぎん色いろの拡張ベイが並んでいた。ここに無む線せんＬＡＮアンテナやモバイルカードを差し込むことでワイヤレス機能を付加できるらしい。犬いぬ塚づかさんが電話で言っていたっけ。将来的には大容量のＳＳＤカードをベイに装備、オンラインストレージとして使うことも考えているとか。

　惜しいなぁ、……本当なんと言うか、もったいないなぁ。

　余程情けない顔をしていたのだろう。室むろ見みは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になった。

「ああ……もう。そんなに弄いじりたいなら弄ればいいわよ。別にあんたがプライベートの時間をどう使おうと知ったこっちゃないんだし。ただ私は警けい告こくしたわよ。時間の無む駄だ、さっさと送り返した方がよいって」

「はい……はい分かってます」

　気弱げにうなずきながら、だが工兵は胸をなで下ろしていた。

　そう、問題が見つかったと言ってもまだ一つだけなのだ。犬塚さん曰いわく、使い勝手の悪い部分はリクエストをもらえれば開発部隊にフィードバックしてくれるとのことだった。推すい奨しようブラウザ以外の部分──機能や操そう作さ性せいさえよければまだ十分使ってみる価値はある。

　そうだな、……とりあえず今日きようはインタフェースの設定をして、簡かん単たんなルーティングができるかテスト環かん境きようを組んでみて。

　気づけば就しゆう業ぎよう時間後の検証に考えを巡らしていた。室見はそんな工兵を薄うす気き味み悪そうに眺めていた。

「警告したからね」

　投げ捨てるように言って彼女は自身の作業に戻った。




　悪くない、悪くないじゃないか。

　夜十時、工兵はラボルームで一人ひとりほくそえんでいた。

　いや正せい確かくに言えば一人ではない。テーブルの横で室見が横たわっている。椅い子すを三つ繫つなげ急ごしらえのベッドを作り仮眠していた。寝ね相ぞうが悪いせいか、右手と右足が椅子からはみ出ている。ミニスカートの裾すそから生白い内うち股ももがちらちらと垣かい間ま見みえていた。

　相も変わらずの無防備っぷり、いつもならここで集中力を乱され、彼女の姿勢を直そうと手を尽くすところだ。だが今日きようの工こう兵へいに隙すきはない。心は澄すんだ湖面のように静まりかえり一切の雑念は浮かんでこなかった。

　彼の思考はただ一つ、灰はい色いろの筐きよう体たいに向けられている。

　何本ものケーブルに繫つながれＬＥＤを激はげしく明滅させる金属の塊かたまり、グレイボックス。

　工兵はブラウザからフィルタ設定を変更、別画面でパケットの流れをモニタした。新たなアクセス制御ルールに従い一部の通信は遮しや断だん。トラフィックフローを示す線せんが途と絶だえる。ふむふむとうなずいてから再度ルールを変更、通信を復旧させる。間かん髪ぱつ入いれずＧＵＩ上の線が復活した。

　おもしろい……

　グレイＯＳのインタフェースは秀しゆう逸いつだった。直感的な使用感、グラフィカルな設定・操そう作さ画面。何より打てば響ひびくように結果を返すステータスウィンドウ。確たしかにブラウザの縛しばりは理不尽だったが、そこさえ我が慢まんすれば十二分に使える機き械かいだった。

　ちらと視線を横にやる。室むろ見みのスカートはきわどいところまでまくれ上がり、少しでも視線をずらせばその先が見えてしまいそうだった。……だが工兵はニヒルに首を振る。ふふ、今の自分にあんな眺めはなんの意味もない。たとえるならば荒野で悪あく魔まの誘ゆう惑わくを退けたイエス・キリストの心境だった。

　……これが──悟りか。

　呻うめくようにつぶやく。

　いや、生身の女の子より機械に興こう奮ふんしている時点で立派に変態な気もするが。そんな些さ末まつ事じに囚とらわれることなく工兵は新しい通信を開始した。

　片端の端末にＦＴＰサーバが立ち上がっているのを確かく認にんし、もう一方の端末でｍｇｅｔコマンドを投入する。

　──これで少し様よう子すを見るか。

　十分くらいトラフィックを流しインタフェースエラーの有う無むや通信速度を計測するつもりだった。二時間近く機器と向き合っているからここらで一度休きゆう憩けいも挟はさみたい。工兵は軽く伸びをして席を立った。

「室見さーん、ちょっと飲み物買ってきますね」

　返事を期待せず声がけする。案あんの定じよう彼女はごろりと転がっただけでまともな反応を返さなかった。動いた弾はずみにキャミソールの肩かた紐ひもがずれ薄うすい肩けん胛こう骨こつが露あらわになる。……ああ、もうなんというかこの人はまったく。

　首を振りながら工兵はラボを出た。人ひと気けのないオフィスを抜け廊下に。さすがに時間が時間なため周囲はしんと静まりかえっていた。

　さぁてあとはどんな検証をしようかなぁ、終電まであと二時間。もう一回くらい構成を変えデータ取得する時間はある。胸を弾ませながら廊下の角を曲がった時だった。

「む？」

「わ」

　危うく向こうから来た人とぶつかりそうになった。考えごとをしていたせいだろう、避よけるのが遅れ一いつ瞬しゆん肩が触れ合った。

「あ、すみません……って、え」

　相手の顔を見て凍こおりつく。赤しやく銅どう色いろの肌、綺き麗れいにはげ上がった頭、鼻の下を覆おおうちょびひげ──

「しゃ、社長？」

　見間違えようもない。スルガシステム社長、六ろつ本ぽん松まつ健たけ造ぞうだった。六本松は工こう兵へいの顔を見て目を見開いた。

「おう桜橋君じゃないか。どうした、そんなぼんやりした顔をして。体たい調ちようでも悪いのか」

　あいかわらずさらりと人の名前を間違えてくれる。今いま更さら指摘するのも微妙なので工兵は特に訂正することなく頭を下げた。

「……いえ、すみません、ちょっと考えごとをしてたんで」

「考えごと？　いかん、いかんな。暇ひまなのか、考える暇があったら手を動かしたまえ。丁度よい、ＳＥ部に頼みたい仕事が一つ、二つ──」

「ああ、忙しい！　急に手を動かしたくなってきました！　くっ、鎮しずまれ僕の手！　まだお前の出番じゃない！」

　一人ひとり邪じや気き眼がんごっこに興きようじてみるも社長はきょとんとしている。……だめか、このネタは年代的に通じないらしい。

　仕方なく口く調ちようをあらためる。

「あれですよ、社長のお知り合い──犬いぬ塚づかさんから来た機き械かいの検証をしているんです」

「機械？」

「グレイボックスですよ。ソフトウェアライセンスだけでどんどん機能を増やしていけるってルータ」

　社長は「おお」と手を叩たたいた。

「あれか、うむ、あれはなかなかよさそうだったなぁ。犬塚も自信ありげに押していたし。……で？　どうだ、使えそうか」

「使えるかどうかはまだ分かりませんけど……面おも白しろそうな機械ですよ。操そう作さ性せいもいいですし」

「ふむ？」

　社長は考える目になった。「……そうか、面白いのか。ふむ」低い声でつぶやき何度もうなずく。よかった……話が逸それてくれた。工兵は胸をなで下ろした。

「じゃあ作業が残っているので行きますね。お疲れ様です」

　おうお疲れ、と社長が答える。工兵は足早にその場を離はなれた。

　瞬しゆん間かん、ぷつりと音を立てて靴くつ紐ひもが切れた。

　慌あわてて押えようとかがみ込んだ刹せつ那な、今度は胸ポケットから携帯が落ちる。ガシャリと嫌いやな音を立て真新しい液晶に疵きずが入った。

　……え？

　何この不吉を絵に描かいたようなシチュエーション。自分は危うく危き機きを脱したはず──だよね？

　不安も露あらわに周囲を見渡す。

　にゃぁと、どこからか猫の鳴き声が響ひびいてきたように思えた。
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「さ、桜さくら坂ざかあああああ！」

　ものすごい怒ど声せいが朝のラボルームに響ひびいた。

　へ？　と振り向く間もなく跳とび蹴げりを食らう。顔面から床ゆかに衝しよう突とつし持っていた書類を取り落とした。どんと背中に重みがかかる。肩越しに仰あおぎ見るとらんらんと輝かがやく鳶とび色いろの眼めがあった。長く艶つやややかな栗くり色いろの髪、薄うすく小さな唇、丸みを帯びた頰ほおは薔ば薇らのように紅こう潮ちようし、耳の先まで真まっ赤かに染まっている。室むろ見みだった。

[image: ]

　彼女は右手に持ったドライバーを高々と振りかざした。

「あ、あんたって人は！　なんてことしてくれるのよ。この糞くそ忙いそがしいのに、嫌いやがらせ!?　なんか私に恨うらみでもあるの!?」

「な、なんですか一体、……わけが分かりませんよ。僕が何をしたって言うんですか」

「何をした……だぁ？」

　ドンと鈍にび色いろの光が視界をかすめる。眼球のわずか数ミリ先にドライバーが突き立っていた。慌てて口をつぐむ。おおぉ……、怒ってる。マジギレだ。

「朝一番で社長に言われたわよ、グレイボックスの検証結果が良好みたいだから早速客に提案、一件受注してきたって。どういうことか聞いたら、あんた余計なこと言ったそうじゃない。グレイボックスは素す晴ばらしいルータだとかなんとか」

「い、言ってませんよそんな！　検証中だってちゃんと説明しましたし、使い物になるかどうか分からないって伝えました。……ああ、操そう作さ性せいは悪くないかもって言いましたけど」

「……っ！　そ、れ、よ、そ、れ！　いい？　あの社長はね、百個問題があっても一個よいところを見つけた瞬しゆん間かん、平気で商しよう談だんを進める脳天気なのよ。あいつには絶対前向きな単語を言っちゃだめ。操作性が悪くない──ですって？　そんなミシュランの三つ星みたいな評価与えて、自殺行為もいいところだわ。他ほかに余計なこと言ってないでしょうね」

　工こう兵へいは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ああ……そういえば面おも白しろそうな機き械かいだって言ったかも」

「死ねぇえええ！」

「ぐっ!?　ちょっ、ちょっと室むろ見みさん、後ろから首絞しめないでください！　気道が、気道が！」

　必死で身をよじり縛いましめから逃れる。肩で息をつき壁かべ際ぎわに後じさった。

「む、室見さんはそんなに嫌いますけど。あれ別に悪い機械じゃないですよ。ブラウザの縛しばりさえ我が慢まんすれば設定画面も分かりやすいですし、パフォーマンスもそんなに悪くないですよ」

「あんたみたいな素人しろうとの検証結果なんて信じられるもんですか。どうせ通り一いつ遍ぺんのいい加減なテストしかしてないんでしょ」

「そんなことないですよ。ほらちゃんとＥＸＣＥＬで検証項目リストも作っていますし、昨日きのうからトラフィック流しっぱなしでエイジング試し験けんも──」

　長机に歩みよりノートＰＣを引き寄せる。画面ロックを外しｐｉｎｇ実行中のコマンドプロンプトを突きつけた。だが室見は眉まゆ尻じりを持ち上げた。

「止まってるじゃない」

「……へ？」

　慌あわてて画面を覗のぞき込む。黒一色のウィンドウに「Request timed out（応答なし）」の文字が並んでいた。

　え……？　あれ、そんなはずは。

　ブラウザのタブを切替えグレイＯＳの管理コンソールを表示させる。機き器きステイタスを確かく認にんしようとして、だが工こう兵へいは凍こおりついた。画面が固まっている。トラフィックグラフもメモリ表示もＣＰＵ利用率も、数時間前に更新が停止していた。

「な、なんで？」

　慌あわててタブをリロード、管理コンソールを再表示させようとする。だが画面は真まっ白しろのままいつまでたっても応答しなかった。

　つぅと冷や汗が背中を伝つたう。

　首筋がちくちくする。室むろ見みの視し線せんが痛い。

　工兵は携帯を取り上げた。

「ちょ、ちょっと犬いぬ塚づかさんに確認してみます」

　電話帳から目当ての番号を選せん択たく、数回コール音が響ひびいた後、回線が繫つながった。

『はい、グレイフェイス犬塚です』

「あ、犬塚さんですか？　スルガシステムの桜さくら坂ざかです。今よろしいですか？」

『──はい？　どうされました？』

　工兵は問題をまくしたてた。犬塚は『ふむ、ふむ』と気の抜けた相づちを打っていたが、ややあって『ああ』と声を上げた。

『それはあれですね、既き知ちの問題です』

「は？」

　……何？　なんて言った、この人。

　既知の……問題？

『十時間以上連続してトラフィックを流し続けるとメモリリークを起こしてハングアップするんですよ。一いつ瞬しゆんでも通信が途と絶だえれば問題ないんですけどねぇ。次のバージョンでは直る予定です』

「は、はぁあああ？」

　想像を絶する回答だった。通信を流し続けると落ちる？　一体どんなルータだ、それ。

『まぁほら、現実の環かん境きようでは十時間ずっと切れ目なくトラフィックが流れ続けることなんてないですから。そんなに心配することありませんよ。……ではちょっと移動中ですので、失礼します。また後ほど』

「あ、ちょっと!?　犬塚さん、犬塚さん!?」

　必死で呼びかけるが電話はもう切れていた。

　ごくりと唾つばを飲む。

　恐る恐る振り向くと半眼の室見と目が合った。彼女は腰に手を当て、顔から一切の表情を消していた。

「説明していただけるかしら？」

　嫌いやに丁てい寧ねいな口く調ちようだった。

　工こう兵へいは天てん井じようを仰あおいだ。
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「とにかくバグを洗い出すわよ！　徹てつ底てい的てきに、使っていい機き能のうといけない機能をふるい分けるの、いいわね！」

　小一時間ボコられたあと（比ひ喩ゆでもなんでもない）、工兵は室むろ見みからグレイボックスの再検証を命じられていた。

　長机に向き合わされ既存の検証項目を精査していく。もはや業務時間外も内もない。全タスク中トッププライオリティでグレイボックスのテストを行っていた。

　室見の言によれば社長の取ってきた案件──グレイボックス導どう入にゆうの納期はわずか一週間後、それまでに全すべての問題点を見つけ出し設置準備を整ととのえなければならない。しかも当とう該がい顧こ客きやくはよりによって製造系のかなり口うるさいユーザーらしかった。通信断など起こした瞬しゆん間かん、徹夜で報告書を書かされかねない。

「テストケースが足りない！　インタフェースの断はＩＰレベルと物理レベル、復旧時についても確かく認にん。アドレスはユニキャストとマルチキャスト。マルチキャストはちゃんとリンクローカルとグローバルスコープがいけるかもチェックするのよ。……ああ、もう何やってるのよ！　経路確認はtracerouteだけじゃなくてpingのレコードルートで戻りも見る、教えたでしょ!?」

　キーボードを叩たたく度たび、ケーブルをつかむ度、果ては視し線せんを動かす毎ごとに室見の怒ど声せいが飛んでくる。

　本気モードの彼女にかかれば工兵の仕事など穴だらけもいいとこ。使える部分を探す方が困こん難なんなようだった。

　工兵は必死で室見の指示についていったが、やがて室見の方が先に限界を迎えた。彼女は「もういい！」と叫び工兵から端末をひったくった。そのまま猛もう烈れつな勢いでキーボードを叩き始める。

　だが──




「な、何よ、この機械!?　ＩＰＳとリモートアクセス同時に有効化すると落ちるんだけど！」

「……ああ、なんか負荷の大きい機能は複数起動しないようにって、説明書に書いてありますね」




「ちょっと!?　今度はＯＳＰＦ有効にしただけで落ちたわよ！」

「ええっと……ＯＳＰＦを使う場合はまずインターフェースの設定しないとだめみたいです。他ほかの設定から入れていくと落ちるみたいで……」




「……っ!?　スタティック経路設定したら通信が止まるんだけど!?」

「ルーティング系の設定はプロセスの再起動を伴うみたいで……仕様ですね、これ」




　何度か同じやりとりを繰くり返した後、唐とう突とつに室むろ見みが立ち上がった。ケーブルを引ひき千ち切ぎらんばかりの勢いでグレイボックスを取り上げ走っていく。呆あつ気けにとられ見ていると彼女はがらりと窓を開け灰はい色いろの筐きよう体たいを投げ落とそうとした。

「ちょ……!?　ちょっと室見さん、何してるんですか!?」

　慌あわてて駆け寄り羽は交がい締じめにする。室見は身をよじり、両の目を血走らせた。

「は、はなせ！　この腐れルータ！　スクラップにして屑くず鉄てつ屋やに売り払ってやる！　人を馬ば鹿かにして。殺す、殺してやる！」

「お、落ち着いてください！　室見さん、それ借り物ですから！　壊こわしちゃだめです！　だめですってば！」

　………。

　なんとか窓から引ひき離はなした。グレイボックスを取り上げ背中に隠す。室見は肩で息をつきながら凶きよう暴ぼう極きわまりない視し線せんで工こう兵へいを見上げた。

「……で、どうするのよあんた、こんな使い物にならない機き械かい抱えて。とてもじゃないけどあと一週間で導どう入にゆう準備なんかできないわよ」

「い、犬いぬ塚づかさんからなんとか社長に説明してもらえないですかね？　今の状態じゃとても客先に入れられないって」

「無む駄だよ。あの人達にとったらバグや不具合なんてささいなことにすぎないんだから。どんだけバギーな機械だってエンジニアさえついていれば使いこなせる──現場で運用できると思ってるのよ」

　……マジですか。

　工兵は懸けん命めいに思考を巡らせた。

「わ、分かりました。こうしましょう。来週頭にＯＳ部の監かん視しルータを一台ＤＣから引き上げてきますよね？　ヤマハの……ＲＴＸでしたっけ。今回の案件、暫ざん定てい的てきにあれで対応しましょう。で、グレイボックスがまともに動くようになったらそっちに置き換える感じで」

　室見が愁しゆう眉びを開いた。「おお」と感嘆の声を漏もらす。

「冴さえてるじゃない桜さくら坂ざか。いいわ、それなら顧こ客きやくの納期も守れるしうちらもリスクを最小化できる」

「でしょう、ＲＴＸなら検証済みの設定もありますし今回みたいな短納期案件でも十分対応できますよ。あとは……ああ、そうだ。トラフィックモニタやＣＰＵ使用率監視を有効にしておけば──」

　ＲＴＸで実じつ環かん境きようの負荷を測定。そもそも本案件が本当にグレイボックスで対応可能なものか検証できる。データで調しらべられる。場合によっては性能的に導どう入にゆう不可という判断を下せるかもしれなかった。

　ほらＲＴＸだからこれだけの負荷に耐えられてるけど、グレイボックスはどうですか？　ＣＰＵ負荷とかすぐ１００％いっちゃうんじゃないですか？　トラフィックの処理性能も全然足りないでしょう。結けつ論ろん無理、今の時点でグレイボックスは本案件に入れられません──

　おおお、いい。いいじゃないか。是ぜ非ひその方向性で！　来週頭にＲＴＸ借り受け＆導入！

　声を明るくし言いかけた瞬しゆん間かん、だが不意に内ない線せんが鳴なり響ひびいた。

　液晶の送話者ＩＤに社長室──六ろつ本ぽん松まつの表示。

　社……長……？

　瞬まばたきを一回、恐る恐る電話を取る。スピーカーをオンにし室むろ見みも通話が聞こえるようにした。

『おお私だ！　例のグレイボックス導入だがな。納品日、今週末に早められんか？』

　工こう兵へい達は顔を見合わせた。
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「ファイアウォールとリモートアクセス、同時に有効化すると落ちるのよね？　だったらリモートアクセスだけオンにして、セキュリティはルータのパケットフィルタでカバーしたらどうかしら」

「……だめです。ルータのパケットフィルタ機き能のうはＡＳＩＣ（専用チップ）を使わないので他機能とＣＰＵ食い合ってパフォーマンス不足になります」

「分かったわ。じゃあＬＡＮ側とＷＡＮ側をＮＡＴで分割して、必要な通信のみＮＡＰＴルールで通すようにすれば──」

「それもだめですね、定義できるＮＡＴのポリシー数は９９個が限界、今回の通信要件には足りません」

「……じゃあリモートアクセスをオフにする。かわりに暗号化方式をＩＰｓｅｃにしてルータのＶＰＮ機能で代だい替たいさせて」

「よく分かりませんけど……クライアントの認証はどうするんですか？　ＩＤ・パスワードのチェックとかかけられませんよ」

「ＰＣ側に証明書を入れさせる」

「無む茶ちや言わないでください」

　………。

　………。

「無理──ね」

　室むろ見みは検証資料を机に放った。椅い子すに腰かけたまま疲れ果てた表情でつぶやく。

　窓の外には泥炭のような闇やみがわだかまっている。時刻は午後十一時、納期を明明後日しあさつてに控え工こう兵へい達はまだ導どう入にゆうの目め途どをつけられずにいた。

　グレイボックスは本当に──本当にだめな機き械かいだった。見た目こそ格好いいが中のソフトはバグだらけ。ハードウェアは非力で少しでも負荷をかけた瞬しゆん間かんハングアップする。インタフェースは頻ひん繁ぱんに固まり、設定途中でコンフィグは搔かき消え、ステータス画面は実態と真逆の情報を表示する。サポートに問い合わせても答えは仕様・既き知ちのバグの一点張り。挙あげ句くに「業務時間外なので……以降の連絡は営業経由で」と諭さとされる有あり様さまだった。

　室見は恨うらめしげにグレイボックスを眺めた。ムカデ走で一人ひとり倒れたチームメイトを見るような眼まな差ざしだった。

「本当、今回ばかりはケツまくって逃げ出したい気分だわ。技術でどうこうできる次元超えてるでしょ、これ」

「……なんで訴えられないんでしょうね。ここまで実仕様とカタログスペックが違ってて」

「一つ一つの機能は単体でちゃんと動くからでしょ。複数組み合わせたら動作しないって注釈が欠けてるだけで」

「……統合ルータですよね？」

「将来的にそうなるって意思表示なんじゃないの？」

「詐さ欺ぎだ……」

「ようやく意見の一致を見たわね、桜さくら坂ざか、嬉うれしいわ」

　願ねがわくば四日前にそう認にん識しきしてほしかったところだけど。

　室見の皮肉に工兵はうなだれるしかない。ウェブインタフェースをクリックしながら上うわ目め遣づかいにうかがう。

「あの……もういいですよ？　室見さん、付き合っていただかなくても。もともと僕の失言が原因ですし。あとはこちらで片づけます。どうせうまくいかないなら怒られるのは僕一人でいいはずですし」

「そういうわけにもいかないでしょ。仕事を振られたのは私なんだから」

　ああ……そうか。

　くそっ、せめて仕事の依頼も自分宛あてに来てたら室見には迷めい惑わくかけなかったのに。

「じゃあいっそ分担しますか？　社長に怒られる役とお客さんに怒られる役」

　半ば投げやりに言うと室むろ見みは乾いた笑えみを漏もらした。

「あはは、いいわねそれ。敗戦処理の作業分担。じゃあ報告書書くのはあんたに任すわ、私書類作成系苦手だし」

「えー……謝しや罪ざい訪問とかも室見さん苦手じゃないですか。理不尽なこと言われたらすぐ反はん論ろんするし、キレちゃうし」

　それこそ室見にはグレイボックスの問題点を仔し細さいに報告書へまとめてほしかった。技術屋としてのスキルを活いかしトラブルの原因をつまびらかにする。代わりと言ってはなんだが自分はひたすら謝罪要員と化そう。怒られても怒ど鳴なられてもひたすら頭を下げ続ける。すみません、申もうし訳わけありません、ご迷めい惑わくをおかけしました。──何、叱しかられるのには慣なれている。餅もちは餅屋だ。各おの々おの得意な領域を担当、分業すれ──ば……

　………。




　分……業？




　工こう兵へいは目をまたたいた。

「……室見さん、そうだ……分業ですよ」

「は？」

　怪け訝げんそうに訊きき返される。室見の眉み間けんに深い皺しわが刻まれた。

「何言ってんのよ、本当にあんただけで謝罪訪問させるわけないでしょ。あんたの上長は私なんだから、なんらかの形で説明はしに行かないと」

「じゃなくて」

　かぶりを振りホワイトボードに向かう。マーカーペンを取り上げおもむろにネットワーク図を大書し始めた。

　室見は初め不ふ審しんげに押おし黙だまっていたが、ややあって鳶とび色いろの瞳ひとみを見開いた。息を吞のみ席から立ち上がる。

「でかした、桜さくら坂ざか」

　鼻息荒く言って携帯を取り上げる。アドレス帳を検索し発信、コール音に耳を傾けながら工兵を見み据すえた。

「あんたは犬いぬ塚づかさんに電話！　明日あしたの朝までに対応できるか確かく認にんして。必要ならタクシー使ってもいいから、急いで！」

「了解」

　短く答えて外がい線せんに取りつく。あとはもう時間との勝負だった。工兵は逸はやる気持ちを抑おさえ犬塚の携帯番号にダイヤルした。
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「メール……ＯＫ、イントラサイトＯＫ、外部サイトは……うん、ちゃんと見られなくなってますね。ＶＰＮも……問題なし。ああ、大丈夫そうですね」

　顧こ客きやく担当者が満足そうにうなずいた。

　室むろ見みと工こう兵へいは口元の笑えみを引きつらせた。内心の安あん堵どを押し殺しひたすらに平静を装よそおう。

（よかった……）

　吐と息いき混じりにつぶやき工兵は視し線せんをもたげた。顧客の傍かたわらにホワイトグレイのネットワークラックがある。見み慣なれたＣａｔａｌｙｓｔスイッチやＣＩＳＣＯルータ、Ｆ５のロードバランサに混じって銀ぎん色いろの筐きよう体たいがマウントされていた。メッシュ状の排気口と虫の複ふく眼がんを思わせるＬＥＤ、エイリアンの顔をあしらったロゴは見間違えようもない──諸悪の根源、グレイボックスだった。

　九月某ぼう日じつ、工兵達は埼さい玉たま県けん某所、顧客のデータセンターにいる。

　検証時の大おお騒さわぎはどこへやら件くだんの機き械かいは順じゆん調ちように動作している。ファイアウォールとリモートアクセスの機能も問題なく動き続けていた。ただし一台ではなく──二台で。

　両機能を同時に動かすとハングアップする。解決不能と思われたバグに対し工兵が選んだ回答はシンプルだった。役割ごとに筐体を分割する。ファイアウォール用グレイボックスとリモートアクセス用グレイボックスの二台を導どう入にゆうする。つまりは作業分担、分業だ。こうすればＣＰＵ負荷も分割され予期せぬ障害の発生確かく率りつを減らせる。よいことずくめだった。

　問題は余分の一台をどこから調達するかだが、これについては検証機を流用した。もともと先方の不具合でイリーガル構成が必要となったのだ、バグフィックスが出たら一台構成に戻すからと言って貸出期間を延長してもらった。

　まぁ犬いぬ塚づかさんとしてもグレイボックスの導入実じつ績せきを作りたかったのだろう、さほど抗あらがうことなく工兵達のリクエストを受け入れてくれた。かわりに導入事例として今回の案件の公開許可を求められたが……このあたりは社長マターだ。せいぜいエンドユーザーと調ちよう整せいしてもらうことにしよう。

「はい……はい、じゃあ問題なしということで。……待機完了、了解です」

　眼鏡めがねの中年担当者はにこやかに言ってＰＨＳを切った。相そう好ごうを緩ゆるめ工兵達に笑いかける。

「いやぁ無事終わってよかったです。初めての機械だったんで結構心配してたんですが何も問題なかったですね。さすが六ろつ本ぽん松まつさんの会社、よい仕事なさる」

「恐きよう縮しゆくです」

　工兵は冷や汗を拭ぬぐい一礼した。傍かたわらの室見は血走った目でグレイボックスを見つめている。……無理もない。昨日きのうまでのゴタゴタを考えればいつまた暴ぼう走そうするか分かったものでなかった。

（とにかく……早く引き上げよう）

　ここ二日まともに寝ていない。問題ないのならとっとと帰宅して眠りたかった。

　だが担当者は仕事の終わった解放感からか、軽やかな口く調ちようで続けてきた。

「実はねぇ、この機き械かい導どう入にゆう決めたの僕なんですよ」

「は？　そうなんですか？」

　担当者はこくりとうなずいた。ジャケットのポケットから四つ折りの紙を取り出す。広げるとＳＦ映画の宣材めいたカラフルな紙面が露あらわになった。グレイボックスのパンフだった。

「いやぁ格好いいですよねぇ。このスタイリッシュな筐きよう体たい、飛行機の操そう縦じゆう席せきみたいなウェブインタフェース。何よりこれ一台でルーティングからファイアウォールまでなんでもこなす万能性！　構成を組み替えて別の用よう途とに使えるところとか、なんとなく変形合体メカっぽくないですか？　ぶっちゃけ、僕こういうの大好きなんですよ」

「………」

　ああ……ここにも犠ぎ牲せい者しや候補が一人ひとり。まずい。これ以上被害が広がる前にパンフを強制回収、焚ふん書しよすべきじゃなかろうか。

　だが担当者は工こう兵へいの心労も知らず上じよう機き嫌げんにパンフレットを裏返した。

「最近はねぇ、どこの会社の機械も似たようなものばかりで面おも白しろくないですよね。業界が成せい熟じゆくしてきている証あかしかもしれませんけど、たまにはこういうとんがった機械が出てきてもいいと思うんですよ。……ああ、ほらこれ！　この機能！」

　担当者の指先がパンフの開発ロードマップを指し示している。

「背面ベイにＳＳＤを刺しオンラインストレージにできるって奴やつ、いいと思いませんか。いかがです？　スルガシステムさん。次のメンテナンスでこれ導入してみませんか？」

「絶対やめた方がいいです！」

　気づけば室むろ見みと二人ふたりで絶叫していた。

　顧こ客きやく担当者がきょとんと目をまたたく。

　工兵達は慌あわてて発言を繕つくろった。バグや不具合には極きよく限げん触れず、新規機能導入の困こん難なんさを説明していく。二台のグレイボックスは彼らの必死さをよそに前面のＬＥＤをピカピカときらめかせていた。
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　結局、例の社長案件以降グレイボックスはまったく売れなかった。やはり無名のベンチャー製品というところがネックになったのか。何度か引き合いは来たもののなかなか採用に至らなかった。

　あとまぁ工兵達の方で多少印象操そう作さはした。提案に赴おもむいた時とか、客先で。

　え？　グレイボックスでファイアウォール機き能のう使いたい？　それはこういう制限とああいう制約とこんな仕様があるんですけどいいですか？　リモートアクセス？　おお、それを使うにはこれとこれとあれの条件をクリアしなきゃだめですね。御おん社しやはいかがですか？　あ、だめ。なるほど、じゃあ無理ですねー。

　………。

　などなど。

　幸せは黙だまっていてもやってこない。不断の努力で戦い続ける者だけが幸福を勝ち取れるのだ。

　そんな感じで平和な日常を取り戻しかけていたある日、工こう兵へいは受付で白髪しらがの男性を見かけた。下しも膨ぶくれ気味の顔に穏おだやかな目元、好こう々こう爺や然ぜんとした外見は見誤りようもない、株式会社グレイフェイス、取とり締しまり役やく営業部長、犬いぬ塚づか光みつ晴はるだった。

　犬塚は工兵の姿を認めるなり細い目を見開いた。

　ぎょっとした。

　まさか……自分達がグレイフェイスのネガキャンしているのバレたのか？　それで直接乗り込んできて苦情を？

　うおお、やべぇえええ！

　怯おびえた表情で固まっていると犬塚はつかつか近寄ってきた。懐ふところに手を入れ何かを取り出す。

「……っ！」

　消される!?

　だが犬塚の手にあったのは黒革のケースだった。蓋ふたを開け中から白いカードを取り出す。……って、え、名刺？

「いつぞやはどうも、実はこのたび私、会社変わりまして」

　慇いん懃ぎんに言って名刺を差し出してくる。工兵はまじまじと紙面を覗のぞき込んだ。

　株式会社フラットウッズ、チーフセールスオフィサー兼マーケティングマネージャー、犬塚光晴。

「ふ、フラットウッズ……？」

　面食らう工兵に犬塚はこくりとうなずいた。

「はい、台たい湾わんでは結構上のぼり調ちよう子しの情報通信メーカーで今こ年としからグローバル展開も始めるんですよ。あ、で、こちらが取り扱い製品のパンフレットになります」

　赤基調のプリントに派は手で派手しい宣伝文句が躍おどっていた。ロゴはスペードのエース、すぐ下に１Ｕアプライアンスの写真が掲載されている。




　業界最高のコストパフォーマンス、最適化された設計と無限の拡張性。

　アプリケーションプラットフォームは新しい次元へ！　新世代統合アプライアンス『１０Ｆｅｅｔ』シリーズ、登場。




「検けん証しよう機きもお貸し出しできますので。ご興きよう味みあれば是ぜ非ひ是非」

　犬いぬ塚づかは慇いん懃ぎんに言ってパンフレットを押しつけてきた。

　工こう兵へいは心中で絶叫した。
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　桜さくら坂ざか工こう兵へいは面接が嫌いだ。

　もっと言うならトラウマになっていると言い換えてもいい。

　当然だろう、大学三年の二月から延々半年近く不合格を出され続けた。

　弊へい社しやの志望動どう機きはなんですか？　はい、御おん社しやの業務内容にやりがいを感じたからです！　不合格。

　御社の社会的ミッションに共感したからです！　不合格。

　商品やサービスに魅み力りよくを感じたからです！　不合格。

　………。

　こんなやりとりを数十回繰くり返してはどんな人間もおかしくなる。

　もしそれでも前向きに己おのれの非を認められる者がいれば、それはもうタフと言うより変人の類たぐいだろう。殴られても蹴けられても「うーん、きっとまだ自分に悪いところがあるんだろう、気をつけなきゃ」と立ち直る超人、鉄人。……いや、ただのマゾだろう。どう考えても。

　だから会社スルガへの不満云うん々ぬんにかかわらず、転てん職しよくしようという気は今のところない。確たしかに日々の仕事はきついけれど、あの悪夢をもう一度繰り返すよりはなんぼかマシだ。え？　ブラック企業？　それの何が悪いんですか、正社員すよ？　はっはー。

　まぁ幸福の多た寡かは相対的なものだから、たとえ３Ｋ職種だろうと自分さえ幸せならよいのだろう。答えの見えない面接禅問答に苦しめられるより回答のある激げき務むに追いまくられる方がマシ。これもある意味一つの信念、価か値ち観かんだ。社畜と罵ののしられようと仕方ない。自分は本当、あの就職活動という奴やつが苦手で苦手でしょうがないのだから。

　だから採用担当にその話を持ちかけられた時、工兵は耳を疑った。

「桜坂君さぁ、面接官やってくれない？」

　……へ？

　ロン毛の優やさ男おとこはにこにこしながらパーティションを覗のぞき込んでいた。シャツの第二ボタンが外され金きん鎖ぐさりのネックレスが見えている。あいかわらずチャラい。実は歌か舞ぶ伎き町ちようのホストなんだと言われても一発で信じられそうな出いで立たちだった。

「えーと……すみません、なんですか？」

　工兵はキーボードから手を放し訊たずね返した。聞き違えかと思ったのだ。

　だが採用担当は相そう好ごうを緩ゆるめ「だからぁ」と繰り返した。

「面接官だよ面接官、志望者を面めん談だんして合否判定するアレ」

「アレ」

「そう、アレ」

　指示代名詞のやりとりで互いの認にん識しきを確かく認にんし合う。工兵はしばらく沈ちん黙もくした後、首を傾かしげた。

「あのぉ……僕、新卒ですよ」

「知ってる」

「技術ですよ」

「そうだね」

「そんな門外漢が誰だれかの実力を量はかって合格不合格とか判断する？」

「そう、まさに」

　採用担当は我わが意を得たとばかりにうなずいた。片目を閉じ指で工こう兵へいを撃うつ真ま似ねをする。

「桜さくら坂ざか君に人一人ひとりの人生をバッサリ左右してほしいわけさ！」

「重っ！」

　工こう兵へいは椅い子すに背中を押しつけた。小刻みに首を振る。

「ちょ、ちょっと待ってください。いきなりなんですか。え？　どういうことです、なんで僕が面接官？」

「そんな戸と惑まどうことないよ、十数分おしゃべりするだけの簡かん単たんな仕事だから。気に入らない相手だったらすぐ会話打ちきっちゃえばいいし。あ、圧迫面接に持ち込んで向こうから帰ってもらうのもありだよ？」

　てめぇそんな意い識しきで面接してたのか!?

　憤ふん慨がいする工兵に採用担当は肩をすくめてみせた。

「ま、それは冗じよう談だんとして。実は社長の指示でね。中途採用の面接を現場の人間にやらせろってことなんだ」

「現場？」

「要は配属予定部署だよ。うちの会社、最近は人事面接のみ実施して各部署に合格者割り振ってたんだけど、どうにもミスマッチがあるんじゃないかって社長が言い出してね。そんなことないって説明したんだけど、あの人ほら言い出したら聞かないから」

「ああ……」

　確たしかに引かなさそう……。

「で、藤ふじ崎さきさんに相談したらＳＥ部は桜坂君達で対応するって話だったんで、こうして頼みに来たわけさ」

「なるほど、そういうことですか」

　聞いてしまえば比較的真まっ当とうな話だった。藤崎さん承認済みなら自分がどうこういう筋合いもない。いかんなぁ、どうもこの人相手だと身構えてしまう。また何か詐さ欺ぎに遭わされるんじゃないか、妙な約束を強しいられるんじゃないかと思って。

（しかし……面接官か）

　できるのか？　素人しろうとだぞ自分。

　工兵の不安を見て取ったのだろう、採用担当は相そう好ごうを緩ゆるめた。

「大丈夫、総務・役面は今まで通りやるから、本当にやばい人間はこっちでブロックするよ。桜坂君達はあまり細かい部分にこだわらず、現場の感覚でびびっと来た相手を上げてもらえればいいから」

「びびっ……ですか」

「そうそう、ビビーっ！　って」

　抽象的だなぁ。

　まぁあまり細かいことを言われても覚えられそうにない。感覚でよいと言うならその言葉に甘えるだけだった。

　だいいち桜さくら坂ざか君「達」ってことは一人ひとりでやるわけじゃないんだろうし。複数人で質問を補い合えば大して無む茶ちや苦く茶ちやなことにもならないだろ──う──

　………。

　ちょっと待った。

　……達？

「あの……まさかと思いますけど、僕と一いつ緒しよに面接官やるの、室むろ見みさんじゃないですよね？」

「おぉっと、少し急用を思い出したんで、僕はこのへんで」

「待ったあああああ！」

　工こう兵へいは血相を変え追いすがった。

「いや……え、何重要なこと伏せてるんですか。室見さんが面接官？　無理でしょう。誰だれも合格できませんよ。あんな常時圧迫面接の人、評価者に据すえてどうするんですか」

　ましてその横で面接官をさせられる身にもなってほしい。相手に同情・共感して胃が痛くなること請うけ合いだった。

　採用担当は「いやぁ」と頭を搔かいた。

「まさしく言う通りでねぇ。実は昔室見さんに面接やってもらったことあるんだけど、もう一時間以上技術の細かいことを質問し通しでね。しまいに相手が黙だまり込んじゃって。まぁ結局不合格になったんだけどそのあと就しゆう職しよく掲示板で大炎上」

「炎上──」

「そもそもあの子供面接官なんなの？　ってツッコミから始まって。『分からない』って言ってるのに延々突っ込まれたとか『そんなことも知らないでよくエンジニア名乗ってるわね』と罵ば倒とうされたとか、そういうやりとりを逐ちく一いちアップされちゃってね。しばらくの間応募がピタリと止まっちゃったんだよ。……いやぁあれは困った困った」

「………」

「というわけで桜坂君」

　採用担当が生き真ま面じ目めな顔で肩を叩たたいてくる。

「君のミッションは応募者が全滅しないようにすること、あとうちの評判が落ちないようにすること、以上二つ。がんばってね」

「重すぎますが！」

　工こう兵へいは顔がん面めん蒼そう白はくで採用担当の腕をつかんだ。

「いや、いややめましょうよ。僕が面接官なのはいいですけど、室むろ見みさんまでやらせる必要ないじゃないですか。せめて藤ふじ崎さきさんとか……ああそうだ、それこそ総務と僕で面めん談だんすればいいじゃないですか。室見さんはやばいです、自殺行為です！」

「僕もそう思うんだけどねぇ……」

　疲れた溜ため息いきを漏もらされる。

「社長がなんで室むろ蘭らん君が入ってないんだって、現場の意見を反映するなら彼女を入れるべきだろうって聞かなくてさ。まぁ言ってること自体は真まっ当とうだから逆らうこともできないし。……うん、諦あきらめて誰だれか犠ぎせ──フォロー役になるしかないかなって」

「犠ぎ牲せい！　今犠牲って言いかけましたか!?　ちょっと!?」

「いやだなぁ桜さくら坂ざか君、そんなこと言うわけないじゃんか。ギセ……ギゼ、そう今度の休み、ギゼーの大ピラミッドを見に行きたいと思ってるんだよ」

「苦しすぎる！」

　てかもう誤ご魔ま化かすつもりないだろう！

　必死で拒否しようとするも採用担当はのらりくらりとかわし去っていってしまった。

　一度でも真っ当な依頼と思った自分が馬ば鹿かだった……。

　工兵は頭を抱えた。




　嫌いやなことに限って早くやってくる。

　一週間後の水すい曜よう日び、工兵は室見と会かい議ぎ室しつにいた。長机を二つくっつけ簡かん易いな面談スペースを作っている。机の上にはレジュメと評価シート、筆記用具を一ひと揃そろえ置いていた。

　時間は面接開始五分前、あとしばらくすれば採用担当が応募者を連れてくるはずだった。

　工兵はミネラルウォーターをあおりちらと傍かたわらを盗み見た。

　室見が鼻息荒くレジュメを凝ぎよう視ししている。鳶とび色いろの瞳ひとみが舐なめるように記載を追っていた。

（……うわぁ、やる気満々だ）

　まずい兆候だった。

　……いや、さっきまでどちらかと言えば彼女は面めん倒どうくさそうだったのだ。「この忙しい時に」とか「採用は総務の仕事でしょ」と十秒おきに不平を漏らしていた。それがレジュメの技術キーワードを見続けていくうち表情を変え（おそらくツッコミどころを山のように見つけたのだろう）今や飢うえた狼おおかみのような目つきになっている。このまま面接に突入すれば間違いなく応募者は開始数分で撃げき沈ちんされてしまうだろう。だいたい彼女が前のめりになってよい結果を迎えた試ためしがないのだ。少し肩の力を抜かせなければ。危き機き感かんに襲おそわれレジュメを取り上げる。

「あ、室見さん、見てくださいよ。この人静しず岡おか出身なんですね。わぁ僕、ここの高校知ってる。地元の話したら盛り上がれるかも」

　場を和なごませようと思って言ったのだが。

「はぁ？　あんた何言ってるの？」

　刺すような視し線せんで睨にらまれた。彼女は口元をへの字に歪ゆがめた。

「出身地とか家族構成とか、そういう採用に関係ないこと訊きいちゃだめでしょ。個人情報保ほ護ごで問題になるわよ」

「へ？　そうなんですか」

　目をぱちくりさせる。室むろ見みは眉み間けんの皺しわを深くした。

「当たり前でしょ、審しん査さの対象になるのはあくまで応募者本人の人柄・スキルであって、周辺環かん境きようじゃないんだから。あんただって親の職しよく業ぎようや出身地で面接落とされたら嫌いやでしょ」

「それは……確たしかに」

　言われてみれば当たり前の話だった。室見は盛大な溜ため息いきを漏もらした。

「あんた……そんな初歩的な説明も受けてないの？　ったく何やってるのよ、うちの総務は。投げっぱなしで」

「………」

「しょうがないわね、じゃあちょっとだけ教えたげる。面接におけるよい質問方法」

　室見が得意げに胸を張る。工こう兵へいは首を傾かしげた。

「よい質問方法……ですか？」

「そう。じゃあ私が応募者だと思って質問してみて、志望動どう機きや転職理由・自己ＰＲは終わってるって前提で」

「はぁ」

　当惑顔で考え込む。そこまで終わっていてあと何を訊きいたらいいんだ？　個人情報……は訊いちゃだめなんだよな。えーと……じゃあ。

「ＣＩＳＣＯでネットワーク組んだことありますか？」

「あります」

「ＬＩＮＵＸのサーバ立てたことありますか？」

「あります」

「提案書とかパワーポイントで作ったことあります？」

「あります」

　………。

　えーと。

「合格……ですかね？」

「馬ば鹿か」

　拳げん固こで小突かれた。室見は苛いら立だたしげに首を振った。

「だめ、全然だめ。なってない、あんたそれ私が噓うそついてたらどうするの？」

「噓うそ？」

「ＣＩＳＣＯでネットワークを組んだことがない、サーバを立てたこともない、提案書も書いてないけどとりあえず『はい』『はい』って答えてただけとしたら？」

「そんなこと……」

　あるわけない、と否定しかけて口をつぐむ。いや……ありえるのか。就しゆう職しよく難なん民みんは藁わらにもすがる思いで内定を求めている。入社後のことはひとまずおいといて聞こえのよい回答をしてしまうかもしれなかった。

　室むろ見みが言葉を続ける。

「まぁ噓は言いすぎにしても、こちらの要求レベルと向こうの認にん識しきが異なってるなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じでしょ。たとえばＣａｔａｌｙｓｔスイッチ一台、デフォルトの設定で出荷してもＣＩＳＣＯのネットワーク組んだって言えるわけじゃない。私達的にはお話にならないけど、あんたの質問じゃそのあたりのズレを洗い出せないわよね」

「確たしかに……」

「だから質問は基本ＹＥＳ・ＮＯで答えられないものにする。たとえば『あなたの作った一番大きなネットワークについて説明してください』とか。『構こう築ちくしたサーバの用よう途と・構成を教えてください』とかね、これなら正せい確かくに相手の理解度を測れるでしょ？」

「なる……ほど」

「あとは容易に正解の分からない質問とかね。ＶＰＮトンネルのＭＴＵって１５００で設定してますか？　とか。知っている人間なら答えは『いいえ』なんだけど、分からない人は反射的に『はい』って答えちゃうでしょ。そうやって相手のレベルを確認したりね」

　ははぁ……。

　工こう兵へいは感嘆した。

　なんてこった、この人結構面接に詳しいぞ。あれれ？　ひょっとして心配なかったか？　過去の狼ろう藉ぜきはどうあれ、今回はちゃんと面接官しようとしてる？

　瞬しゆん間かん、会かい議ぎ室しつの扉がノックされた。わずかに開いた隙すき間まから採用担当が顔を見せる。

「お疲れ様、応募者さん来社されたんで、ご案内してもいいかな？」

　はい、と愛あい想そうよく答える。

　ややあって黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの気弱げな青年が入室してきた。簡かん単たんな挨あい拶さつの後、レジュメベースに業務経歴を説明、志望動どう機きや転職理由をうかがい質問タイムに入る。

　工兵は期待の眼まな差ざしで室見を見つめた。

　彼女は凜りんとした面おも持もちでレジュメを見つめていた。長い睫まつ毛げに縁取られた眼めがすっと持ち上がる。

　工兵はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

　さぁ、始まるぞ！　室見さんの超面接が！

「あなた、なんでこの機き器き構成でＯＳＰＦ使ってるの？　ネットワークバックアップ使わない理由は何？　helloの間隔は？　dead-intervalは？　まさかどっちもデフォルトで動かしてるわけじゃないでしょうね。回かい線せん品質はどのくらいを想定してたの？　センター機器の負荷は？　てかぶっちゃけこの設計が理解できないんだけど、何考えてたの？」
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（株）スルガシステム　みんなの転てん職しよく活動掲示板

　八月二十七日午前二時十四分　ムジムジさん（埼さい玉たま）

『昨日きのう受けてきました……が、正直言ってここの面接はひどいです。履り歴れき書しよの一言一言を取り上げて鬼のように責め立てられました。圧迫面接ってレベルじゃないです。なんでここまで言われなきゃいけないの？　って感じでした。結果はまだ出てませんが仮に合格しても辞退しようと思います。しばらく転職活動はお休みするつもりです。もう気分がぐちゃぐちゃ（涙）』




「桜さくら坂ざか君さぁ、困るよ。あれだけ言ったじゃない、うちの評判落とさないようにって」

　朝一番、採用担当にクレームをつけられた。

　工こう兵へいは疲れきった顔で応じていた。正直昨日はほとんど眠れていない。室むろ見みの恐ろしい質問攻勢を思い出す度たび、何度も目が覚めてしまった。いや、よくもまぁあれだけ人の心を痛めつけられるものだ。背筋が寒くなる。

　というかアレは無理だろ。止められん。

　うつむいたままかぶりを振る。

「いや、すみません。本当申もうし訳わけないです。でも正直僕には荷が重すぎました。どうか他ほかの人に役目を譲ゆずって下さい。お願ねがいします」

　つぶやくように言うと採用担当は目を丸くした。

「え、えー、何言ってるの桜坂君。そんな簡かん単たんに諦あきらめていいのかい？　まだ一回目だよ、せめてもう二、三回試ためしてもいいんじゃないかな？　何、応募者なんていくらでも代わりがいるんだし。なんだったら次の子を桜坂君のストレス解消相手に使ってもいいよ？」

「最低だこの人！」

　それで叩たたかれるの僕だろ！　嫌いやだよ、こんなことでネットデビューするの！

　上うわ目め遣づかいに採用担当を睨にらみつける。

「そんなに言うなら、じゃあせめてもう少し室見さんに注意してくださいよ。相手を貶おとしめるような発言するなって。減点主義じゃなく加点主義でいこうって」

「言って聞くような相手だと思う？」

「思いませんけど……」

　だったらなおさら僕だけに任すのやめてくれないかなぁ。正直これがあと二回も三回も続くと思っただけで胃が痛くなる。

「ていうか……藤ふじ崎さきさんは出てくれないんですか？　現場から面接官を選ぶっていうなら、あの人も十分資格ありでしょう」

「藤崎さんは……ねぇ」

　採用担当が口を濁にごす。やや憂ゆう鬱うつな様よう子すで視し線せんを逸そらした。

「ちょっと面接官向きじゃないんだよなぁ、あの人」

「？　どういうことです」

「頭がよすぎるんだよ、いや経けい験けん値ちがありすぎるっていうか」

　………？

　なんだそれ、意味が分からない。頭がよいとか経験値豊富ってどう考えてもプラス要素だろう？　首を傾かしげていると採用担当は嘆息した。

「たとえばさ、応募者が経歴説明で『ＨＵＬＦＴとＣＯＢＯＬ、ＪＣＬを使いました』って言ったとするじゃん。桜さくら坂ざか君ならどう思う？」

「どう……って、それだけじゃ全然分からないですよ。技術用語の意味とか、仕事の目的とかから説明してもらわないと」

「だよね」

　採用担当はうなずいた。

「でも藤崎さんならこう言う。『ＣＯＢＯＬを使ったってことは既存システムの拡張、改変ですね。オリジナルの文字コードがＪＥＦだから……メインフレームは富ふ士じ通つうですか？　ああＭ─１９００、やっぱり。でＨＵＬＦＴでデータ連係を行う？　文字コードをＥＵＣあたりに変えて……更新ジョブキック。なるほどなるほど、あれ大変ですよねぇ。相手先サーバのファイルアクセス権限がちゃんと設定されていなかったりして。で、結構たくさんＯＳの種類ありますけど、データウェアハウスか何か作られたんですか？　ああやっぱり！』……ってな具合で。結局全部自分で答えちゃうんだよ、あの人」

　……うわぁあ。

　それは確たしかに、面接にならない。相手がどれだけ口くち下べ手たでも勝手に理解し納なつ得とくしてしまうのだから。コミュニケーションスキル不要。難なん易い度ど最低の評価者だった。

「実際藤崎さんが面接官やって、ものすごい人数役面に上げちゃったことあってね。社長大だい激げき怒ど。二度とあいつには面接官やらせるなって言われてるんだ」

「そうだったんですか……」

　難むずかしいなぁ。片や合格させすぎ、片や応募者を全滅させる評価者。両者の中間を取り持ち本当によい人だけを上げる──か。ってそれもう新卒エンジニアの役目じゃねぇだろ。

　工こう兵へいは嘆息した。

「室むろ見みさんと面接官するしかないのは分かりました。でも今のままじゃ本当打つ手なしですよ。だってこっちが話し始める前にあの人応募者いびり出すんですから。まさか口をふさいで黙だまらせるわけにもいかないでしょう」

「唇でふさいでみたら？」

「セクハラで首にしないと約束してくれたらやりますけど」

　もっともそんな権限もらえたらまずカモメさんにアタックするが。

　採用担当は「んー」と唸うなった。珍しく真ま面じ目めな表情で考え込むこと十秒、二十秒、三十秒。不意に細い眉まゆが開かれる。

「そうだ、こうしたらどうかな？　要は室見さんの質問をマイルドにできればいいんだよね。だったら──」

　ごにょごにょと囁ささやいてくる。工こう兵へいは疑わしげに聞いていたが、内容を理解した瞬しゆん間かん瞬まばたきした。

　おお……なるほど。確たしかに……それならいけるかも。

「どうかな？」

　採用担当が莞かん爾じと微ほほ笑えむ。工兵は無言で何度もうなずいた。




「ったく、どういうことよ。取引先のエンジニアが相手だから失礼のないようにって。なんで面接官の私が転てん職しよく者しやの現職──勤め先にまで気ぃ遣つかわないといけないのよ」

　室見は不ふ機き嫌げんも露あらわに毒づいた。

　早朝の会かい議ぎ室しつ、机上にはレジュメが散らばっている。室見のペンがこつこつと応募者の顔写真を叩たたいた。

「しかも何？　ソフトウェア開発部のお客さん？　おまけに決済権限者で上層部へのコネクションを持っている？　……って、なんでそんなのがうち受けにくるのよ。しかも全然関係ないインフラ構こう築ちく部門を」

「さぁ……なんででしょうねぇ」

　工兵は苦にが笑わらいを浮かべた。

　採用担当の策はなんとか奏そう功こうしたようだった。室見は仕事の要求レベルが高い一方、ビジネスマナーにも相当のこだわりを持っている。相手が客であれば自然応対も柔らかくなるはず──と思ったが、まさしく意図通りの展開になっていた。

　……まぁもちろん、応募者は客でもなんでもないのだけど。

「アレじゃないですか。仕事で関かかわって雰囲気がよさそうな会社と思ったんじゃないですか。ただ持ってるスキルが違うから応募する部門が変わっちゃったとか、そういう話じゃないですかね？」

「ふぅん」

　室見は不ふ審しんげに言って椅い子すにもたれかかった。細い足を組み鼻から息を抜く。

「ま、いいわ。質問の仕方はどうあれ評価自体きちんとやればいい話だし、使えないなら遠えん慮りよなく不合格にするだけよ」

「あはは、それはまぁ……しょうがないですね」

　乾いた笑いを漏もらし工こう兵へいは職しよく務む経歴書を覗のぞき込んだ。

　応募者は業務経歴五年のセールスエンジニア、中規模のＳＩｅｒでグループウェアを扱っていたらしい。業務を通じてインフラ・ミドルのレイヤーに興きよう味みを持ち転職を決意したとのことだった。

　担当業務を見ると一万アカウント超の大規模グループウェア導どう入にゆうなんて記載があった。他ほかにもワークフローの分析・コンサルテーションなど、小規模だがネットワークインフラの構こう築ちくにも関かかわっていたらしい。

（……結構いいんじゃないかな？）

　やや経けい験けん分野がミスマッチなものの、一つの領域をちゃんと究きわめてきている。おそらく他分野のキャッチアップも早いのではないか。資格もＣＣＮＡやＬＰＩＣとか取ってるみたいだし。インフラの基き礎そ知ち識しきもありそうだった。

　コンコンとノックの音が響ひびく。

　採用担当が室内を覗のぞき込んだ。

「……連れてきちゃっていいかな？」

「あ、はい」

　工兵は居い住ずまいを正した。

　ややあって面おも長ながの青年が入ってきた。両目の細い公く家げっぽい顔立ち、低い鼻、癖くせのない髪がばっさり眉まゆ上うえで切きり揃そろえられている。表情に乏しいためか、どこか希き薄はくな印象の男性だった。

　彼は小さく一礼、壁かべ際ぎわに立ったまま工兵達を見渡した。

　………。

　………。

　……えーと。

「あの、じゃあ座ってください」

　放っておくといつまでも沈ちん黙もくしていそうだったので工兵は席を勧めた。

　んん……挨あい拶さつもなしとか。どうにも履り歴れき書しよのイメージと違う。この人が普ふ段だん前向きに提案やプロジェクトをしている？　客やパートナーの間に立って？　なんだろう、まったく想像がつかない。

　緊きん張ちようしてるのかな。

　疑問に思いつつ身を乗り出す。両手を組み会え釈しやく。

「じゃあまずこちらから自己紹介しますね。本日の面接官を務めさせていただくシステムエンジニアリング部の桜さくら坂ざかと申します」

「同じくシステムエンジニアリング部の室むろ見みです、よろしくお願ねがいします」

　よろしくお願いしますと男性が応こたえた。やや小さな声だが聞き取れないほどではない。工こう兵へいはレジュメを取り上げた。

「それではまず、Ｎ島じまさんの職しよく務む経歴とアピールポイントを簡かん単たんに、十分ほどで説明していただけますか」

「はい……」

　男性が背筋を伸ばした。

「えー……私は二○××年に今の会社に新卒入社しまして、最初開発部門に配属されていたんですけど、一年くらいで現在の部署に異動しまして。以来内製グループウェアの提案・導どう入にゆうに関かかわっています。現状五……いや六顧こ客きやくくらいを担当してまして、バージョンアップや問い合わせ対応を実施しています」

　ふむふむ。

「以上です」

　………。

　はい？

　工兵は目をしばたたいた。

「え、終わりですか」

「はい」

　あっけらかんとうなずかれた。そのまままた元のように黙だまり込まれる。なんだろう、百円入れて動く遊園地の遊具、あれが時間切れで停止したかのようだった。

　いや……待てよ。

　工兵は職務経歴書を見下ろした。

　アピールできそうな経歴、こんなにあるじゃんか。大規模アカウントの移行をどうやったかとか、既存アプリとの連携をどんな風ふうに進めていったとか、色々話せることあるでしょ？　なんで説明しないの？　もったいない。

　だがどれだけ待っても相手は説明を再開しようとしなかった。仕方なく工兵は質問を変えた。

「えー、じゃあＮ島さんが担当されてきた仕事の中で、一番大変だったものを教えてもらえますか？　できるだけ詳細な手順・技術ワードを含めて」

「一番……大変ですか」

　男性は困こん惑わくげにつぶやいた。細い唇を歪ゆがめ沈ちん黙もくする。

　じっと机を見つめること十数秒、そろそろ心配になった頃ころ、彼は言った。

「職務経歴書にもあると思うんですけど、……今こ年としの初めにやった一万アカウント超のグループウェア導入、あれが一番きつかったですね。とにかくユーザー数が多かったんでＥｘｃｅｌで移行状況を一つ一つ確かく認にんしてって、ステータス管理してました」

「ははぁ……その管理フォーマットをＮ島じまさんが作られた感じですか」

「いえ、管理表はリーダーが作ったんで、私は指示通りに更新してっただけです」

　作業員じゃねぇか。

「他ほかには、そのプロジェクトでどういうことをやられたんですか？」

「質問対応ですね、ユーザーさんからの問い合わせを受けて」

「回答されたんですか」

「いえ……私はパッケージの深いところまで分からないので、バックサポートの部門に投げて回答を中ちゆう継けいしてました」

　メールプロキシ……？

「ええっとですね……」

　頭痛をこらえつつつぶやく。なんとかアピールポイントを引き出さなきゃ。折せつ角かく室むろ見みさんが静かにしてくれてるんだし。

　考えろ、考えろ、考えろ。……

「あの……ご自身でスキームを作られたり技術的な対応をされたのは、この経歴書の中でどれになりますか？」

　そう、まずはそこから確かく認にんしよう。主担当になった案件が分かれば色々と深掘りできる、話を広げられる。評価ポイントもたくさん出てくるはずだった。

　だが男性は小首を傾かしげた後。

「ない……ですね」

　と答えた。

「ない!?」

「基本チームで動いてたので」

「………」

　工こう兵へいは絶句した。

　え、マジ？

　にしたってほら、担当範はん囲いとか何かあるでしょう。メールとかＤＢとか。ないの？　まさか本当に手順ベースで動いてただけ？　五年も一つの会社にいて？

　噓うそ……だろ。

　エイリアンでも見たような顔で固まっていると、男性が居い心地ごこち悪そうに身じろぎした。いかん、ショックのあまり凝ぎよう視ししてしまった。

「あー、えー、じゃあ」

　必死で気持ちを立て直す。目を皿のようにしてレジュメ確認、よさそうなキーワードを拾っていく。

　これ……は個人情報だし、これ……はさっき訊きいたし。お……これはどうだ。これならいけるだろう！

「Ｎ島じまさん、ＣＣＮＡ取られてますよね。資格勉強で学ばれた技術のうち実業務で使えそうなもの何かありますか？　なんでもいいんですけど」

　ＲＩＰでもＳＴＰでも、ほらＶＬＡＮ Ｔｒｕｎｋでもいいですよ！

　………。

　だが男性は考え込んだ後、静かに首を傾かしげた。

「いやぁ、大分前に受けた試し験けんなんで……ちょっと細かいこと忘れちゃって。……すみません、ぱっと出てこないです」

　……終わった。

　工こう兵へいは天てん井じようを仰あおいだ。
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「いや、マジありえないっすよ。面接ってある意味、自分という商品を相手に売り込むわけじゃないですか？　黙だまって宣伝もせず物が売れると思ってるんですかね。てかなんでこっちが相手のよいところ見つけてやらなきゃいけないんですか。しかも『そこ宣伝したらどうですかー』って教えてあげてるのに乗ってこないし。わけ分かんないすよ、本当何しに来たんですか、あの人」

　工兵はバンバンと長机を叩たたいた。

　昼下がりのラボルーム、室むろ見みは午前中の面接を忘れたように黙もく々もくと検証作業を続けている。机上にＬ３スイッチがうずたかく積つみ上げられていた。ぱちりとケーブルの抜ける音。彼女はコネクタをつまみながら鬱うつ陶とうしそうに工兵を見た。

「あんたさぁ、何回同じ文句繰くり返せば気がすむのよ。しつこい男は嫌われるわよ」

「そー言いますけどー」

　工兵は唇を尖とがらせた。

「なんか納なつ得とくいかないんですよね、履り歴れき書しよで散々自己アピールしといて実際に会ったらあれって。二重人格？　詐さ欺ぎみたいですよ」

「エージェントに添てん削さく受けたんでしょ、よくある話よ」

「エージェント？」

　何それ？

　室見は盛大な溜ため息いきを漏もらした。

「転てん職しよくエージェントよ。希望職種や待遇・条件を登とう録ろくしておくとマッチする企業を探して面接までセッティングしてくれる。リクルートエージェントとかマイナビとか聞いたことない？」

「あります……けど。……え？　なんですか、ひょっとしてその人達に履歴書や業務経歴書を添てん削さくしてもらったっていうんですか？　書類選考通りやすいように？」

　こくりとうなずかれる。工こう兵へいは喘あえいだ。

「わざわざ……お金使って」

「ああ、ううん」

　室むろ見みは首を振った。

「エージェントはお金取らないわよ、無料。原則全すべてのアドバイス・コンサルテーションはタダで受けられるの」

「はい？　え、じゃあどうやって儲もうけるんですか、その人達」

「合格した企業から紹介料取るのよ。年収の……だいたい３０％くらいかしら。たとえば五百万の人を採用したらうちはエージェントに１５０万支払うの」

　はぁああ。

　色々な商売があるんだなぁ。そりゃ確たしかに企業相手の方がたくさんお金取れるだろうけど。無料で転てん職しよく者しやを呼び込みそれを売り物に（言い方は悪いが）する？　……ふうむ、よく考えつくものだ。

「にしても室見さん、今回はえらく淡々としてますね。こないだのノリなら今いま頃ごろ机くらい叩たたき割ってそうなのに」

「さっき二個割ってきたから」

「マジで!?」

「ごめん、採用担当とあんたのデスク、もうないわ」

「なぜ僕の机まで!?」

　やつあたりすぎだろ！

　室見は肩をすくめた。

「まぁ冗じよう談だんはともかく。あんまりにも低レベルだと憤いきどおる気さえなくなるのよね。素人しろうとに腹を立ててもしょうがないというか。怒るのにだってパワーがいるのよ」

「……なるほど」

　正直自分も最後の方まともに面接する気力をなくしていた。やる気のない人間に付き合うほど暇ひまでないというか。不採用なら不採用でとっとと自分の仕事に戻りたかった。

　工兵は「ううん」と唸うなり机上の紙束を取り上げた。今日きようの人選に文句をつけたところ、採用担当から他応募者のレジュメを渡されたのだ。じゃあそちらで書類選考もやってくれという話だったが。

「しっかし、どうやって選びましょうねぇ。こんなことがあると応募資料全然信用できないですよ。かといって、全員に会ってたら時間いくらあっても足りませんし」

「ま、噓うそがつけないところをチェックするしかないでしょうね」

「噓がつけないところ？」

　室むろ見みは「貸して」と手を伸ばした。レジュメを受け取り一枚めくる。

「たとえば職しよく歴れき欄らん。一度でも転職経けい験けんがあれば、少なくともどこかの面接官の眼鏡めがねにはかなってるわけでしょ？　その判断を信頼してみる。できればそれなりの大手、採用プロセスがしっかりしている会社への転職がいいわね。面接回数が多い、イコール複数担当者の選考をくぐりぬけているわけだから」

　ぱらりと紙のめくれる音が響ひびく。

「ただ第二新卒は要注意。まだ能力以外の……ポテンシャルとかで取られてる可能性があるから。少なくとも三年以上在ざい籍せきしたあとの転職経験をチェックするべきね。もちろん二社目以降でも在職期間が短すぎるのはＮＧ。辞やめ癖ぐせがついてる可能性あるから」

　ほぉほぉ。

　室見は手て際ぎわよくレジュメを仕分けしていった。数枚残った資料を再度チェック、うち一枚を取り出す。

「これなんかいいんじゃないかしら？」

　渡された資料を確かく認にんする。

　年ねん齢れい三十一才、某ぼうメーカー情シス子会社に五年在籍した後、中堅ＳＩｅｒに転職、ついで外資系ネットワークインテグレータに三年という経歴の男性だった。担当業務や使用プロダクトにも具体的な記述が見受けられる。転職動どう機きは現場技術を極きわめたいため……か。

「三十才って大手企業だとリーダークラスへのステップアップが求められるしね。エンジニア業務は下に任せて自分は管理・育成に回れとか。そういうのが嫌いやでベンチャーに転職する人結構いるのよ。一番掘り出し物が多い年代だと思うわ」

「そういうもんなんですか」

　色々着眼点があるものだ。というかやっぱり室見さん、面接事情に詳しいよなぁ。これで質疑応答さえまともなら結構よい面接官になるだろうに。なんでああも攻こう撃げき的てきになっちゃうかね。

「何ぼんやりしてんのよ、面接相手が決まったならとっとと総務に連絡して仕事に戻りなさい。暇ひまなら追加のタスク渡すわよ」

　ほらぁ。

　言ってるそばから……。

「はぁい」

　工こう兵へいは嘆息しＰＣに向き直った。




　次の面接は一週間後に開催された。

　いつものごとく会かい議ぎ室しつに赴おもむき着席する。ペンと評価シートを準備、最後にもう一度応募資料の中身を確認した。

「てかさぁ」

　傍かたわらで室むろ見みが唸うなる。

　眉まゆ根ねを寄せ明らかに不ふ機き嫌げんな表情となっていた。彼女は鼻び腔こうを開いた。

「今度はＯＳ部のお客さん？　しかも先方社長の親族？　なんでたまたま選んだ候補者がそんなことになってるのよ。もともとの選定が偏かたよってるんじゃないの？」

「さぁ……どうなんでしょうね」

　工こう兵へいは曖あい昧まいな笑えみを漏もらした。

　室見さんの圧迫面接を防止するためですよ……とはもちろん言えない。どれだけ疑われようと「そういうこともあるんじゃないですかねー」と言い続けるしかなかった。ただ彼女が怪け訝げんに思うのももっともだ。次あたり別の言いい訳わけを考えねばなるまい。

　コンコンとノックの音。

　採用担当が「通していいかな」と訊たずねてくる。工兵はうなずいた。

　十秒とおかず小柄な男性が入室してきた。

　やや怒り肩で猫ねこ背ぜな体型、髪は短くところどころ白いものが混ざっている。彼はせかせかした足取りで入ってくると一礼した。

「Ｋ藤とうと申します。本日はよろしくお願ねがいします」

「よろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　まずは無ぶ難なんに挨あい拶さつを交わす。工兵は座席を勧めた。

「えーと……じゃあ我われ々われから自己紹介を。私はシステムエンジニアリング部の桜さくら坂ざかと申します。で、こちらが」

「室見です、よろしくお願いします」

　男性が会え釈しやくする。

　工兵は居住まいを正した。

「じゃあ早速ですがＫ藤さんの職しよく務む経歴とアピールポイントを簡かん単たんに、十分ほどで説明していただけますか」

「はい」

　男性の背筋が伸びる。彼はやや甲かん高だかい声で話し始めた。

「私は最初の会社──××システムに入社後、約二年間親会社のメールシステムを見ていました。ポジションはメンバーで主にオーディットやアンチウイルス周りの運用です。使用プロダクトはGuardianWallやSymantec Mail Security、あとBarracudaも扱ってました。そのあとプリセールス部門に移り、グループ外販を担当するようになりました。主な案件は──」

　少し早口だが淀よどみなく説明していく。

　おお？

　工兵は身を乗り出した。

　具体なキーワードが散りばめられ担当業務のイメージも湧わきやすい。なんの案件を、どういうポジションでやったかが明めい瞭りように伝わってきた。

　これは……いけるんじゃないか。

　期待の眼まな差ざしで見ていると、説明が最初の転てん職しよくにさしかかった。

「……というわけで諸もろ々もろ大規模案件をこなしていたんですが、ちょっとその頃ころから会社のサポートに不満を感じるようになりまして。それで転職を考え始めました」

「サポート……ですか？」

　工こう兵へいの質問に男性はうなずいた。

「端的に言うとチームリーダーのフォローがなかったんです。仕事を投げっぱなしというか、一度案件を渡したら以降は週次進しん捗ちよくを確かく認にんするくらいで、ほとんどお任せ状態になっちゃうんです。あとは自分の裁量でなんとかしろって感じで」

「なる……ほど？」

　うなずきながら首を傾かしげる。案件を渡して裁量に任せるって……それ普通じゃないか？　進捗チェックもしてくれてるみたいだし。何が足りないというのか。

「えーと、人手不足とかそういう相そう談だんに乗ってくれないってことですか」

「いえ、それは対応してくれます」

　当たり前だろうという口く調ちようで答えられる。混乱する工兵に男性は語気を強めてみせた。

「私が上長なら現場の状況を知るためにも積せつ極きよく的てきに客先定例や内部レビューに参加すると思うんです。で、問題が起きそうなら適てき宜ぎフォローを入れる。でもあの会社のリーダー陣は一切そういう動きをしてくれないんです。机上の報告ベースで問題ありなしを判断しているというか」

「はぁ」

　まぁ理想は理想として分かるが、……現実上長も仕事を持っているし全案件打ち合わせ参加というのは厳きびしいんじゃないかな？　定例日時が重なることもあるはずだし。……ああ、日程調ちよう整せいも含めマネージメントしろって話か？　それはそれで難むずかしい気もするけど。

　どうにも判断がつかなかったので工兵は以降の質問を控えた。会え釈しやくして話の続きを促うながす。

「では続いて△△情報入社後の業務経歴をご説明します」

　男性は声のトーンを抑おさえ目に話し始めた。

　案件内容に関しては先さき程ほどと同じ、過不足ない説明だった。ＷｅｂプロキシにSaaS導どう入にゆう、ジュニパーでＬＡＮ・ＷＡＮ構こう築ちくを担当したこともあるらしい。ポジションもフィールドエンジニアから設計・ＰＬまで、幅広く経けい験けんしている。スルガシステムのような何でも屋には相応ふさわしい人材に思えた。

　だが──

「と、まぁ二年ほど案件を担当していたんですが、この会社本当にバックオフィスのサポートがなってなくてですね、正直居い心地ごこち悪くなってしまったんですよ」

　またか。

「というと……？」

「案件を立ち上げるのにＭＬやプロジェクトフォルダ、メンバーリストを自分で作らなきゃいけないんです。フォルダのアクセス権限設定したりとか……こんなこと最初の会社なら申しん請せい一つでやってもらえましたよ。あと会かい議ぎ室しつ予約も自分でスケジューラいじらなきゃいけないし……」

「………」

　文句多ぇ……。

　それくらい自分でやれよ。フォルダ作成なんて何分もかからないだろう？　ＩＴ素人しろうとじゃあるまいし、やってくれる会社のある方が驚おどろきだ。ていうか最初の就しゆう職しよく先さき、そんなにサポート手厚かったの？　無む茶ちや苦く茶ちやいい会社じゃね？

「ちなみに今回の転職動どう機きはどういうものでしょう？」

　思わず先走ってしまっていた。

　いや、悪い予感はしていた。していたが反面まさかとも思っていた。だって三十一才でしょ？　職歴三社目でしょ？　そろそろどこにも理想郷などないと気づくんじゃないかな。誰だれにでも、どの会社にも長所と短所がある。要は両者のバランスだ。気に入らないことがある度たび転職なんて続けていたら、遠からず行く先がなくなる。

　だが工こう兵へいの祈りをよそに男性は大きく息を吸った。眦まなじりを吊つり上げ興こう奮ふん気味に瞬まばたきする。

「いや、今の会社、本当ひどくてですね。社員を全然大事にしないんですよ！　育てる気がないっていうか、研修に全然お金出してくれないんです。自己啓発に予算は割さけないとか言って。人材の価値をどう考えてるんだか！」

　工兵は履り歴れき書しよを見た。書面右下、志望動機欄らんの下に現職年収の文字がある。現在の所得……七百五十万。

　………。

　がたりと椅い子すを引く音がした。

　どす黒い空気を孕はらみ室むろ見みが立ち上がる。我が慢まんが限界に達したのだろう、少女の整ととのった顔は憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。

　あー、もうこれ止めなくていいかな。

　疲れきった表情で肩を落とす。

　ビー、ビー、危険、危険。本会議室はまもなく自動的に消滅します。カウントダウン開始。爆ばく発はつまであと五秒、四秒。三、二、一──

　工兵は顔を逸そらした。
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（株）スルガシステム　みんなの転てん職しよく活動掲示板

　九月八日午後十一時三十分　ジークフリートさん（神か奈な川がわ）

『この会社、マジありえねぇ。面接官クソすぎ、失礼すぎ。ガキみたいな連中が先せん輩ぱいエンジニア評価してんじゃねーよ。死ね。てか今後この会社との取り引き見つけたら全力で打ち切る。採用応募してるやつも同罪、全員敵と見なす。死ね』




「さーくーらーざーかー君さー」

　工こう兵へいは耳をふさぎかぶりを振った。聞こえない、何も聞こえません。

　ロン毛の男性──採用担当がパーティションを覗のぞき込んでいた。半はん眼がんになり珍しく口元の笑いを全消滅させている。心なし顔色が青ざめているようにも思えた。

「何？　僕のこと嫌いなの？　嫌いやがらせしてる感じ？　いや……まぁ別に好かれてるとは思ってないけどさ。だからってこういうやり方なくない？　新しい人入ってこなくて困るのは桜さくら坂ざか君達でもあるんだよ。ＯＳ部やＳＤ部の人達も巻まき添ぞえ食うんだけどその辺分かってる？」

「すいません、本当申もうし訳わけありません」

　謝あやまる他ほかなかった。額ひたいと膝ひざをくっつけんばかりにして謝しや罪ざいする。採用担当はしばし仏ぶつ頂ちよう面づらでたたずんでいたが、ややあって長息した。

「まぁ過ぎたことはしょうがないけどさぁ。もうちょっと大らかな気持ちで面接してくれないかな。採用活動なんてのは十人面めん談だんして一人ひとり入れば御おんの字じなんだから。いちいち目くじら立ててたら身がもたないよ」

　……え？

　工兵は目をしばたたいた。

「そんなに倍率高いんですか？　うちの会社」

　驚きよう愕がくする工兵に採用担当は肩をすくめてみせた。

「というより企業と応募者のマッチングが、それくらいの率でしか成功しないんだよ。今回の人だってとりあえず前の二社は受かってたわけでしょ？　ただ彼の求めてるサポートレベルがうち的に非ひ常じよう識しきだっただけで。別の企業なら『なんだそんなことか採用』ってなってたかもしれないよ」

「そうなん……ですかね」

　だとすると自分は類たぐい希まれな逆境を甘受しているお人ひと好よしってことになるが──

　考え込む工兵の前で採用担当は微苦笑した。

「あとは応募者も企業を選ぶからね、いくらこっちが望んでも相手に拒否されたらおしまいだし。結果として入社してくる確かく率りつは十分の一、一割程度ってわけさ。結構ハードル高いんだよ。採用って」

「………」

　恋愛みたいだなと思った。応募者の片かた想おもい、企業の片想い、その二つが奇跡的にマッチして採用が完了する。どちらかだけではだめ。双方のベクトルが寄り添い初めて成り立つ契約行為。

　なんだろう、自分が今スルガシステムに所属しているという事実。当たり前だと思っていた状況がひどく貴重なものに思えてきた。出会い、縁えにし、運命。何千何万という可能性の中より選ばれた現実。

　採用担当は優やさしくうなずいた。

「まぁただ僕のトークにかかれば相手の思いなんてどうとでもなるけどね」

「台なしだぁ！」

　ちょっと!?　今この人さらりと自分の詐さ欺ぎ行為を認めましたよ！　犯罪犯罪！　おまわりさーん！

「ん？　どうしたの桜さくら坂ざか君、そんな怖い顔して。お腹なかでも痛いの？　だめだよもう、健康には気を遣つかわないと。身体からだが資本の仕事なんだからさ」

「………」

「あ、そうそう。忘れてた」

　ふと思い出したように言って採用担当はクリアファイルを探った。素で忘れていたのか、それとも誤ご魔ま化かすために話題を切り替えたのか判然としないが、数枚プリントを取り出し手渡してくる。

「これ。確かく認にんしといてもらえる？」

　工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

　履り歴れき書しよだった。職しよく務む経歴書とエージェントの推すい薦せん文ぶんもセットになっている。追加の書類選考……か？　まだ他ほかの応募者も残っているのに？　えー、ちょっとそろそろ勘弁してほしいんですけど。ＳＥ部の通常業務もあるんだし。

　露ろ骨こつに迷めい惑わくそうな顔をしていたせいだろう、採用担当にぽんと肩を叩たたかれた。「まぁまぁ」となだめるように言われる。

「今度は結構いけるんじゃないかと思うよ。経歴もかなり上等だし、何より僕の勘が告げてるんだ。この人は戦力になるってね」

「はぁ……」

　疑わしげに言ってプリントをめくる。しばらく無言で読み進み工兵は目を見開いた。
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『学歴・職しよく歴れき』

　平へい成せい××年三月　国立Ｋ大学大学院　工学部情報学科　修士課か程てい修了

　平成××年四月　株式会社ＪＴ＆Ｗ（ジャパンテレコミュニケーション＆ワイヤレス）入社

　平成××年十月　タルサコンサルティング合同会社入社

　現在に至る。




『免許・資格』

　平成××年十一月　ＴＯＥＩＣ９７５点

　平成××年七月　ＣＣＩＥ

　平成××年十二月　中小企業診断士

　平成××年九月　ＰＭＰ




『特技・趣しゆ味み』

　特技：語学（フランス語：日常会話レベル）

　趣味：日に本ほん舞ぶ踊よう・胡こ弓きゆう

　───




「何、このチートキャラ」

　室むろ見みが履り歴れき書しよを凝ぎよう視ししている。

　眉まゆ根ねを寄せツチノコでも目もく撃げきしたような顔になっていた。プリントを取り上げもう一度上から読み込んでいく。一行一行丹念に記述を追い──だがそれでも誤りを発見できなかったのだろう、喉のどの奥から呻うめくような声を漏もらす。

　チートキャラ……か。

「やっぱり……そう思いますよねー」

　工こう兵へいはつぶやきながら手元の書類を持ち上げた。

　火か曜ようの夜七時、室見と工兵は例のごとく会かい議ぎ室しつにいる。件くだんのレジュメ──採用担当から渡された応募資料にＯＫを出したところ、とんとん拍子に面接日時が決まってしまったのだ。てっきり冷やかしだろうと思っていただけに驚おどろきだった。Ｋ大卒でトリリンガル、おまけにＪＴ＆Ｗ出身。そんなスーパーエリートがなぜうちみたいな場末ＳＩｅｒを受けに来るのか。まったく分からなかった。

　工兵は書類をかざした。

「なんですかね……誰だれかうちの社員の知り合いとか？　働きやすい職場だとか待遇がいいとかそんな具合に誘さそわれて」

「その人絶対、詐さ欺ぎ罪ざいで訴えられるわよ。ううん、夜道で刺されるかも」

「……僕、同じようなこと言われてこの会社に入社したんですけど？」

「刺していいわよ採用担当。ついでに社長も入院させといて」

　いやぁ。

　あの二人ふたりと自分の人生引き替えはいやだなぁ。

　嘆息しつつ資料を眺める。

　まぁ現実的な解としては『選んでない』といったところか。面接慣なれするため企業からのオファーを軒並み受けているとか。早いもの順、予定の調ちよう整せいがついた順に。

　コンコンとノックの音が響ひびく。

「通すよ」

　採用担当が短く告げる。工こう兵へい達は背筋を伸ばした。

　しばらくして細身の男性が入室してくる。チョークストライプのスーツと革靴、革かわ鞄かばん。ネクタイは黒をベースとしたチェックの織おり柄がら。全体的に上品な雰囲気の青年だった。
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　男性は長テーブルの前にたどりつくと一礼した。

「はじめまして、賀か茂も玲れいと申します。本日はよろしくお願ねがいいたします」

　男性が顔を上げる。思わずはっとするくらい整ととのった面めん貌ぼうだった。切れ長の目、陶器のような肌、すっと通った鼻び梁りようは外国人のようで、見ているこちらがドキドキしてくる。

　……おおお。

　工こう兵へいは呻うめいた。

（王子だ。王子がいる）

　呆あつ気けにとられていると室むろ見みが「どうぞ」と席を勧めた。

　ああ、……いかん。ぼんやりしてた。

　気を取り直し椅い子すに座り直す。机の上で両手を組んだ。

「えー……では面接官のご紹介をしますね。まず私から。システムエンジニアリング部の桜さくら坂ざかと申します」

「同じくシステムエンジニアリング部の室見です。今日きようはよろしくお願ねがいします」

「よろしくお願いします」

　相互に会え釈しやくし視し線せんを合わす。面接準備完了、工兵は筆記具を取り上げた。

「それでは賀か茂もさんの方から職しよく務む経歴とアピールポイントをだいたい十分程度でご説明いただけますか」

「はい」

　賀茂はうなずき背筋を伸ばした。

「案件数が多いので主立った業務を抜粋しご説明していきますね。お手元の──職務経歴書をご覧らん下さい」

　指示に従い応募書類を見つめる。賀茂は慣なれた様よう子すで話し始めた。

「まずは二○××年×月、大手製造業のインターネットゲートウェイ更改プロジェクトに関かかわりました。ポジションは音声系のテクニカルリーダー、主にＣＩＳＣＯのCallManagerを扱っていました。基本設計、番号計画、移行計画あたりはほとんど一人ひとりで実施しています。──続いて二〇××年×月、某ぼうキー局のＬＡＮを認証ネットワークに更新しました。こちらは検証フェイズよりの参加です。続いて同年×月──」

　賀茂の説明はシンプルかつ分かりやすかった。あたかも契約条項の解説のように、必要な情報を装飾も脚色もなく述べていく。試みに履り歴れき書しよと照らし合わせてみたが発言内容に一切の相違はない。まさか全部暗記しているのか？　慄りつ然ぜんとする工兵に賀茂は淡たん々たんと経歴を語っていった。

　───。

「以上です」

　かっきり十分、説明が終わる。賀茂はふっと肩の力を抜いた。そのまま柔にゆう和わな表情で工兵達の質問を待つ。

「え、えーと……」

　工兵は慌あわてて書類を確かく認にんした。説明に気を取られ質問箇所をチェックしきれていない。何を訊たずねようか、悩んでいると傍かたわらの室見が動いた。

「随ずい分ぶん、たくさんネットワーク案件をこなしているようですけど」

　声こわ音ねに挑発的な響ひびきがある。鳶とび色いろの瞳ひとみに鈍にぶい光が宿っていた。

「ＪＴ＆Ｗさんの場合、基本的な構成検討や機き器き選定はともかく実装レベルに落ちると外部業者やパートナーに任せてしまうことも多いかと思います。そういう組そ織しきで賀か茂もさんは実際どのくらい具体的な技術に関かかわられたのでしょう？　先さき程ほど検証や設計を一人ひとりでやられたと仰おつしやっていましたが──」

「言葉通り、物理設置作業以外の全すべてです。コンフィグレーションについてもテンプレートとパラメータ一いち覧らんを作ったあとスクリプトで全機器分の設定を生成しました」

「スクリプト」

「主にｂａｓｈですね。展開後のリモートオペレーションならExpectを使ってましたが。コンフィグ全体でなく個々の設定を入れ込む形になるので」

「検証作業は？　事前試し験けんも全て一人でやられたんですか？」

「いいえ、こちらはパートナーさんに手て伝つだってもらっています。ただ検証計画はコマンドレベルで手順を作っていますから、基本オペレーションのみの依頼ですね。想定外の結果が出た場合はこちらで解析・対応を行っていました」

「………」

　そつがない。細かい単語は分からないが、ひどく真まっ当とうな回答だった。室むろ見みもつっこみどころがない様よう子すで口ごもっている。ややあって彼女は喘あえいだ。

「つまり……ここに書かれている機械・技術は基本お一人で構こう築ちくできるってことですね。ベンダーや他社員の支援なしに」

「はい」

「ではもう少し細かい技術的な質問をさせてもらってもいいですか？　設計ポリシー的な部分は具体なキーワードを聞かないと分かりづらい部分もありますので」

「もちろん」

　瞬しゆん間かん、室見の目がぎらりと輝かがやいた。「言ったな」「言いおったな小こ童わつぱが」という感じだった。さぁ化ばけの皮かわを剝はいでやるぞ、ＪＴ＆Ｗのお気楽社員風ふ情ぜいがエンジニアを語りおって、大恥かかせてやるわ！　そんなモノローグが横顔から伝わってくる。

　工こう兵へいは慌あわてて彼女を制止しようとした。折せつ角かくよさそうな人なのに技ぎ術じゆつ論ろんだけで室見に潰つぶされたらたまったものじゃない。なんとか止めなければ。だが室見は間かん髪ぱつ入いれずに質問を開始した。

「この──大手流通業グループＷＡＮの構築。ルーティング制御にＢＧＰを使ってるみたいですが、主に何のパス属性を利用されていたんですか？」

「ＭＥＤとCommunityですね」

「ＭＥＤ……ロープリを使わなかった理由はなんですか？　ＡＳｐａｔｈ長を気にしなくてよい分、制御が楽になると思うんですが」

「各グループ会社の情シスがインバウンド・トラフィックを制御しやすくするためです。比較的企業ごとのガバナンスが強いお客様だったので、トラフィックに関しても他社の制御を受けづらくしたいとのことでした。ローカルプリファレンスだとどうしても送出側が決定権を握ってしまいますから」

「………。じゃ、じゃあこれは？　某ぼうホスティング企業インフラ構こう築ちく、なんで使用技術にＬ２ＴＰとか入ってるの？　ＤＣインフラの構築でしょ？」

「複数のデータセンターを仮想的に統合しようという計画で、既き設せつのインターネットバックボーンにＬ２ＴＰｖ３のＶＰＮを確かく立りつしたんです。エンドユーザーは最寄りのアクセスポイントに線せんを張り出しさえすれば全ＤＣにおいて同一セグメントを扱えるようになるので、結構重ちよう宝ほうされたみたいですよ」

「なら、このＧＭＰＬＳは？」

「ああ、それは──」

　………。

　三十分後、室むろ見みは敗北感も露あらわに沈ちん黙もくしていた。気のせいか顔に縦たて線せんが浮かんで見える。

　うぉぉ……ダダ凹へこみだ。珍しい、得意分野で相手の粗あらを見つけられなかったのがそんなにショックだったのか。

　片や賀か茂もは涼しげな様よう子すでニコニコしている。どちらが優ゆう位いに立っているかは考えるまでもなかった。

「えーと」

　工こう兵へいは久方ぶりに口を開いた。黙だまっていても仕方ない。既すでに面接の結果は決まっている気もするが、一つだけどうしても確認しておきたかった。

「すみません、賀茂さんはどうしてうちを受けられたんでしょう？　志望動どう機き……というか。ぶっちゃけうちの会社はそれほど有名じゃありませんし、賀茂さんほどのキャリアがおありなら他ほかにいくらでもオファーがあると思うんですけど」

「御おん社しやを受けた理由……ですか」

　賀茂は小首を傾かしげた。珍しく少し言葉に詰まった後、顔を上げる。

「言葉を選ばず言うなら……無む茶ちや振ぶりしてくれそうだから、ですかね」

「はい？」

　予想外の返答だった。

　きょとんとする工兵に賀茂はうなずいてみせた。

「大きな会社は社員を甘やかしますからね。サポート部門やメンバーを大量につけて、それでも足りないと外部業者まで引っ張ってくる。まぁリスク削減って観かん点てんだと正しいんでしょうが僕個人のスキルはどんどん弱まっていく気がして。その点御社は」

　賀茂は微笑した。

「ホームページとか見てもすごいですよね。事業内容がシステム開発にインフラ構築、運用って。どう考えても社員数十名でさばける範はん囲いじゃないですよ。おまけに元もと請うけが多いって、それつまりプロジェクト管理やリーダー業務もやってるってことですよね？　有あり体ていに言って無む茶ちや苦く茶ちやです。絶対死人が出るパターンですよ」

「………」

「あと採用ページの社員インタビュー、あれ明らかに外部のライターかキャスト使ってますよね？　本文の構成が妙にこなれてますし、その割に文中の記述と写真が合ってなかったりして、多た分ぶん素材だけあちこちから引っ張ってきて人事の方が編へん集しゆうされたのかなぁと。……あ、別にそれを悪いというつもりはないですよ。僕が件くだんの記事を見て思ったのは、これ本物の社員を出そうとすると多分記事にならないんだろうなと」

「……記事に……ならない」

「忙しすぎて対応できないとか、そもそも前向きなコメントが出てこないとか、まぁつまり最初の推測と同じですよ。無茶振りされすぎて社員全体に余裕がない、他ほかのことに関かかわっている暇ひまがないんじゃないかなって」

　………。

　えええ？　なんなのこの人。あのホームページからそれだけの情報読み取ったの？　しかもブラック会社と承知で応募してきたとか。わけが分からない。マゾを通り越して自殺願がん望ぼうの持ち主、破滅主義者に思えた。

　工こう兵へいはごくりと唾つばを飲んだ。

「そこまで分かってて……それでも我われ々われと一いつ緒しよに働きたいと仰おつしやってくれるんですか。うちの会社に入りたいと？」

　賀か茂もは薄うすく笑った。

「先さき程ほども言った通り、僕は今無茶振りされたいんです。上流下流関係なしに、あらゆる仕事をやってみたい。だからもし御おん社しやが僕の思った通りハードワーク企業ならそれはもう願ねがったりなんです。なんの他意も裏もありません。ただがむしゃらに自分の領域を広げたいだけです」

「………」

　言葉もなかった。

　簡かん単たんに二、三、業務的なやりとりを消化し面めん談だんを終える。

　賀茂が退出してから工兵は室むろ見みと視し線せんを合わせた。

「どうします？」

　一応確かく認にんしてみる。室見は憮ぶ然ぜんとした表情でこちらを睨にらみ上げてきた。

「どうもこうもないでしょ」

「ですよね……」

　これを不採用にしたらおそらくうちの会社に入れる人間など存在しなくなる。工兵はボールペンを取り上げると面接シートの合ごう格かく欄らんに大きく○を書き込んだ。
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　そして一ヶ月後──

　スルガシステムに新しい仲間が加わった。

　……とでもなれば甚はなはだ物語的だったのだろうが、現実はシビアだった。

　十月のある日、採用担当がひどく悔しそうに賀か茂もの内定辞退を連絡してきた。

「本当あと少しだったんだけどなぁ。かぁあっ、納なつ得とくいかない。もう一歩で内定承しよう諾だく書しよにサインさせられたのに」

　余よ程ほど力を入れていたのだろう。普ふ段だんのにやけ顔が噓うそのように渋じゆう面めんとなっている。工こう兵へいはオフィスチェアを回し向き直った。隣りん席せきの室むろ見みも席から立ち上がっている。

「どこか別のところに取られたんですか？」

　工兵の質問に採用担当は首を振った。

「ううん、結局現げん職しよくを辞めないってことになったみたい。なんでも上長に辞表出したら経営陣総出で止められたっぽくて。そんなにハードワークしたいなら本国の──ヘッドクォーターに行かせてやるって。来月からアメリカ勤務だってさ」

「アメリカ!?」

「外資系だからねぇ、そういうキャリアパスもあるってことさ。くっそ、国内企業相手なら絶対負けなかったんだけどなぁ」

　ほぇぇええ。

　次元が違いすぎる。まぁ確たしかに、海外なら賀茂が望む通り存分に仕事の領域を広げられるだろう。幸い語学は堪たん能のうらしいし、傍はたから見てもベストな選択に思えた。

　室見が嘆息する。

「ま、そんなことじゃないかと思ったわよ。あーあ、仕事の半分持ってってもらうつもりだったのに。とんだぬか喜びだわ」

「ま、ま、そう言わないでよ室見さん。またいい人引っ張ってくるからさ」

　採用担当が馴なれ馴なれしげに室見の肩を触ろうとする。彼女は乱らん暴ぼうに彼の手を払った。

「嫌いやよもう面接とか。時間かかるばっかりで全然増員に結びつかないし。そっちで適当にやっといてよ、一人ひとりは合格出したんだから社長への面めん目ぼくも立ったでしょ」

「いやぁそれはそうなんだけどさ、実はちょっとこういう企画やろうと思ってて」

　ぺらりとプリントを一枚差し出される。

　工兵達は紙面を覗のぞき込んだ。

　瞬しゆん間かん、室見の眉まゆが吊つり上がる。




　ドＳなロリ顔エンジニアがあなたを圧迫面接!?　専門用語で罵ののしられたい技術者はスルガシステムに集まれ！




　派は手で派は手でしいあおり文句の下に室むろ見みの写真が貼はりつけられている。いつの間に撮とったのか、彼女はやや前傾姿勢でカメラを睨にらみつけていた。横に吹き出しで「圧迫しちゃうぞ！☆」の文字が見える。

「な、な、な、な……」

　わなわな震ふるえる室見の横で採用担当が「いやぁ」と頭を搔かいた。

「知り合いの広告屋に作ってもらったんだけど、これいけそうじゃない？　室見さんって結構玄人くろうと受けするビジュアルだから、きっとコアなエンジニアが集まってくると思うよ。さっそく明日あしたから掲載するつもりなんだけど──」

「ふんっ！」

　室見がプリントを引き裂いた。続けて縦たて横よこ斜ななめ、出で鱈たら目めに紙片を破いていく。採用担当が悲鳴を上げた。

「ちょ!?　何するの、折せつ角かく作ったのに。まだコピーとかしてないんだから！」

「アホかっ！　こんなのネットに出されたら二度と太陽の下歩けなくなるわよ！　私を社会的に抹殺する気!?　てかいつの間に人の写真を！」

「一応候補としては、こんなのも撮ってあるんだけど」

「ぎゃー！」

　差し出された写真を室見が奪い取る。なんかやたらと肌はだ色いろの多い写真があったが……気のせいだろうか。残りを回収しようとする室見から採用担当が逃げ惑う。

（……はぁ）

　いい大人おとながとっくみあいの喧けん嘩かをしている横で工こう兵へいは嘆息した。

　まぁ、採用する側は採用する側で色々大変ってことか。よい人材は他ほかの企業も欲しがっている。いかに彼らの興きよう味みを引き応募してもらうか。面接、内定承しよう諾だくのプロセスに進んでもらえるか。考えることは山ほどある。黙だまっていても人材は集まらない。必要なのは地道なプロモーションと差別化の工夫、そして砂漠で針を拾うような面めん談だん攻勢。

　──一年前の自分に教えてやれたらなぁ。

　あの頃ころの工兵はひたすら面接の必勝法を探すことに汲きゆう々きゆうとしていた。何か全面接官の望む正解がありそれを答えるのが就しゆう活かつだと思っていた。

　馬ば鹿かな話だ。面接官はただ工兵の能力・価値・可能性を見ようとしていただけなのに。当の自分がマニュアルやテンプレートで「桜さくら坂ざか工兵」という個人をガチガチに押し殺していたのだ。コミュニケーションが成り立つはずもない。あれで受かったら本当奇跡だった。

　そこまで考えて小首を傾かしげる。

　……あれ？　でもここに受かってるんだよな、自分。

　工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せた。

　一体何を評価してもらえたのだろう。社会人としての覚悟も、エンジニアとしての実力もなかった当時の自分を──

　ふっと逃げ惑まどう採用担当を見つめる。

　ロン毛の青年は振り返り様、少し笑ったように思えた。
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　以下余よ談だん。

　怒ど濤とうのような面接攻勢も落ち着きしばらくした頃ころ、カモメに声をかけられた。

　丁度書類棚の資料を整せい理りしている時だった。バインダーを抱えた彼女がふっと近づき顔を寄せてきたのだ。

「ね、工兵君。ちょっといいかな」

「はい？　え、もちろんいいですよ。てかカモメさんとおしゃべりするためなら、今すぐ全業務を放棄しますけど？」

「仕事はしてね」

「はい……」

　たしなめられた。

　てか最近のカモメさん、ツッコミが基本説教系なんだけどどういうことかな。ひょっとして自分不ふ真ま面じ目めな人間に思われてる？　まずいなぁ、少し更正しなければ。

「カモメさん、僕実は仕事大好き人間なんですよ！」

「知ってる。社畜だもんね」

「はい、仰おつしやる通り会社の奴ど隷れいでサビ残・休出どんと来い。……って、あれれ？」

　おかしい、一いつ瞬しゆんで何かが狂った。なんでだろう。

　首を傾かしげているとカモメが話題を戻してきた。

「あのね、工兵君達がこないだやってた面接の中で、玲れいって男の子応募者にいなかった？」

「玲？」

「賀か茂も玲」

　ああ……。

「いました。いましたよ、僕らが唯一合格を出した人です。ＪＴ＆Ｗ出身ですっごい優ゆう秀しゆうな方でしたけど残念ながら辞退されちゃって。……その人がどうかしました？」

　カモメは「あちゃー」と天てん井じようを仰あおいだ。

「あーそう、本当に受けに来たんだ。玲君ったら」

「玲れい……君？」

　なんだその親しげな呼び名は。眉まゆをひそめているとカモメは苦笑した。

「えーとね、従弟いとこなんだ彼」

「ああ、なるほど従弟ですか」

　じゃあしょうがないなぁ親しげでも。

　………。

　って。




　はい？




「い、い、従弟ぉ!?」

　驚きよう愕がくのあまり叫んでしまっていた。目を剝むく工こう兵へいにカモメがうなずく。

「うん、父方のね。年が近いから子供の頃ころはよく一いつ緒しよに遊んでて。最近ご無ぶ沙さ汰たしてたんだけど、こないだいきなり連絡来てさ。『姉ねえさんの会社受けたよー』って、もうびっくりしちゃった」

「びっくりは僕の方ですよ！　え、偶然!?　それとも知ってて受けたんですか」

「んー、知ってたんじゃないかなぁ。社名とかちゃんと伝えた記き憶おくはないけど、うちの会社のことは何度かメールしてたから。多た分ぶん色々調しらべてたどりついたんだと思う」

　マジかよ。

　……はぁぁあ、びっくりしたぁ。

　いやだがあの尋じん常じようでないハイスペックぶり、確たしかにカモメさんの親族なら納なつ得とくがいく。むしろ似たような家系が別に二つ三つあると考える方が恐ろしかった。

　虚脱状態でいるとカモメは小さく首を傾かしげた。

「ていうか工兵君こそ気づかなかったの？　あたしと名前ほとんど同じだし、顔立ちも似てるからピンときそうなものだけど」

「名前？　同じ？」

　工兵は目をしばたたいた。

　ん？　何言ってるんだ。だって向こうは玲れい、こっちはカモメ。似ている部分なんてまるでない。名字で考えたって──

　そこまで考えて停止する。ちょっと待った、さっき父方の従弟って言ったよな？　ということは名字が同じ。賀茂玲とカモメ、カモレイとカモメ──

　まさか。

「……あの、ひょっとして。カモメさんのカモって名字なんですか？」

「うん」

　カモメはなんでもないことのようにうなずいた。

「賀か茂も芽め衣い、賀茂が名字で名前が芽衣。最初会った時そう名乗ったつもりだけど、……伝わってなかった？」

　………。




「えええええええ!?」




　工こう兵へいは絶叫した。

　声を聞きつけた室むろ見みや藤ふじ崎さきが駆けつけてくる。彼らはことの経けい緯いを聞いた後、意外そうに瞬まばたきした。

「知らなかったの？」

　以降しばらくの間、工兵は「人の名前を覚えられない奴やつ」という不名誉な称号をいただくことになった。
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　橋はし本もと課か長ちようが凹へこんでいた。

　細い顎あごを引きテーブルの木もく目めを見つめている。長く艶つややかな髪が彼女の白い頰ほおを隠していた。卓上のコーヒーは運ばれてきた時より少しも量を減らしていない。お冷やの氷が崩くずれ、からりと乾いた音を立てた。

「失敗しました」

　つぶやくような声が響ひびいた。薄うすい唇から小さな吐と息いきが漏もれる。彼女は凍こごえたように肩を縮ちぢこまらせた。

「……ぶっちゃけ、ダダ凹みです」

「ダダ凹み……ですか」

　工こう兵へいは鸚鵡おうむ返がえしに言って、相手の顔色をうかがった。白く能面のような面おもて、すっと通った鼻び梁りよう。切れ長の目は相変わらず無表情で内心の変化を読み取りづらい。だが本人が「凹んでいる」という以上事実参っているのだろう。工兵はアイスティーをストローで搔かき混ぜた。

　十月某ぼう日じつ土ど曜よう日び、工兵は銀ぎん座ざのケーキショップにいる。久方ぶりのグルメツアーは初しよっ端ぱなから重苦しい雰囲気に包まれていた。何せ橋本さん、店の紹介をしても生返事、メニューを渡してもあらぬ方向を見ている。挙あげ句くにケーキ店だというのに焼しよう酎ちゆうとつまみを頼み始める有様。たまりかねどうしたんですかと訊たずねたところ出てきたのが冒頭の台詞せりふだった。

　失敗しました──

　橋本はスマートフォンを机に置いた。

「これを見てください」

　アルバムアプリを起動、一枚の写真を表示させる。工兵は画面を覗のぞき込んだ。

「結婚式……ですか？」

　白タキシードとウェディングドレスの男女がフレームに収まっている。年の頃ころは工兵より少し上。二人ふたりとも幸せそうに微ほほ笑えみ身体からだを寄せ合っていた。

　橋本はこくりとうなずいた。

「部署の後こう輩はいです。こちらの……男の子の方。新人時代からＯＪＴで関かかわってきて、それを恩に感じてくれたのか今回の式に上司代表として招いてくれたんです」

「おお、いい話じゃないですか」

　工兵の相あいづちに橋本は頭を振った。

「呼んでもらえるだけならよかったんです。問題は……スピーチまでお願ねがいされてしまったことで」

「スピーチ？」

「本日はご結婚おめでとうございますというあれです」

　ああ……。

「ひょっとしてうまくしゃべれなかったんですか？　どもっちゃったり、言葉が飛んじゃったりとか」

「いえ」

　即座に否定される。

「事前に準備した草稿は滞とどこおりなく読み上げられました。原稿用紙二枚、七百八十四字。時間にして二分五十八秒コンマ０６。一言一句誤りなく暗唱できたはずです」

「暗唱……ですか」

「前日徹てつ底てい的てきにリハーサルしましたから。『えー』や『あー』の間投詞も含めて規定文字数内に収まっていたはずです」

「徹底してますね！」

　思わず声のトーンを上げてしまってから工こう兵へいは首を傾かしげた。あれ……じゃあ何が悪いんだ？　用意した文章を問題なく話しきれたんだろう？

　橋はし本もとは無言でスマートフォンの画面をスワイプした。

「スピーチ中の会場風景です」

　どれどれと確かく認にんして工兵は固まった。

　出席者の背筋が全員、鉄板でも入れたように伸びていた。謹きん厳げんとした空気が画面越しに伝わってくる。写真手前のゲストが緊きん張ちように顔を引きつらせていた。

　橋本課か長ちようは……氷のような表情で周囲を睥へい睨げいしている。あたかもＲＦＰ説明会の時のごとく、冷たい威圧感を会場に振りまいていた。

　橋本は嘆息して言った。

「ちょっと雰囲気が重いですよね」

「ちょっとじゃないですよ！　え、なんですかこれ!?　式場のだめ出しでもしたんですか？　あるいはスタッフの怠たい慢まんを責め立てたとか」

「まさか、普通に話しただけです。新郎の人ひと柄がらや仕事への取り組みを説明して『彼は立派な人です。必ず新婦を幸せにするでしょう』と言いました」

「………」

　とてもそうは見えなかった。異端審しん問もん会かいもかくやと思われる空気。精神をやすりで削けずるような重圧感。離り婚こん調ちよう停ていの席だってもう少し和やわらいだ雰囲気になるだろう。工兵は眉まゆをひそめた。

「ちなみにどういう口く調ちようで話されたんですか？」

「ええと」

　橋本がぽつぽつ話し始める。

　しばらく聞いてから工兵は得とく心しんした。つまりはいつものように話したのだ。淡たん々たんと、無表情に、一切の抑揚なしで語り続けた。もともと冷たい面おも持もちの人だ。聞いている方は訓示でも受けている気分になったのだろう。とても酒を楽しみながら、和わ気き藹あい々あいにとはいかなかったはずだ。

　一通り語り終えたあと橋はし本もとはうつむいた。

「分かってます。私の話し方が結婚式向けでないことくらい。……ですが、任せてもらった以上こちらにも意地というものがあります。私を信用し託してくれた後こう輩はいのためにも、彼の晴はれ舞ぶ台たいを見に来たご両親のためにも、スピーチは絶対に成功させねばならない。ですから……」




　私は──ジョークを言いました。




　橋本は真ま面じ目め極きわまりない口く調ちようでそう言った。

「はい？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。

「ジョーク？」

「ええ、場を和なごませるユーモアに富んだコメントを。アドリブで」

　………。

　悪い予感がしてきたぞー。

「なんと仰おつしやったんでしょう」

　恐る恐る訊たずねた。橋本は息を吸い込んだ。




　新郎は非常に魅み力りよく的てきな男性で社内の女性ファンも多かったと聞いています。おそらく今回の結婚を素直に喜べない者もいたでしょう。なんとか食い止められないか、上司である私のもとにもいくつか相そう談だんがきました。これは噂うわさですが……夜の給湯室で五ご寸すん釘くぎの音が響ひびいていたという話もあります。かくいう私も彼のファンでして、もし新婦が新郎に相応ふさわしくない女性なら横から搔かっ攫さらってやろうと──




「はーしもとさーん！」

　絶叫していた。絶叫せざるを得なかった。

　いや本当何言い出してるのこの人!?　テロ!?　破は壊かい工作!?

「いえ、このあとオチがつくんです。『ですが今日きよう新婦を見て、この人になら任せられると思いました。二人ふたりともお幸せに』って」

「遅いですよ！　そこまでずっと重い口調で喋しやべってたんでしょう？　誰だれもジョークだなんて思わないですよ。新婦、怯おびえてませんでした!?」

「真まっ青さおになって震ふるえてました」

「……ですよね」

　工兵は額ひたいを押えた。本当にもう、内と外の印象がこれほど異なる人も珍しい。内面は結構お茶ちや目めなのによそからの見た目はあくまでクールビューティー。ジョークを言うなど欠片かけらも想像されないはずだ。

　橋はし本もとは萎しおれた。

「そのあとも式のテンションはなかなか戻らなくて。友人代表の余よ興きようは滑るわ、ケーキ入刀は失敗するわ、アルバム上映会で新婦の写真に虫が止まるわで。最後には花嫁が泣き出してしまって……」

「虫は橋本さんのせいじゃないと思いますけど」

「いえ……他ほかが全すべて順じゆん調ちようなら写真のトラブル程度笑い話で流せたはずです。それが重大事になってしまったのは……やっぱり私のせいかと」

「………」

　工こう兵へいは「うーん」と唸うなった。

　確たしかに件くだんのスピーチはまずかったのだろう。だが新郎も橋本の性格や口く調ちようを織おり込み済みで頼んだはずだ。何もかも彼女のせいにするのは不ふ憫びんというものだった。

「……まぁすんだことはしょうがないですよ。その二人ふたりも別に離り婚こんしたわけじゃないんでしょう？　時間がたてばよいネタになりますよ」

　ハプニングは記き憶おくに残りやすいと言うし、全て順調な式よりかえってよい思い出になるんじゃないか、そう思ったのだが。

「今回の式で終わりなら……そう割り切れるんですけど」

「次があるんですか!?」

「来週末に他部署の後こう輩はいが挙式する予定で、……そのスピーチを是ぜ非ひ私にと」

「………」

　業なり平ひら産さん業ぎようというのは自殺志し願がん者しやの集団なのか？　他に頼む人いないの？

　沈ちん黙もくする工兵の前で橋本はコーヒーカップを取り上げた。洞うろのような目で黒色の水面を見つめる。

「正直どうしたらよいか分からないんです。今いま更さら断るのも失礼ですし、かといってうまくやれる自信もなく。……仕事の話なら多少無む茶ちやでもなんとかしようと思うのですが、こればかりは」

　つぶやくように言って口をつぐむ。そのままコーヒーを飲むこともなく沈黙していた。工兵は唇をへの字に押し曲げた。

　彼女の葛かつ藤とうは分かる。叶かなうなら部下達の門出を温かく祝福してやりたいのだろう。上司として彼らの長所・美点を存分に褒ほめ称たたえてやりたいはずだ。だがいかんせん雰囲気が慶けい事じ向きでない。ライフル銃はどれだけデコレーションしてもライフル銃、クラッカーにはなりえない。

　気詰まりな静せい寂じやくが場を満たした。

　ウェイトレスがすれ違い様、怪け訝げんな視し線せんを向けてくる。お冷やの結けつ露ろがじわじわとコースターを濡ぬらしていった。

　どのくらい時間がたっただろう、橋本が首を振った。

「……すみません折せつ角かくの休日に。桜さくら坂ざかさんもこんな話聞きたくないですよね。話題、変えましょうかケーキでも頼んで」

「いえ……」

　工こう兵へいはしばし逡しゆん巡じゆんした後、顔を引きしめた。

「その件、なんとかしましょう」

「なんとか？」

「橋はし本もとさんが自信を持って結婚式のスピーチをやれるようにするんです」

　橋本の目が見開かれる。……いや普ふ段だんから見開き気味なのであまり変化してない気もするが、とにかく瞠どう目もくしたように思えた。

　工兵は力強くうなずいた。

「折角のおめでたい席じゃないですか。祝う方も祝われる方も楽しく参加できた方がいいに決まってますよ。橋本さんだってできれば式を盛り上げたいんですよね？　だったら一いつ緒しよに考えましょうよ、どうすればいいか、僕の休日なんか気にしないで」

　橋本は虚きよを突かれたように押おし黙だまった。しばらくの間、彼女は瞬まばたき一つせず工兵を見つめていたが、ややあって口元を歪ゆがめる。

「それは……私だってもちろん場を盛り上げたいです。でも話し方や雰囲気なんて一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変わるものでもないでしょう？　変に口く調ちようを変えたら余計おかしくなりませんか」

「おかしく──」

「たとえばの話、私がペコちゃん人形みたいに舌を出して『橋本文ふみ月づき二十九歳です！　スピーチとか照れちゃうのでとりあえず歌います！』……って言い出したら、桜坂さん引くでしょう？」

「腰抜かしますね」

　てかさりげに個人情報大だい暴ばく露ろしたぞ、この人。

　……危ないなぁ。

　工兵は咳せき払ばらいを一回、椅い子すに座り直した。

「まぁ無む闇やみにキャラを変えるのは感心しませんけど……訓練は有効だと思うんです。ほら、スピーチや演説って結局のところ技術だって言うじゃないですか。根っこの性格や口調が変わらなくてもコツさえ分かればなんとかなると思うんです」

「コツ……」

「書店とかにたくさん置いてそうじゃないですか？　スピーチ入門……とか、よい演説の極ごく意いとか。そういうのを読んで練習してみたらどうでしょう。僕も付き合いますから」

「桜坂さん……」

　橋本が喘あえいだ。灰はい色いろの瞳ひとみが真正面からこちらを見み据すえる。工兵は柔にゆう和わに微ほほ笑えんでみせた。わずかに身を乗り出し彼女と視し線せんを合わせる。

「頑張りましょう橋はし本もとさん。今度の週末を最高のサプライズイベントに変えてやるんです」




　駅前の三さん省せい堂どうでノウハウ本を数冊購こう入にゆう、そのまま日ひ比び谷や公こう園えんに移動した。

　噴ふん水すい間近のベンチに陣取り籠ろう城じよう準備を整ととのえる。幸い気候は温暖で園内にはストリートパフォーマーやバンドの類たぐいが散見できた。この中ならスピーチの練習をしたところで大して目立たないだろう。

　工こう兵へいは本を開けた。

　タイトル──感動を呼ぶスピーチ実じつ践せん編へん。

「まずは……やっぱり表情ですよね。笑え顔がお、これ重要。よい笑顔は百の言葉より聴ちよう衆しゆうを引きつけると言います。特に橋本さんは普ふ段だんがクールですから、一いつ旦たん笑った時のインパクトはすごいと思いますよ」

「はぁ……」

「とはいえ普段笑い慣なれていない人に自然な笑顔と言っても難むずかしいもの。そこでこれ、割わり箸ばしエクササイズ！」

　工兵はコンビニ袋から割り箸を取り出した。パツンと二つに割り橋本に手渡す。一本を自分の口元に持っていった。

「……こう、横に咥くわえてですね。両の口角が割り箸より上になるよう持ち上げるんです。で、十分持ち上がったところで割り箸を抜くと自然な笑顔に──」

　バキッ。

　………。

　橋本が割り箸を嚙かみ砕くだいていた。

　工兵は目をしばたたいた。見間違いかと思い眉まゆをひそめるも確たしかに割り箸は折れている。え、何、なんで。

「ちょ、ちょっと脆もろい割り箸だったのかもしれませんね。大丈夫です、もう一本ありますから。はい、どうぞ」

　バキッ。

「あ、あのもう一本」

　ボキッ。

　ベキッ。

「………」

　………。

　すごい、本当一ミリも口周りの筋肉が持ち上がらない。鉄か？　真ま面じ目めに鉄仮面なのか。

　だが橋本は目に見えて凹へこんでいた。割れた割り箸をじっと眺めている。工兵は慌あわててページをめくった。

「やめましょう。やめましょう、口だけで作る笑え顔がおなんてわざとらしいですし、大切なのは目です。自然に緩ゆるんだ目元こそ相手の緊きん張ちようを解く。ほら目ま蓋ぶたの真まん中なかをこう……糸で持ち上げられてるようなイメージで、目め尻じりの力だけ抜くんです。さん、ハイ」
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「……ッ！」

　ひぃぃっ！　怖い、むっちゃ凝ぎよう視しされてる！

「な、なんで目見開くんですか。固定するのは目の上の筋肉だけです。他ほかは緩む感じで」

「………！」

「違います。吊つり上げるんじゃないです、眉まゆは下げて」

「……っ、………！」

　いかん、無理な表情で涙目になっている。工こう兵へいは橋はし本もとを制止、本に向き直った。

「じゃ、じゃあこれはどうですか？　小首を傾かしげて可愛かわいらしさをアピールしてみる方向で」

「こう……ですか？」

「………」

　ラオウがケンシロウを見下ろすようなポーズになっていた。

「か、肩をすくめてみるとか」

　怒れる猫ねこの構え！

「唇の前に指を立ててウィンク！」

　口封じのジェスチャー？

「語尾を元気よく『でっす！』とかにしてみたら!?」

「ＤＥＡＴＨ！」

　………。

　十分後、工こう兵へいと橋はし本もとは絶望的な表情でうなだれていた。どこからかアコギの練習音が響ひびいてくる。ローラーシューズの子供が興きよう味み深ぶかそうに彼らを眺めていった。

　橋本は弱々しげに首を振った。

「すみません……やっぱり無理だったんですね、私が結婚式のスピーチをするなんて。……ごめんなさい桜さくら坂ざかさん。色々お骨折りいただいたのに。後こう輩はいには断りの連絡を入れることにします」

「……まだです」

「え？」

「諦あきらめるのはまだ早いです」

　工兵は顔を上げた。眦まなじりに力を込め橋本を見つめる。

「スピーチを和なごやかにやらなきゃいけないなんて誰だれが決めたんですか。ニコニコ愛あい想そうよくするだけが祝辞じゃないでしょう。叱しつ咤た、激げき励れい、説教、小言。不器用な物言いでもやり方次第では十分場の感動を呼び起こせるはずです。橋本さんは橋本さんの個性を活いかし相手を祝福すればいい。要はそれに合うスピーチ方法を見つけることです」

「私に合う……スピーチ方法？」

　工兵はこくりとうなずいた。鞄かばんから先さき程ほど購こう入にゆうした本をもう一冊取り出す。タイトルは──歴史人物に学ぶ名演説法。

「考えてみてください。過去の偉人──キング牧師やリンカーンがにこやかに演説をしましたか？　演説の間中笑えみを浮かべていましたか？　違うでしょう。彼らは血を吐くような言葉で、突き刺さるような口く調ちようで聴ちよう衆しゆうの心をつかんだはずです。笑いやユーモアなど微み塵じんもない、魂の演説。僕らが目指すべきはそこです」

「………」

　橋本はしばし沈ちん黙もくしていたが、ややあって瞳ひとみに理解の色を浮かべた。深々と首肯、期待に満ちた表情（多た分ぶん）で工兵を見つめる。

　工兵は無言でうなずき返した。膝ひざ上うえの本をしかつめらしい顔で開く。笑いがどうとか温かい雰囲気がどうとか、そういう生っちょろい記述は徹てつ底てい的てきに無視、厳きびしくも心を震ふるわせるスピーチを選んでいく。

「よい演説の条件は……まず溜ためを作る」

「溜め？」

　工兵は「はい」と答えた。

「沈ちん黙もくや、登場までの間を作ることで観かん客きやくに期待を持たせます。焦じらし──と言ってよいかもしれません。観客が自発的に話者を注視するよう仕向けるんです。考えてみてください。僕らが観客の立場だったとして、舞ぶ台たいの演者がなかなかしゃべり出さなかったら『おや？』って思いませんか」

「思いますね」

「でしょう。重要なのは意外性です。予想を裏切り期待には応こたえる。あらゆるパフォーマンスの真しん髄ずいはそこです。ですからマイクの前に立ってもすぐには話し出さない。……そうですね、とりあえず十秒くらい間を置きましょうか」

「はい」

　工こう兵へいはページをめくった。

「散々焦らされた観客は期待に胸を膨ふくらませているはずです。さぁどんなスピーチが始まるんのか、さぞかしすごい発言が飛び出すのだろうと考えています。だがそこで橋はし本もとさんはあくまで静かに、普通のトーンで話し始めるんです。観客はまたまた『おや？』と思うはずです。ですが……これもまた意外性の罠わなです」

「………」

「スピーチは途中から熱ねつを帯び始めます。ジェスチャーを交え、声を張り上げ、徐々に観客のテンションを盛り上げていく。そして最後は机を叩たたかんばかりの勢いで叫ぶのです。二人ふたりに対する祝福の言葉を！」

　おおお。

　橋本が拍手する。彼女はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「なるほど、……確たしかにそれならウィットやユーモアがなくてもいけそうに思えます。思えます……が」

「？　どうかしましたか」

　白面のクールビューティーはわずかにうなだれた。

「最後の熱っぽく語るところ……私にできるでしょうか。うまくいかなければ本当観客置き去りの一人ひとり芝しば居いになってしまいます。真ま面じ目めに喋しやべっている分、ジョークを外すより辛つらいかもしれません」

「だからこそ練習ですよ！」

　工兵は力強く告げた。身を乗り出し彼女の手を握る。

「たかが間を取ったり声の大きさを変えるだけです。表情筋を鍛きたえるのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでいかなくとも、声量コントロールくらい橋本さんなら余裕でしょう？　何せ常日ひ頃ごろ大勢の前で喋っているんですから。生半可な職しよく業ぎよう司会者より堂々と喋れるはずです」

「桜さくら坂ざか……さん」

　橋本の口からつぶやくような声が漏もれる。彼女はぶるりと肩を震ふるわせた。強い力で工兵の手を握り返す。

「分かりました。練習します。いや、させてください。どんな辛つらい訓練にも耐えてみせますから」

「その意気ですよ橋はし本もとさん！」

　工こう兵へいは本に向き直った。背筋を伸ばし朗々と内容を読み上げる。

「じゃあ早速始めましょうか。まずは感じをつかむためにもいきなりクライマックスから！　大きく胸を張って、息を吸い込み！」

「………！」

「両の拳こぶしを握りしめ身体からだに引き寄せて！」

「こう……ですか？」

「もっともっと激はげしく、全身を震ふるわせるように！　……はい、そこで拳を叩たたきつける。続いて首を振って……おおお、いいですよ。そう、そんな感じです。まさにこの本の通り、……じゃあ台詞せりふもつけてみましょう！」

「はいっ」

　橋本が答える。

　秋晴れの日ひ比び谷や公こう園えんに時ならぬ演説が響ひびき渡った。最初はおずおずと、だがやがてはっきりした声こわ音ねで祝辞が読み上げられていく。

　………。

　アコギの音が止やむ。ローラーシューズの子供が物珍しそうに工兵達を眺めていった。
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　一週間後──

　ＳＥ部のオフィスで仕事していると橋本からメールが届いた。例によって絵文字で飾り立てられた文面、クラッカーと星マーク、サムズアップがタイトル欄らんいっぱいに記しるされている。プレビューに記された表記は……「やったよー！☆」

　工兵はメールのアイコンをクリックした。




『やったー(*^O^*)　やったよー！☆　結婚式のスピーチちゃんとやりとげたにょー！[image: ][image: ][image: ]　もー超ちよう緊きん張ちようして心しん臓ぞうドキバクだったけど、桜さくら坂ざかさんとの特訓思い出してきっちり喋しやべりきったお☆　場もすんごく盛り上がって一時は収拾つかなくなるくらいだったけど（汗）（汗）とりあえずなんとかなった感じ？（驚）　さすがは桜坂さん、頼りになるるるぅ～♪♪』




　おおお。

　工こう兵へいは目を見開いた。

　うまくいったのか。付け焼き刃の練習だからどうなることかと心配していたが……どうやら滞とどこおりなく終えられたらしい。いやぁよかったよかった。胸をなで下ろしかけて、だがふっと疑問に思う。

『盛り上がった』──はいいとして『収拾つかなくなった』？　なんだそれ。一体どういうスピーチやったんだ。

　首を傾かしげ画面をスクロールしていくと続きの文章が現れる。http://……のリンクが文中に貼はりつけられていた。スマイルマークに並んで「これに似てるって言われた〜[image: ][image: ][image: ]　なんでだろぉ？」の注釈。

　……はて？

　クリックする。瞬しゆん間かんアプリが切り替わり動画再生ページが表示された。




『Deutsche Volksgenossen und -genossinnen!』




　唐とう突とつに野太い声が響ひびき渡った。慌あわててボリュームを下げ瞬まばたきする。パーティション向こうの室むろ見みが一瞬非ひ難なんめいた視し線せんを送ってきた。

　なんだ、一体なんだ。

　スマートフォンを机の下に隠し覗のぞき込む。

　古びたモノクロの資料映像、広大なホールでちょびひげの男性が演説している。サムブラウンベルトと黄おう褐かつ色しよくの制服がいかめしい。四十そこそこの……外国人だった。彼は拳こぶしを振り上げ叫んだ。




『Deutsches Volk! Gib uns vier Jahre Zeit!』




　割れんばかりの拍手と喝かつ采さい。

　ハイル（万歳）の叫びがホール中に響ひびき渡る。

　工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。ひどく悪い予感がして鞄かばんを探る。先週買ったスピーチマニュアル（『歴史人物に学ぶ名演説法』）を取り出し開いた。

　橋はし本もとに指南した演説方法、一体あれは誰だれの項目だったのか。あの時は具体な記述だけを追っていたため特に気にしなかったが、各セクションにはモデルとなる人物が設定されているはずだった。

　激はげしいジェスチャー、叫ぶような発声、聴ちよう衆しゆうを酔わせ、引きつけ熱ねつ狂きようさせるスピーチ。

　必死になってページをめくりセクションの先頭にたどりつく。




　──アドルフという名のドイツ人が暗い目でこちらを見ていた。




　工こう兵へいはぱたりと本を閉じた。
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　禁酒しようと思った。

　いや「しよう」ではない、「せねばならない」。

　事態は一刻の猶ゆう予よもない。今不退転の決意を固めなければ遠からず自分は命を失うだろう。比ひ喩ゆではなく、生命活動の停止という本来的な意味で。私、姪めい乃の浜はま梢こずえは二十二才の誕たん生じよう日びを待たず現世から旅立つはずだ。脳のう裏りに病床の自分が思い浮かぶ。周囲を囲む親族友人達、私は弱々しく手を伸ばし目を潤うるませる。お父とうさんお母かあさん、先立つ不孝をお許しください。願ねがわくば逝いく前にりくろーおじさんのチーズケーキが食べたかった。蓬ほう萊らいの豚ぶたまんを食べたかった。あと新しん世せ界かいで串くしカツとか、戎えびす橋ばしのＨＵＢでギネスがぶのみとか。あ、バカルディ・ラムもいいなぁ、ビーフィーター・ジンも。

　………。

　ああ、いけないいけない。気を抜くとすぐ酒のことが頭に浮かんでくる。だからだめなのだ。自分は弱い、弱いから酒に溺おぼれ限度をなくしてしまう。必要なのは意い識しき改革だ。酒など見るのも嫌いやだ、考えるのも嫌だ。飲み会？　何気軽に誘さそってんねん、しばくぞわれ、という境地にたどりつかねばならない。さもなくば本当に自分は落命してしまうだろう。

　こう書くと大概の方は私を重度のアルコール依存症患者と思うだろう。酒に身体からだをむしばまれ健康診断の結果が軒並みレッドアラートを示しているのかと。だが違う。私はまったき健康体だ。はっきり言って桜さくら坂ざかさんくらいならお姫様抱っこして百メートル走できる自信がある。やらないのは単純にイメージの問題だ。必要であれば私はあの『女子中学生』から力ずくで桜坂さんを奪だつ取しゆ、逃走することも想定している。なんのために毎晩一時間以上ランニングしていると思っているのか。雨の日も風の日も。全すべては大たい願がん成じよう就じゆのために。来きたるべき約束の日のために。

　……え？

　では一体何が貴方あなたの命をおびやかしているのかと？

　ひょっとしてアレルギーか？　小麦アレルギーか何かでビールを飲むと呼吸困こん難なんになるのかと？

　残念ながらその推すい論ろんも外れだ。

　私は生来アレルギーなる症状に出くわしたことがない。だから蕎そ麦ばも卵も蟹かにも海え老びも牛乳も全て美お味いしくいただける。もちろんアルコールにだって苦手はない。カクテル以外のお酒ってぇ臭みがあって飲みづらいしぃとか言ってる女はＵＰＳの角に頭をぶつけて死ねばいいと思う。

　ならばなんだ？

　もったいぶらずさっさと話せと？

　……いいだろう、では今私のいる状況を話すとしよう。

　私はつい五分ほど前に目覚めた。寝返りを打とうとしたところ何かちくちくした物が頰ほおをつついたからだ。夢ゆめ現うつつなまま顔を払い逆方向に寝転がろうとした。と、今度は冷たい金属が額ひたいを打つ。

　非常に不ふ愉ゆ快かいだった。昨晩ゆうべ私は新しん橋ばしのジンギスカン料理店に入り心ゆくまでビールを堪たん能のうしたのだ。ラム肉とビールの取り合わせは奇跡のように絶妙だった。肉汁と炭火の香りが脳天を突き抜け快楽中枢を刺し激げきする。まさに至福、天上の味わいだった。その喜びがこんな目覚めで台なしにされるとは、許しがたかった。

　一体私のベッドはどうなっているのだ。ひょっとして枕まくら元もとにジャケットやワンピースを脱ぎ散らしたのか。はたまたノートＰＣをいじりながら寝てしまったのか。己おのれの不始末に怒りを覚えつつ開眼した時だった。




　目の前をダンプカーが駆け抜けていった。




　………。

　なるほど、これはまた興きよう味み深ぶかい事態だった。英語で酩めい酊ていしている状態を「ピンクの象ぞうが見える」と言うらしいが、それより余よ程ほど現実感に満ちている。やはり普ふ段だんの仕事が機き械かい相手な分幻げん覚かくも即物的になるのか。だとしてもダンプカーとは、一体何の心理学的象徴だろう。あの女子中学生をはね飛ばしてやりたいという内なる衝しよう動どうの表れか。

　だが続けてワンボックス、クーペ、ＲＶ車が駆け抜けていくに至り、さすがに自分をだましきれなくなってきた。頰ほおの下にはちくちくと肌を刺す雑草、首筋にはガードレールと思おぼしき金属柱がある。どう考えても自分は地面に寝転がっていた。おそらく歩道と車道の狭はざ間ま、並木や植え込みのあるエリアに横たわっているのだろう。なぜ？　疑問に対する答えはあったがあえて意い識しきを逸そらす。とりあえず現状を打開しよう。冷静に思考して寝返りを打つ。まずはこの危険極きわまりない状態から脱出しなければ。歩道側に移動しなくては。静かに独ひとりごち車道と反対側に顔を倒した時だった。




　目の前をタンクローリーが駆け抜けていった。




　………。

　少々説明が長くなった。

　今私がどういう状況にいるか。なるたけ簡かん潔けつに回答するとしよう。

　私、姪めい乃の浜はま梢こずえは幹かん線せん道路の中央分ぶん離り帯たいで寝転がっている。午前七時、泥酔して記き憶おくを失った挙あげ句くに。
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　繰くり返しになるが私は酒に弱くない。二日酔いや肝かん機き能のう障害に苦しめられないという意味で、これはまったき事実だ。だが記き憶おくは飛ぶ。どうしようもないくらい盛大に飛ぶ。鳥人間コンテストに出たら断トツトップを取れるくらいの飛ひ翔しよう力りよくだ。一度など酔っ払った挙あげ句く、六ろつ本ぽん木ぎ交差点でサタデー・ナイト・フィーバーポーズを決めていた（らしい）。よく車に轢ひかれなかったものだ。自分の強運に心から感かん謝しやしたい。もっとも、とある巷こう説せつによれば人間の運は有限らしいので今のような行いを続けていてはいずれ破局を招くだろう。ああ、考えるだけでも憂ゆう鬱うつだ。死の間ま際ぎわのポーズが白スーツでトラボルタなアレなど、孫まご子この代まで汚点として語り継つがれかねない。

　だからこそ、自分は禁酒しなければならない。そう、そもそも今の会社に入るまで自分はほとんど酒を飲まなかったのだ。わずか二年前、専門学校の時代まで時と計けいの針を巻き戻せばいい。何を難むずかしいことがあるだろうか。

　問題は仕事のストレスだ。あの忌いま々いましい女子中学生──室むろ見み立りつ華か。奴やつが絡からんでくると途と端たんに酒が飲みたくなってくる。鼓動が高鳴り息が荒くなり、身体からだがアルコールを求めてくる。酒ー、酒ーと呻うめきながらルイビルの町を練り歩きたくなる。逆に言えば奴と接さない限りストレスもたまらず酒も飲みたくならないということだ。もちろん社会人である以上「嫌いやな奴と仕事しない！」なんて我わが儘ままは通らないが、可能な限り関かかわらないことはできる。たとえば連絡を伝言ベースにする。間に他ほかの課か員いんを挟はさむ。藤ふじ崎さきさんの案件と女子中学生案件をトレードする、などなど。

　───。

　中央分ぶん離り帯たい起床事件（仮称）の翌日、私は上長に相そう談だんを持ちかけた。

　担当案件の偏かたよりや過負荷、スケジュールの重ちよう複ふくを説明し、担当替え・補佐役のアサインを訴えた。ただでさえ人手不足な昨今、快く受け入れてもらえるとは思ってない。だがこちらも生命の危機がかかっているのだ。一度断られたら二度、二度断られたら三度四度と話し合うつもりだった。

　だが。

「あー？　担当替え、いいんじゃない？　丁度そろそろ組そ織しき搔かき混ぜようと思ったし」

　今こ年としで四十■才になる女じよ傑けつ、芸能人にたとえるなら片かた桐ぎりはいり似のＯＳ部部長は鷹おう揚ように言い放った。オフィスチェアを回しパンツスーツの足を組む。

「担当が固定化すると部署の空気が腐るからねぇ。時々換気してやらないと、妙な壁かべができちまう。あとは他の連中ももう少しあの鬼姫様案件に慣なれた方がいいだろうし」

　本当ですか……、私は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。まさか一年越しの懸けん案あんがこうも簡かん単たんに片づくとは。絶句する私に部長はうなずいてみせた。

「あんたもあと半年で三年目だしね。すぐには無理だけど下もつけたげるよ。システムを保守するだけじゃなくてチームを維い持じ・管理する方法も覚えていってほしいしね」

　泣きたくなる台詞せりふではないか。

　事実私は涙ぐんでいたと思う。やはり見てくれている人はいるのだ。日々どれだけ辛つらいことがあっても頑張れば報われる。評価される。ああ、この人の下でよかった──万感の思いでたたずんでいると部長が肩を叩たたいてきた。

「悪かったね、最近愚ぐ痴ちも聞いてあげられなかったし。あんたも辛かったでしょ、ここんところ立て込んでたから、色々任せきりになっちゃって」

　いえ、いえいいんですそんな。業務ですし。

「ははは、そういう時はちょっと甘えてみるもんだよ。たまには弱よわ音ね吐くのもリフレッシュのうちだよ。どうだい？　今からちょっと気分転換に。くいっと行ってみないかい？」

　ああ、いいですねぇ！　ぜひ、よろこんで！

　………。

　………。




　あれれ？
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　禁酒しようと思った。

　昨日きのうはあれだけ自制したにもかかわらず、すさまじい失態を犯してしまった。

　なんでも水すい道どう橋ばしの欄らん干かんによじ登り「ムーンプリズムパワーメイクアップ！」と叫んでいたらしい。よりにもよってセーラームーンとは。リアルタイムと思われたらどうするのか。恥ずかしい。

　部長はいつものことだからと慰なぐさめてくれたが、そんな日常風景はお呼びでないのだ。私はあくまで淑しとやかに生きる。優ゆう美びに、繊せん細さいに、たおやかに。

　さしあたってどうするか、寝不足気味の頭で考える。

　まずは……飲み会を断るべきだろう。付き合いよく全すべての誘さそいにのっているから症状が悪化するのだ。迎え酒を迎え酒で抑おさえるなんてやっていたらローマ法王でもアル中になる。ただ無む思し慮りよに断っていれば当然揉もめるので、そこはレトリックを使うべきだろう。




　えー、私お酒なんて全然飲めないんですぅ、ほんとうすぐ気分が悪くなっちゃってぇ。




　……うん、こんな感じか。

　ただ一つ問題がある。うちの同どう僚りようは既に私の酒好きを知っているのだ。知っているどころか好みのバリエーションを広げようと様々な店に誘ってくる。かような状況で「私、飲めないんですぅ」とか一笑に付されかねない。

　熟じゆつ考こうした後、ひらめいた。

　そうだ、客先に赴おもむく回数を増やそう。運用定例や要件定義打ち合わせをたくさん入れれば社内にいる時間も少なくなる。飲み会に誘さそわれる機き会かいも減るのでないか。仮に誘われても「ああ、私明日あしたの準備があるのでー」と誤ご魔ま化かせるし、なかなかよいアイディアに思えた。

　幸い昨日きのうの話で担当顧こ客きやく替えのチャンスをもらえている。条件に合う案件を見つければ、すぐにでも実現可能だった。

　よし。

　デスクのＰＣに向き合い案件リストを確かく認にんする。運用定例のあるなし、障害対応の有う無む、要件定義フェイズか否かで候補案件を振り分けていった。よさそうなのは四……五案件か、丁度一つ明日訪問予定の顧客がある。頼んだらついていけたりしないだろうか。様よう子す見みに、顔見せに。

　部長に許可を取ってから現担当の席に赴く。前日徹てつ夜やしたのか、三十前の男性エンジニアは両りよう眼がんを血走らせていた。額ひたいのアイスノンが痛々しい。聞いた話だと顧客のバックアップスクリプトが暴ぼう走そう、データフォルダを消滅させたらしかった。なんとかしてサルベージできないかと問う顧客に我われらが社長は朗らかに「できます！」と言いきったとか。落ちろ天てん罰ばつ。来たれ神の雷いかずち。

　私は極限刺し激げきしないようにパーティションを覗のぞき込んだ。

　すみません、明日の○○社訪問なんですけどぉ。

　担当は火を噴ふくような視し線せんでこちらを凝ぎよう視しした。「なんだ」とかすれた声が漏もれる。「なんだまた障害か」

　そうではないと説明するのに数分を要した。人間虐しいたげられすぎると普通のコミュニケーションもできなくなるらしい。障害でなくクレームでもなく新規の作業依頼でもない、どちらかと言えば貴方あなたの仕事を引き取りたいのだと告げると、担当はひどく怯おびえた表情になった。

「まずはその申し出のデメリットから説明してくれ！」

　………。

　イギリスの格言に曰いわく「最悪に備えよ」。

　彼は正しい。うまい話には裏があると考えるべきだ。だが一年以上ともに働いた同どう僚りようからこのような言葉を浴びると少し寂しい。泣きたくなってくる。

　結局、私の申し出は受け入れられた。というより「むしろもう一人ひとりで行ってもらえないか」と言われたのだが、さすがにそれは固辞する。予備知ち識しきゼロの状態で単身定例に臨のぞむほど私は剛ごう胆たんでない。

　待ち合わせ時間と場所、持参書類をうかがい席に戻った。念のため案件資料を開け読み込んでおく。顧客名に業種、導どう入にゆうシステム構成、運用スペックと過去の事故インシデント。……ふむふむ、月次運用定例はプリセールス定例も兼ねているのか。ＳＥ部からの参加者は……藤ふじ崎さきさんだ。ああ、これはやりやすい。

　何よりよいのは定例の時間だった。木もく曜よう日びの午後五時から六時。うまくいけば直帰コースである。無む論ろん障害対応は２４時間だがオペレーションは自宅でも可能だ。飲み会の誘さそいから距きよ離りを置くという目的は十分に果たせる。

　私は意気揚々スケジューラに定例の予定を登とう録ろくした。




　翌日の顧こ客きやく定例は予想通り順じゆん調ちように進んだ。

　藤ふじ崎さきさんの仕切りは素す晴ばらしく、我われ々われＯＳ部は用意した資料を説明するだけでよかった。当月の障害発生件数に運用課か題だい、問い合わせ内容。いくつか簡かん単たんな質疑応答を行い打ち合わせ終了となる。時刻は五時五十分、ジャスト直帰時間だった。

　ああ、なんと素晴らしい定例だろう。決めた、自分はこの案件を担当する。事前の資料準備が少し手間取りそうだが大した問題でない。帰ったら部長に申しん請せいしよう。そう浮き浮きした気分で考えていると藤崎さんが「では」と口く調ちようを切り替えた。

「ちょっと早いですが移動しましょうか。店は六時十分から押えてますので」

　………。

　店？

　顧客担当者達ががたがたと立ち上がる。彼らはにやりと口元を歪ゆがめた。

「いやぁ御おん社しやとの定例はこれがあるから楽しみなんですよねぇ。前回は我々のとっておきをご紹介させていただきましたから。今回は藤崎さん、期待してますよ」

「ははは、あんまり期待されると弱りますけど、まぁ失望はさせないと思いますよ。うちの六ろつ本ぽん松まつも贔ひい屓きにしているところなので」

「ほほぅ六本松さんが。それは楽しみだ」

　わいわいがやがや。

　華はなやいだ雰囲気で全員移動し始める。

　……あのぉすみません。これは一体どういうことなんでしょう？

　私の質問に藤崎さんはやや驚おどろいた様よう子すで片かた眉まゆを持ち上げた。

「あれ？　聞いてないの。このお客さんの定例、毎回終了後に飲み会があるんだよ。交代で接待費切り合ってね。互いのお勧めの店を紹介し合うんだ。てっきり、それ目当てで姪めい乃の浜はまさんも来たんだと思ってたんだけど……」

　………。

　これは呪のろいか、呪いなのか。

　いや……だがまだ対処は可能だ。初対面の相手が大半な以上、仮に飲み会となっても例の言いい訳わけが使える。『えー、私お酒なんて全然飲めないんですぅ、うるうるうるー』これだ。藤崎さんやＯＳ部の同どう僚りようにはあらかじめ体調が悪いと言い含めておけばよい。

　天よ照しよう覧らんあれ。

　私、姪めい乃の浜はま梢こずえは今日きようこそ酒という魔ま物ものを退ける！　ウーロン茶招来、サモン・オレンジジュース！




　──一時間後、私はモルツのジョッキ片手にゴーゴーを踊おどっていた。
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　禁酒しようと思っている。

　一週間前からずっと、ずっとずっと、昼夜欠かすことなく思い続けている。仕事中も食事時も、果ては夢の中でさえ一秒たりと誓いを忘れたことはない。なのになぜうまくいかないのか。頭痛がするほど考え続け、私ははたと気づいた。

　そうだ、代だい償しようだ。

　願ねがいごとをするに当たり私は何も失っていない。何も賭かけていない。毎年の初はつ詣もうで──たかだか一年の安あん寧ねいを祈るのにさえ賽銭賭け金が必要なのだ。ましてや禁酒という難なん事じに代償が不要なはずない。

　今の私に必要なのは痛みだ。当初の決意を忘れられないくらいに絶対的な喪そう失しつ、傷跡。

　よし髪を切ろうと短絡的に決意しかけ考え込む。

　桜さくら坂ざかさん的に……ショートカットの女の子ってどうなのだろう。

『あー僕、女性らしい長い髪が大好きなんですよー。毛先で色々巻いたり縛しばったりできるの最高じゃないですかー、はぁ……ふぅ……はぁはぁ。え？　短い髪はだめですよ。縛れないじゃないですか、まったく分かってないなぁ梢さんは』

　なんて言われたら禁酒に成功しても精神的に頓とん死ししかねない。だめだ、髪はだめだ。ではどうする？　指を詰めるか。腕を落とすか。はたまた■■■団地から飛び降りてみるか。

　………。

　いけない、いけない。どうも気づくと自じ暴ぼう自じ棄きな方向に進んでいる。きっと体内のアルコールが私の目的を察し抗あらがっているのだ。酒をやめると大変なことになる、信じられないような不幸に見み舞まわれるぞう、と言って。

　負けるものか。

　私は奥歯を食いしばる。背筋を伸ばしきっと前を見つめた。

　去れ悪あく魔まよ、人は酒のみにて生くるにあらず。

　水と牛乳と肉・魚、サラダに果物、あとキャラメルフラペチーノさえあらばたとえ荒野でも人は生きながらえよう。

　決意を胸に私は帰宅した。

　キッチンに赴おもむきシンク下の収納を開ける。中から白い包みを取り出した。




　十じゆう四よん代だい龍りゆう月げつ　純米大だい吟ぎん醸じよう　斗と壜びん囲かこい──




　おそらく両親あたりから私が酒を嗜たしなむと聞いたのだろう、祖父が誕たん生じよう祝いに送ってくれた物だった。ネットで調しらべたところ目の玉が飛び出そうな価格だったので、飲まずにとってあったのだが……。
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　白和紙越しにラベルを眺める。本当によいことがあったら、自分を祝ってあげたくなったらこの酒を開けようと考えていた。今日きようの働きはこの酒に見合うだろうか、過去の自分より飲み手に相応ふさわくなっているだろうか。誘ゆう惑わくに駆られる度たび、いやまだ私はやれる。この酒を味わうのはもっと特別な時。そう考え己おのれを鼓こ舞ぶしてきた。

　だがもう終わりだ。

　禁酒を志しながら秘蔵の酒を隠し持っているなど笑い話にもならない。自分はこの包みを代だい償しように選ぼう。全すべてのアルコールと決別するため。過去の自分を振り捨てるために。

　私はジャケットを羽は織おり夜の町に繰くり出した。ハーフメットを着用、愛スクーターのジョルノで外そと堀ぼり通どおりを疾しつ駆くする。町明かりが、店々のネオンが流星のように左右を流れていった。和わ民たみ、笑わら笑わら、白しろ木き屋や、土ど間ま土ど間ま、土と風ふ炉ろ、天てん狗ぐ、魚うお民たみ、東とう方ほう見けん聞ぶん録ろく。さようなら、みんなさようなら。楽しい思い出をいっぱいありがとう。私、普通の女の子になります！

　二十分ほど走りこぢんまりした鳥とり居いの前にたどりつく。オフィス街の只ただ中なかに忽こつ然ぜんと現れる参道、立ち並ぶ茶屋料理屋。石せき碑ひには大きく神かん田だ神じん社じやと書かれている。通称神かん田だ明みよう神じん、秋あき葉は原ばら電気街を氏うじ子こに持つＩＴ安全祈き願がんの神様だった。

　リュックから酒を取り出す。

　ここにお供えしようと思った。正式な奉納方法は調しらべていないが賽さい銭せん代わりと考えれば細かな作法は無視できるだろう。何より自分の仕事の神様だ、縁えんが深い分、親身になってくれるはずと思った。

　深呼吸を一回、両手で酒さか瓶びんを抱きしめる。一歩一歩、踏みしめるように参道を歩いていった。一つ行っては己おのれのため、二つ行っては同どう僚りようのため（酔っ払ってどれだけ迷めい惑わくをかけたことか）、三つ行っては──ああもうとにかく色んな方に介抱させないため。つぶやきながら進んでいく。

　ようやく社殿にたどりつき酒瓶を下ろした。賽銭箱の傍かたわらに供え柏かしわ手でを打つ。

　瞑めい目もく。

　神様、どうか力を。

　誘ゆう惑わくに負けない強い意志をお授けください。

　私には桜さくら坂ざかさんと幸せな家庭を築く義務があるのです。千せん里り中ちゆう央おう駅えき徒歩圏内のマイホーム、子供は一男一女。食事の時間は朝七時と夜八時。昼は手作り弁当たこさんウィンナーつき。週に一度はおこのみ焼きパーティー、梅うめ田だ阪はん急きゆうにショッピング。おかえりの挨あい拶さつはもちろん「私にする？　私にする？　それともわ・た・し？」

　……ああ、ああなんて素す晴ばらしい未来絵図だろう。たかだか酒程度でこの幸せを閉ざされるなど断じて許容しがたい。だから神様、ほんのちょっと、少しでいいから力を貸してください。お願ねがいしますお願いします、お願いします……

　どのくらい祈っていただろう。

　ふっと身体からだから執着が抜けていったように思えた。

　頭皮の強こわばりが緩ゆるみ肩が軽くなる。滞とどこおっていた血流が回復。酸素が肺を満たし思考をクリアにしていった。

　嗚あ呼あ。

　今こそ私は悟った。

　全すべての元げん凶きようは酒だったのだ。職しよく場ばでの苛いら々いらも体たい調ちよう不良も、システム障害も、そして桜坂さんとなかなか結婚できないのも。

　気づいてしまえば明白だった。逆になぜこれまで分からなかったのだろうとさえ思えてくる。目が曇くもっていたのか。アルコールという名の霞かすみに視界を閉ざされて。

（……勝った、のかな？）

　つぶやくように言って天を仰あおぐ。

　いや、油ゆ断だんは禁物だ。麻ま薬やくの禁断症状と同じく、この手の中毒は二度三度と誘ゆう惑わくの波が襲おそってくる。ほっと一息ついた瞬しゆん間かん、ついついコンビニの缶ビールに手を伸ばしてしまうかもしれなかった。

　だが大丈夫、一番の障害は乗り越えた。今後また迷うことがあっても今日きようの誓いは必ずや私を引き留めてくれるはずだ。十じゆう四よん代だい龍りゆう月げつの思い出とともに、全すべての居酒屋に対する決別の記き憶おくとともに。

　………。

　漂白された表情で踵きびすを返す。

　さぁ帰ろう、そして新たな人生を始めよう。生まれ変わった思いで、解き放たれた心持ちで。

　決意も新たに振り返った瞬間だった。

「あれ？　梢こずえさん？」

　唐とう突とつに呼びかけられた。

　瞬まばたきして視し線せんを向ける。スーツ姿の男性が参道に立っていた。顎あご先さきの平ぺったい四角顔、一文字型の眉まゆに真まん丸まるな眼め、膨ふくらんだ頰ほおがやや少年っぽい、二十代前半の──青──年──

「え!?　梢さんいつの間に横に移動してきたんですか。瞬間移動!?　はっ！　なんか腕とか組まれてるし！」

　しまった、つい無む意い識しきのうちに継つぎ足あしを。

　私は慌あわてて身体からだを離はなした。

「すみません、ちょっとよろけちゃって……どうしたんですこんな時間に？　桜さくら坂ざかさん」

　桜坂工こう兵へい──我わが生涯のパートナー（予定）はやや混乱した様よう子すで「あー、えー」と瞬まばたきした。少しして気恥ずかしげに首をすくめる。

「いや、ここコンピュータの神様なんですよね？　来たことなかったから一度行ってみようと思って。最近色々あったんで……厄やく落おとしも兼ねて」

「厄落とし……？」

　予期せぬ言葉に首を傾かしげる。桜坂さんは一層縮ちぢこまり「ちょっと大学のＯＢ関係でごたごたしてて」と続けた。

　よく分からない。だが仔し細さいを訊きく前に桜坂さんは訊たずね返してきた。

「梢さんこそどうしたんですか？　何か願ねがいごとでも？」

「願いごと……というか」

　どちらかと言えばこちらも厄落としに近い。だが詳細を説明するのもみっともないので私は口を濁にごした。

　まぁ……色々ですよ。色々ですか。ええ色々です。色々なんです。

　お互いわけあり、後ろめたいところのある人間は同類の匂においを敏感にかぎ分ける。桜坂さんと私はどちらからともなく苦笑していた。

　はは、うふふ、あはははは。

　………。

　乾いた笑いを漏もらすこと数秒、ややあって桜さくら坂ざかさんは頭を搔かいた。

「いやぁ、……人生って本当失敗の連続ですよね。まさか自分に限ってとか、そういう油ゆ断だんがよくないんでしょうね。日々気を引ひきしめて、用心しながら生きていかなきゃと思いますよ」

　私は深々と首肯した。

「ええ、ええまったく。本当自分を甘やかしちゃいけませんよね。人間は弱い生き物ですから、少し厳きびしめにするくらいで丁度いいんです」

　己おのれを信用するな。言いい訳わけを許すな。千丈の堤も蟻ありの一穴より崩れる。目指すは完かん璧ぺき、９９％でも９９・９％でもない１００％の達成。そうやって初めて人は所定の目的に到達できるのだ。初めから低いハードルを設定していてはうまくいくものもいかない。

　熱ねつっぽく語る私に桜坂さんは優やさしくうなずいてくれた。同志を見つけた眼まな差ざしで見返してくる。

「梢こずえさん、今日きよう僕梢さんに会えてよかったですよ。なんか……気持ちが奮ふるい立った感じです。二度と同じ過ちは繰くり返さない、経けい験けんを無む駄だにしない。この参拝を機きに生まれ変わった気分で頑張ろうと思います」

「その意気です！　桜坂さん」

　私は鼻息荒く答えた。

「一人ひとりなら難むずかしい挑戦も二人ふたりでやればきっとうまくいきます。互いの目標は違っても頑張る姿はきっともう一人の心も励ますはずです。いいですか、私と桜坂さんは今この時より仲間でなくフィアン……同志になったんです！」

「何かとんでもない単語を耳にした気がしますけど、……とりあえず言わんとすることは分かりました。一いつ緒しよに頑張りましょう梢さん、お互いの目標達成に向けて！」

「はい！」

　おー。

　おー。

　互いにエールを交わし合う。私は胸を熱あつくした。自分は今桜坂さんと意思を一つにしている。二人だけの世界を作っている。なんと霊れい験けんあらたかな神社だろう、参拝して数分もたたないうちにこんな出会いを準備してくれるなんて。サービス満点すぎて涙が出てくる。さすがはＩＴ産業の守り神、氏うじ子こにはとことん優やさしかった。

　どうしよう、……このままゴールインしちゃったら。

　陶とう然ぜんとした心持ちでつぶやく。

　何せまだ式場も決めていない、食事会の場所も未定だ。結ゆい納のうはどうするか、披ひ露ろう宴えんの有う無むは。式は親族のみ？　それとも地元の友人も呼ぶ？　会社関係のゲストは新郎側で声をかけるか新婦側で招待するか。……考えることは山のようにある。

　やぁんもう、困っちゃいますぅ、桜さくら坂ざかさんったら急ぎすぎー、もー、きゃー！

　もじもじしながら喜んでいると不意に桜坂さんが言った。

「じゃあとりあえず決起集会ということで、一杯飲みにいきますか！」

　………。




　え。




「実は美お味いしい泡あわ盛もりの店を近くに見つけたんですよ、なんか石いし垣がきや宮みや古このレア銘柄を仕入れてるみたいで。他ほかじゃ味わえない代しろ物ものも飲めるみたいです。料理も美味しいって噂うわさなんで、是ぜ非ひ行ってみましょうよ」

「あ……えっと、その私は」

　慌あわてて首を振る私に桜坂さんは快活に笑ってみせた。

「ははは遠えん慮りよしないでください。お金なら僕が出しますから、ああそういえば大おお阪さかで約束した飲み会の件、まだ全然行けてませんよね。分かりました、今日きようはとことん飲み明かしましょう！　四軒五軒なんて言いません。十軒くらい梯はし子ごしちゃいましょうか！」

「いや、ちょ……」

「たっぷり飲んでたっぷり食べて、明日あしたからの英気を養いますか。あ、大丈夫、鬱金うこんは山のように買ってありますから。ちょっとやそっとの二日酔いなんてへっちゃらです。ははは、楽しみだなぁ。梢こずえさん結構酒飲みだから、今日きようはどのくらい行っちゃいます？　一升……いや二升？」

「だ──」

「よし！　善は急げだ。高速参拝して店を押えますよ。（パンパン！）よし、お参り完了！　さぁ行きましょう梢さん。我らがキックオフミーティングの会場に！」

　………。

　強い力で腕を引かれる。拝殿と賽さい銭せん箱ばこが見る間に遠ざかっていった。ぼやける視界の中、十四代龍りゆう月げつの白い瓶びんだけがくっきりと浮かび上がっていた。




　　　　[image: ]




　@XXX ５分前 Echofonから

「なんか今、聖ひじり橋ばしのあたり歩いてたら女の子がすごい勢いで走り抜けてったんだけど……。男の人抱えて」




　@YYY ４分前 Tweet Buttonから

「@XXX　何それｗ　イミフｗｗｗｗ」




　@ZZZ ２分前 Webから

「@XXX @YYY 俺おれも見た。なんかいきなり飲み屋さんから出てきて『文ぶん京きよう区く役やく所しよはどこだ！』って。『婚こん姻いん届とどけの窓口は二十四時間開設！』とか叫んでた」




　@YYY １０秒前 Tweet Buttonから

「@ ZZZ　@XXX　……その男、終わったな」







　あとがき




　先日、某ぼう企業様にてパネルディスカッションの機き会かいをいただきました。

　テーマは『新人エンジニアの育成について』。果たして僕のような半端者が語ってよい内容かどうかは分かりませんが、とりあえず過去の経けい験けんをもとに小一時間ほど喋しやべらせてもらいました。

　課か題だいとなった項目自体はおそらくどこの企業にも共通するものだと思います。研修の効果が見えづらい、学習内容が実践で活かせない、そもそも受じゆ講こう者しやのレベルが違いすぎて講義内容を標準化できない──などなど、いずれも「ああ、あるある」と思い当たる内容ばかりでした。

　実際高い費用をかけ外部研修に行かせてもなかなか即戦力は増えないものです。ラボと現場は違いますし、ＰＭ・営業は実戦経験のあるベテランエンジニアを囲い込みがちです。新人に案件は回ってこず、アサイン待ちが長引くほど学習内容は風化、下へ手たをすれば再度同じ研修を受けさせろなんてことになりかねません。

　じゃあ実案件でＯＪＴを？　という話になりますが、先せん輩ぱいエンジニアも忙しくとても全すべての技術をトランスファーしていられません。なるたけ手間をかけず実践的な技術を学んでもらうにはどうしたらよいか。そういう単純なようでなかなか切実な問題に至るわけです。

　ｅラーニングを受講させる。課題図書を与える。過去の案件資料を読み込ませる……などなど様々な意見が出たあと司会の方がこちらに水を向けてきました。

「夏なつ海みさんはどう思われますか」

　僕はちょっと考えてから答えました。




「失敗させることじゃないですかね」




　思い返せば、僕は結構な数の失敗をしでかしてきました。

　直流電源の特性を知らず感電死しかけたり、ファイバーをのぞきこんで失明しかけたり、例外処理をさぼってスクリプトを暴ぼう走そうさせたりと、とにかくありとあらゆるミス・トラブルを引き起こしては上長に叱られてきました。

　幸い致命的な失敗──後こう遺い症しようや賠ばい償しよう沙ざ汰たこそなかったものの、トラブル時の恐怖は今も心と身体からだに残っています。あれぇ？　なんか焦げ臭いぞ、火花散ってるぞぉ？　これ触るところズレてたら僕丸焦げじゃね？　リアルに炎上案件だったんじゃね？

　怖い怖い。

　あまりに恐ろしかったせいでしょう。原則として一度起こした失敗は二度と繰くり返しませんでした。頭で考えるより先に手が止まるんです。このスクリプト、エンター押したらまた暴走するんじゃない？　過去データ消しちゃったりしない？　……念のためもう一度確かく認にんしておくか。やばめの処理は確認メッセージを出して──と。

　そういう成長過程をたどってきたせいか、新人教育についても「ああしなさい」「こうしなさい」と教える前に実際のトラブルを経けい験けんさせた方が効率よく思えるのです。

　たとえばあれですよ。自動車教習所のドライビングシミュレータ。どれだけ注意深く運転しても子供を跳ね飛ばしたり老人を巻き込んだりするじゃないですか。あれに倣ならってトラップだらけの検証環かん境きようを作るんです。見事引っかかったら「はい損害○○円！」「障害報告書○○ページ！」と宣告して。何度も繰くり返していくうち自然と技術や方ほう法ほう論ろんが身についていく──

　なんて説明をしていくうちパネラー陣から「おお」とどよめきが上がりました。

「さすが、経けい験けん豊富な方は違いますね。よっぽどたくさん問題を起こさないとそういう発想は出てこないですよ！」

　あっはっは。いやぁ、それほどでも。

　………。

　って……あれ？　褒ほめられてない？

　まぁ過去の失しつ敗ぱい談だんはともかく、トラップ実習のアイディア自体は比較的好評だったようで研修担当の方から「導どう入にゆうを検討する」旨むねコメントをいただきました。その場は他ほかに簡かん単たんな質疑応答だけ経てお開きになったのですが──

　後日、ひょんなことから件の研修担当者と再会しました。

　当然話題は例の実習の話になります。

「その後どうですか？　あの企画進んでます？」

　興きよう味み本位で訊たずねると担当氏は「ああ」とうなずきました。

「やりました、やってみましたよ。……まぁ本当どの受じゆ講こう者しやも見事に失敗しまして」

「ほぉ、それは大成功じゃないですか」

　祝福する僕に、ですが彼は肩を縮ちぢこまらせました。

「いや、そういうことじゃなくてですね」

「？」

　担当氏は「いやぁ」と気恥ずかしげに頭を搔かきました。

「みんな仕事が忙しすぎて、研修の時間を作ることに失敗したんです」




　以下謝しや辞じです。

　度たび重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩いろどってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧げたいと思います。ありがとうございました。


二〇一一年十二月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。最近健康のためプールに通い始めたところ、折からの寒波で身体が凍え見事風邪っ引きに。友人曰く「暖を取ろうとして家を燃やすタイプ」
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Ｉｘｙイクシー

コミックのほう毎月楽しみにしてます〜。

いろいろ影響受けて立華をポニテにしてみたり、口絵で似た服着せたりしてました。
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